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4. 建物概要 

1

備　考延床面積（㎡）

建築基準法に基づく風圧区分等を必要とする場合は次による。

　　 積雪区分　平12建告第1455号　別表（　　）

   　地表面粗度区分　　・Ⅰ　・Ⅱ　・Ⅲ　・Ⅳ

   　風速　V ＝（　　　　）m/s　　（平12建告第1454号第2）

一
般
共
通
事
項

1 適用基準等

1．共通仕様

2．特記仕様

　　 　　印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。

　　　　 印と　 印の付いた場合は、ともに適用する。

（2）特記事項は、　 印の付いたものを適用する。

（4）特記事項に記載の（別-　 ． ）は、標仕の「別図　各部配筋」の当該項目又は当該表を示す。

（3）特記事項に記載の（  ．  ． ）内表示番号は、標仕の当該項目、当該図又は当該表を示す。

※

 　 　図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築工事標準仕様書（建

（1）章、項目は、番号に　　印の付いたものを適用する。

・型枠工事作業    ・コンクリート圧送工事作業

（1.5.2）

鉄筋工事

コンクリート工事

鉄骨工事

防水工事

・鉄筋組立作業

・コンクリートブロック工事作業   

・構造物鉄工作業    ・とび作業

適用工事種別

・アスファルト防水工事作業　・ウレタンゴム系塗膜防水工事作業

技能検定作業

コンクリートブロック

・塩化ビニル系シート防水工事作業　・セメント系防水工事作業

・エーエルシーパネル工事作業

・押出成形セメント板工事

仮設工事 ・とび作業

・ALCパネル

技能士12 ⑤保険金額

　1.「建設工事保険等」は、請負金額全額（支給材料または貸与品がある場合はその金額を

　2.「請負業者賠償責任保険」及び「法定外労災保険等」は、賠償責任等を履行するために

　　　必要な金額

建設業退職共済制度に加入し、本工事に見合った共済証紙を購入し受払簿にて管理すること。建設業退職共済制度

　 場合は、監督職員と協議するものとする。

　（「不当介入に関する通知制度」の徹底について）

1　受注者は、暴力団員等（暴力団の構成員及び暴力団関係者、その他市発注工事に対して

 　不当介入をしようとするすべてのものをいう。）による不当介入（不当な要求または

 　業務の妨害）を受けた場合は、断固としてこれを拒否するとともに、不当介入があった

　 時点で速やかに警察に通知を行うととともに、捜査上必要な協力を行うものとする。

2　受注者は、前項により通報を行った場合には、速やかにその内容を記載した通報書（別記

 　様式第１号）により、所管警察署に届出るとともに、監督職員に通告するものとする。

　 また、受注者は、以上のことについて、下請負人（再委託の協力者を含む）に対して、十分

 　に指導を行うものとする。

3　受注者は、暴力団員等による不当介入を受けたことが明らかになり、工程等に被害が生じた

不当介入事案通報

監理技術者及び

主任技術者

（5）特記事項に記載の［  ．  ． ］内表示番号は、改修標仕の当該項目、当該図又は当該表を示す。

　受注者は、建設業法の定めに基づき技術者を選任し、現場に派遣し技術監理に当たるとともに、

　請負契約の締結後、現場施工に着手するまでの期間（現場事務所の設置、資機材の搬入又は

仮設工事等が開始されるまでの期間）については、主任技術者又は監理技術者の工事現場への

専任を要しない。なお、現場施工に着手する日については、請負契約の締結後、監督職員との

打ち合わせにおいて定める。

　なお、日程の都合上、契約工期満了後に検査が行われる場合は、契約工期満了後の監理技術

者等の工事現場への専任を要しない。

果を通知した日（契約書第31条第6項に該当するものを含む）とする。

設備工事その他関連工事の施工者と綿密な連絡を取り、全工事に支障の無いよう施工する。

要しない。なお、検査を完了した日とは、発注者が契約書第31条第2項に基づく当該検査の結

23
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・ 認めない

への取り組み 　 むこと。

   に回答するよう対応することである。ただし、即日回答が困難な場合は、いつまでに回答が

2　受注者は計画工程表の提出に当たって、作業間の関連把握や工事の進捗状況等を把握できる

   工程管理方法について、監督職員と協議を行う。

3　受注者は工事施工中において、問題が発生した場合及び計画工程と実施工程を比較照査し、

   差異が生じた場合は速やかに文書にて監督職員へ報告すること。

ワンデーレスポンス 1　発注者及び受注者は、ワンデーレスポンス実施対象工事であることを認識し、工事に取り組

にすることである。

   「ワンデーレスポンス」とは受注者からの質問、協議への回答は、基本的に「その日のうち」

   必要なのかを受注者と協議のうえ、回答期限を設けるなど、何らかの回答を「その日のうち」

契約不適合責任

期間内における

現場立会い

　発注者が引き渡された工事目的物に契約不適合がある、または、契約不適合の疑いがあると

判断した場合、発注者の求めがあれば、受注者はこれに立会うこと。
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すべて満たさなければならない）

・ 認める（ただし書の規定の適用を受ける監理技術者の配置を行う場合は欄外(※)の要件を

建設業法第２６条第３項ただし書の規定の適用を受ける監理技術者の配置

(※)１．本工事において、建設業法第２６条第３項ただし書の規定の適用を受ける監理技術者（以下「特例監理技術者」という。）の配置を行う

場合は以下の［1］～［8］の要件を全て満たさなければならない。

［1］建設業法第２６条第３項ただし書による監理技術者の職務を補佐する者（以下「監理技術者補佐」という。）を専任で配置すること。

［3］監理技術者補佐は入札参加者と直接的かつ恒常的な雇用関係にあること。

者であること。なお、監理技術者補佐の建設業法第２７条の規定に基づく技術検定種目は、特例監理技術者に求める技術検定種目と

同じであること。

［2］監理技術者補佐は、一級施工管理技士補又は一級施工管理技士等の国家資格者、学歴や実務経験により監理技術者の資格を有する

の建設業者と締結する契約工期の重複する複数の請負契約に係る工事であって、かつ、それぞれの工事の対象となる工作物等に一体性

［4］同一の特例監理技術者が配置できる工事の数は、本工事を含め同時に２件までとする。（ただし、同一あるいは別々の発注者が、同一

一の工事とみなす。）

［6］特例監理技術者は、施工における主要な会議への参加、現場の巡回及び主要な工程の立会等の職務を適正に遂行しなければならない。

［5］特例監理技術者が兼務できる工事は大津市内の工事でなければならない。

［7］特例監理技術者と監理技術者補佐との間で常に連絡が取れる体制であること。

［8］監理技術者補佐が担う業務等について、明らかにすること。

が認められるもの(当初の請負契約以外の請負契約が随意契約により締結される場合に限る。)については、これらの複数の工事を

すること。

［1］監理技術者補佐の資格を有する書類（一級施工管理技士等の国家資格者などの合格証など）

２．本工事の監理技術者が特例監理技術者として兼務する事となる場合、前項［1］～［8］の事項について確認できる書類を下記により提出

［2］［1］の提出書類と同じ

登録を行うこと。

［8］［6］の提出書類と同じ

［7］［6］の提出書類と同じ

［5］［4］の提出書類と同じ

３．本工事において、特例監理技術者及び監理技術者補佐の配置を行う場合又は配置を要さなくなった場合は適切にＣＯＲＩＮＳへの

［6］業務分担、連絡体制等を記載した書類（施工計画書など）

［4］特例監理技術者が兼務する工事のＣＯＲＩＮＳの写し等

［3］監理技術者補佐の直接的かつ恒常的な雇用関係を証明する書類（３か月以上の雇用関係を証明できる健康保険被保険者証の写しなど）

27

26

25

建　物　名　称

　図示によるほか、万能鋼板、金網、フェンスバリケード、鉄板塀・板塀等の仮設計画を立案し、

監督職員事務所

      ・Ａ種　※Ｂ種　・Ｃ種　・Ｄ種　・Ｅ種

材料、撤去材等の運搬

既存家具等の養生　※ビニルシート等　・　

既存部分の養生　　※ビニルシート等　・　

※片面フラッシュ程度　

※合板張り程度　

・有り

※無し

・片面

※無し

防炎シート

充てん材 塗　装

・せっこうボード（※9.5　・　　　　）

・Ａ種

・Ｂ種

・Ｃ種

仮設扉

・鋼製扉

※木製扉

　単管下地

・木下地

・軽量鉄骨 ・合板（※9.0　・　　　　）

仕上材（厚さ　mm）下　地種　別

仮設間仕切り等の種別

固定家具等の移動　※行わない　　　　・行う ※図示(図面番号A-　）

（2.3.1）

（2.3.1）

工事用水

工事用電力

仮囲い

施設管理者、監督職員らと協議の上、設置すること。

（2.3.1）

外部足場　　※手すり先行足場

［表2.2.1］

厚さ　　mm

・ 構内に設置する ・図示（図面番号A-　）  ※ 設けない

構内既存の施設　　※利用できない　　・ 利用できる（※有償　・ 無償）

構内既存の施設　　※利用できない　　・ 利用できる（※有償　・ 無償）

内部足場　　種別　※脚立、足場板等　・　棚足場

4

5

6

7

1 足場その他 （2.2.4）［2.2.1］
2

養生2 ［2.3.1］

仮設間仕切3 ［2.3.2］［表2.3.1］

防音シートによる養生　※行う　・行わない　

規模：

備品（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

工事実績情報の登録2

3

（CORINS)

実施工程表

電気保安技術者4 （1.3.3）　工事現場におく電気保安技術者は、電気事業法に基づく電気主任技術者の職務を

補佐し、電気工作物の保安の業務を行うものとする。

※適用する（受注金額が500万円（税込）以上の工事に限る。）

（1.2.1）

（1.1.4）

　・要　　　※不要

施工条件5 下記による。 （1.3.5）

　・建設発生土仮置場　　　　　　※図示（図面番号A-7図）

※施工にあたり、下記事項に注意すること。

(1) 工事着手前に付近の状況を調査し、公害並びに安全対策を工事竣工まで講じること。

(3) 受注者は、道路交通法を遵守し、過積載等の違反行為防止を図ること。

(4) 工事については、施設管理者に理解協力を求め、常に事故防止に勤めること。

(2) シンナー等危険物については、工事現場に放置することなく保管管理を厳重に行い盗難

を防止すると共に、保管数量についても作業前、作業終了後の確認等、確実な管理を行

うこと。

(5) 工事時の各騒音について施設管理者及び周辺住民よりの苦情に充分配慮の上作業を行う

こと。

　　発注者が地元説明会を開催する場合は、受注者は資料作成に協力し、適宜同席すること。

(7) 図面は工事の大略を示すもので、施工に先立ち現場の実測調査を行うこと。

(6) 既存建物に障害を生じた場合は、速やかに受注者の負担において現状復旧し監督職員の

　　承諾を得ること。

・アクリルゴム系塗膜防水工事作業　・FRP防水工事作業

・合成ゴム系シート防水工事作業　・シーリング防水工事作業

・改質アスファルトシートトーチ工法防水工事作業

建具工事

屋根及びとい工事

タイル工事

金属工事

左官工事

木工事

石工事 ・石張り作業

・大工工事作業

・鋼製下地工事作業    ・内外装板金作業　

・タイル張り作業

・左官作業

・内外装板金作業    ・スレート工事作業　

・ビル用サッシ工事作業   ・ガラス工事作業　・自動ドア施工作業

植栽工事

内装工事

塗装工事

・ボード仕上げ工事作業    ・壁装作業

・プラスチック系床仕上げ工事作業　・カーペット系床仕上げ作業

・造園工事作業

・建築塗装作業

カーテンウォール工事 ・金属製カーテンウォール工事作業    ・ビル用サッシ施工作業

舗装工事 ・溶融ペイントハンドマーカー工事作業

排水工事 ・建築配管作業

・ガラス工事作業

・加熱ペイントマシンマーカー工事作業

見本施工の実施13 次の施工箇所については、見本施工を行う。

・

（1.5.5）

　施工完了時に室内空気中のホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼン、

　測定はパッシブ型採取機器により行う。

（1.5.9）化学物質の濃度測定

スチレン、パラジクロロベンゼンの濃度を測定し、報告する。

14

　着工前の測定　　　※ 行わない　

　工事完了前の測定

No.

SCALE Ａ工事名FILE No.
訂
　
　
　
正

日月日月日月 旧ケアセンターおおつ棟

特記仕様書1 1:---(A1)
旧ケアセンターおおつ棟改修工事

旧ケアセンターおおつ棟改修工事

令和　４年　９月

大津市 本宮二丁目9-9･40

34,107㎡

旧ケアセンターおおつ棟

階　数構　造

　ＲＣ造 4,356.20　

旧ケアセンターおおつ棟の1階配膳室Ａを食堂に改修する。

共用部分の廊下の床仕上材の改修を行う。

・ 建築工事標準詳細図（国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課監修　最新版）

・ 営繕工事写真撮影要領（令和3年改定）国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　最新版）

・ 建築物解体工事共通仕様書（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　最新版）

・概成工期（　５ヵ月　）

　・工事用車両の駐車場所　　　　※図示

　・資機材置場　　　　　　　　　※図示

　　　　　　　　　　・ 行う　測定対象室　 厨房

　測定対象室　　　　厨房

　測定箇所数　　　　5箇所

・カラー

完成時の提出図書 （1.7.1～3）（表1.7.1）

完成写真 次のものを監督職員に提出する。ただし、原板は撮影業者の保管とする。 

※2　 ※100×125以上※キャビネ版

※2　

※2　外部（　　）内部（　　）・カラー四切木製パネル

・電子データ

　電子データは、RGB（フルカラー）、JPEG形式最高画質とし、CD-Rにて提出する。

※500万画素以上

分類・規格 撮影箇所数 提出部数  原板の大きさ（mm）

※保全に関する資料　提出部数　※2部　　・　　部

※2　外部（　　）内部（　　）・カラー半切木製パネル

※5　外観正面　 （※1 ・ 　 ）

15

※施工計画書　　　　提出部数　※2部　　・　　部

※施工図　　　　　　提出部数　※2部　　・　　部

16

設備工事との取合い18

19

備考区分 撮影枚数

必要に応じ

状況によりつなぎ写真１

１

着工前

工事中

完成時

必要に応じて

必要に応じて

２

工事箇所３枚程度 １

電子データ共工事箇所３枚程度竣工写真

部数(ネガ１枚につき)分類・規格

カラー・Ｌ版

カラー・Ｌ版

カラー・Ｌ版

カラー・キャビネ版

工事写真17

　※ネガ又は電子データを提出すること。

設備機器の位置、取合い等の検討できる施工図を提出して、監督職員の承諾を受ける。

①保険種目

　1.　工事目的物、工事材料及び仮設物等に生じる損害を填補する「建設工事保険」又は

　　「組立保険」（以下「建設工事保険等」という。）

　2.　工事の施工に伴い第三者に与えた損害を填補する「請負業者賠償責任保険」

　　　保険等（以下「法定外労災保険等」という。）

②保険契約者

　　受注者

③被保険者

　2.「法定外労災保険等」は、本工事に従事するすべての労働者

④保険期間

　日からとする。

本工事に際し下記内容以上の保険に加入し、契約書の写し又は証明書を提出すること。

　3.　工事の施工に伴う労働災害被災者を救済する労働者災害補償保険法に基づく労働保険以外の

施工図等の著作権に係わる当該建物に限る使用権は、発注者に移譲するものとする。施工図の取り扱い20

21 施工体制台帳及び

施工体系図 その金額にかかわらず、建築業法に定める施工体制台帳及び施工体系図を作成すること。

工事現場における適正な施工体制を確保する為、公共工事の受注者が下請契約を締結するときは、

火災保険等22

　撮影業者は、建築完成写真撮影の実績がある者とする。

　（　・ 現場着手の日　・ 基礎工事完了直後の日）から契約工期の１ヶ月後まで。

　ただし、「請負業者　賠償責任保険」及び「法定外労災保険等」については現場着手の

　

※完成図　　　　　　提出部数　※各3部　・　　部

外部（ 　 ）内部（ 30 ）

外部（ 　 ）内部（ 30 ）

※図示　　・ 既設建物階高実測により決定すること

仮
設
工
事

※図示

1

４　 　１階改修面積：947.93㎡

建設副産物実態調査

について

(3) 提出方法

(2) 作成方法

(1) 調査様式7

　　 ②　搬出先調査　　　様式1：　再生資源利用計画書（実施書）-建設資材搬入工事用-

　　 ①　数量調査・総量調査表

承諾を得る事。

マニュフェストシステムにより的確に実施することとし、事前に監督職員に施工計画書を提出し、

　産業廃棄物の処理について、受注者は、産業廃棄物の処理及び清掃に関する法律に基づき、

・ 発生材のうち、現場にて再利用を図るもの　※図示（図面番号A-　）  

※構外搬出適切処理　発生材の処理等6

交通安全管理8

材料の品質等 （1.4.2）9

監督職員の承諾を得ること。

　工事車両の出入りについては、危険防止に努めること。

留意し、全般に支障がないよう万全の策を講じること。実施については、警備計画書を作成し、

の承諾を受けること。

(1)必要に応じて交通整理員を配置するとともに近隣家屋に騒音、振動等公害発生のないよう

標仕　1.4.2　による。

（1.3.8）

（1.3.11）

・ 発生材のうち、引渡しを要するもの　※図示（図面番号A-　）  

(3)廃材運搬に際しては、道路交通法を遵守し過積載を防止するとともに下請業者にも徹底すること。 

　　 国土交通省ホームページに公開されているEXCEL形式の様式にて作成・提出すること。

　　 総量調査：総量調査表をプリントアウトしたもの1部とEXCELファイルを提出すること。

　　 搬出先調査：様式1、様式2のプリントアウトしたもの1部とEXCELファイルを提出すること。

　　　　　　　　　　　　 様式2：　再生資源利用促進計画書（実施書）-建設資材搬出工事用-

各種検査合格書等 　各種検査を必要とするもの、責任施工のもの等は、各合格書又は保証書を提出すること。

なお責任施工のものは受注者、施工業者、材料製造所の連名書とする。

　標仕に記載されていない特別な材料の工法については、材料製造所の指定する工法とする。特別な材料の工法10

11

(2)工事期間中、交通整理員を延べ 15 人配置すること。又事前に警備計画書を作成し、監督職員

　1.「建設工事保険等」及び「請負業者賠償責任保険」は、市立市民病院、受注者、関係する

　　全下請負者

　市立市民病院の発注する建設工事等において暴力団員等に依る不当介入の排除について

契約工期満了までの期間については、主任技術者又は監理技術者の工事現場への専任を

　工事請負契約書（以下「契約書」という）第31条第2項の規定に基づく検査を完了した日から

・ 有　　　　・ 無中間検査

　  築工事編）（令和４年版）」（以下「標仕」という。）により、標仕に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房

　　官庁営繕部監修「公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）（令和４年版）」（以下「改修標仕」という。）による。
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鉄
筋
工
事

鉄筋の種類 ※ 異形鉄筋(ＪＩＳ Ｇ３１１２)

※ ＳＤ ２９５Ａ　　・Ｄ10　・Ｄ13　・Ｄ16　・Ｄ19

・ ＳＤ ３４５　　　・Ｄ19　・Ｄ22　・Ｄ25　・Ｄ29

・　　　　　　　　　・Ｄ10　・Ｄ13　・Ｄ16

・ 建築基準法第３７条の規定に基づき認定を受けた鉄筋

溶　接　金　網２ 編目形状寸法( ※ 150*150　・ 100*100)　　径( ※　６　・ ８）

３ 加工および組立

１

・構造特記仕様書に依る。

（5.2.2）

（5.2.1）

・ 超音波探傷試験による検査　　　　・ 引張試験による検査　　 （5.4.9）５ 圧接完了後の検査

・ 図示　　　※ 40d（軽量コンクリートの場合は50d）と標仕表5.3.4の重ね継手の長さのうち大きい値

柱に取り付ける梁の引張り鉄筋の定着長さ

・ 図示　　　※ 40d（軽量コンクリートの場合は50d）と標仕表5.3.2の重ね継手の長さのうち大きい値

主筋及び耐力壁の鉄筋の重ね継手長さ

鉄筋の継手

・ ガス圧接継手　 SD345（径 19 ㎜ 以上）Ｄ19～Ｄ25、 SD390　Ｄ29～Ｄ32

・ 重ね継手　　・ 機械式継手　　・ 溶接継手 (5.3.4）４

セメントの種類５

ス　ラ　ン　プ

荷卸し地点における４

気乾単位容積質量３

の類別

ﾚﾃﾞｨｰﾐｸｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄ２

施　　工　　箇　　所

コンクリートの強度１

６ 骨　　　材

７ 混和材

８ 打　継　ぎ　目　地

ひび割れ誘発目地

９ 打放し仕上げ

※ 普通ポルトランドセメント又は混合セメントのＡ種

※標仕による　　　・　　　

※ Ⅰ類 　　　・ Ⅱ類

Ｓ　　構造体強度補正値

Ｆｃ　設計基準強度

調合管理強度＝Ｆｃ＋Ｓ

標仕による※ １８

・ ２７ 標仕による

標仕による・ １８　※ ２１　・ ２４ 

+設計基準強度Ｆｃ（Ｎ／㎜2 ） 構造体強度補正値Ｓ

普通コンクリート

混和剤の種類

形状および寸法

位置・ピッチ 監督職員と協議のうえ、施工のこと。

※　標仕による　　　　・　　

・ 早強ポルトランドセメント

打放し仕上げの種類　　・Ａ　種　　※ Ｂ　種     ・ Ｃ　種

外部に面するｺﾝｸﾘｰﾄ打放し仕上げの打増し厚さ　　※　２０　mm　　　・　　　mm

※　標仕9.6.3(a)(1)による　　　　・　　　　

※ＡＥ剤、ＡＥ減水剤又は高性能ＡＥ減水剤

アルカリシリカ反応性による区分　　※　Ａ　　　　・　Ｂ　　

普通コンクリート　　※　2.3　t/m3　　　　　　・　　　　

（6.3.2）

（6.2.4）

（6.2.3）

（6.1.5）

（表6.4.1）

（6.1.4）

（6.3.1）

（6.3.1）

（6.9.3）

（6.9.2）

（6.8.3）

（6.6.3）,(6.9.2)

※特記無きは鉄筋ｺﾝｸﾘ-ﾄ構造配筋標準図による

土間コンクリ－ト

4
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事

10 型　　　枠 せき板の材料

11 ｺﾝｸﾘ-ﾄ中の塩分測定 躯体打設ごと （6.5.4),(表6.10.1)

12 軽量コンクリート

施工箇所：便所床　かさ上げｺﾝｸﾘｰﾄ

種　　　　別 ※ １種　　・ ２種

設計基準強度（Ｎ／㎜2　）　・　

気乾単位容積質量 ※ 1.8　t/m3　　・1.65　

18.5　N/mm2

（6.11.1）

（6.1.4）

（6.11.3）

5

防
水
工
事

施工箇所 シーリング材の種類（記号）

（9.7.2）（表9.7.1）シーリング シーリング材の種類　　※下表以外は、標仕表9.7.1による

接着性試験　　※簡易接着性試験

　　　　　　　・引張接着性試験（部位：　　　　　　　　　　　）

（9.7.5）

金属-金属 変性シリコーン系（MS-2）

1

図中以外においても、必要と思われる箇所については、施工を行うこと。

No.

SCALE Ａ工事名FILE No.
訂
　
　
　
正

日月日月日月

旧ケアセンターおおつ棟改修工事

旧ケアセンターおおつ棟

工法1

ステンレスの表面

仕上げ

2

あと施工アンカーの引抜き耐力の確認試験　　※行う　　・行わない (14.1.3)

※HL程度

・鏡面

下記以外の見え掛りすべて

種　類 施工箇所

・No.2B程度

（14.2.1）

アルミニウム及び

アルミニウム合金

の表面処理

3

種　別

・B－1種（無着色）

施工箇所

・B－2種（・ブラウン系　・ブラック　・ステンカラー）

（14.2.2）（表14.2.1）

鉄鋼の亜鉛めっき

軽量鉄骨天井下地

4

5 野縁等の種類 （14.4.2～4）（表14.4.1）

　屋外（・19形　※25形）　屋内（※19形　・25形）

表面処理方法 種　別 施工箇所

・A種

溶融亜鉛めっき ・B種

・C種

・D種

・E種

・F種

電気亜鉛めっき

（14.2.3）（表14.2.2）

軽量鉄骨壁下地6 スタッド、ランナーの種類　　　　　　※標仕表14.5.1による　・図示 （14.5.3）（表14.5.1）

（表14.5.1）スタッドの高さが5mを超える場合　　　※図示（図面番号A-　）

ダクト等によって吊りボルトの間隔が900mmを超える場合の補強　　 ※図示（図面番号A-　）

屋外の野縁受、吊ボルト及びインサート間隔、野縁の間隔　　　　  ※図示（図面番号A-　）

天井ふところ 3.0m を超える場合の補強         　　　 　　　　　※図示（図面番号A-　）　

耐震性を考慮した補強　　                　                    ※図示（図面番号A-　）

金属成形板張り7

アルミニウム製笠木8

（14.6.2）（表14.2.1）

伸縮調整継手　　※設けない　　・設ける（施工箇所は図示） （14.6.3）

表面処理形　状 製　法 材　種 寸法（mm） 厚さ（mm）

・パネル形

・B－2種（　　）

※プレス

・ロール

・押出し・スパンドレル形 ※アルミニウム製 ・B－1種

天井の金属成形板

種　類 表面処理

※A－1又は

　B－1種

・B－2種

・300形

・350形

コーナー部、突当り部等の役

固定間隔 備　考

※固定方法及び

　間隔は図示に

　よる。

物は本体製造所の仕様による。

（14.7.2）（表14.2.1）（表14.7.1）

最小呼称肉厚（mm）

1.6

1.8

2.0

・225形

（シルバー色）

6

金
属
工
事

モルタル塗り

床目地　　　　・設ける（工法　※押し目地　・　　　　　　　　　　　　）

既製目地材　　※適用しない　・適用する

直均し仕上げ

床コンクリート （表6.2.5）（15.3.2）

（15.3.2）

標仕表6.2.5及び標仕15.4.2による

（15.3.2）

2

3

・せっこう系 （施工箇所及び厚さ　 ※仕上表による　・図示　・　　　　　）

・セメント系 （施工箇所及び厚さ　 ※仕上表による　・図示　・　　　　　）

塗り

セルフレベリング材 （15.4.2）（表15.4.1）4

材料1 （15.3.1）現場調合材料とする

仕上塗材仕上げ (15.5.2)(表 15.5.1)

・薄付け仕上塗材

種　類 呼び名 仕上げの形状等

・防水形外装薄塗材E

・可とう形外装薄塗材E ・砂壁状　　・ゆず肌状　・さざ波状

・ゆず肌状　・さざ波形　・凹凸状

・内装薄塗材E ・砂壁状じゅらく

・外装薄塗材E ・砂壁状　・着色骨材砂壁状

・外装薄塗材S 砂壁状　

・複層塗材CE

・複層塗材Si

・複層塗材E

・内装薄塗材W

・可とう形複層塗材CE

※複層塗材RE

・複層仕上塗材

・京壁状じゅらく　

・ゆず肌状　　・凸部処理　　・凹凸模様

・外装薄塗材Si

・可とう形外装薄塗材Si

・内装薄塗材C

・内装薄塗材L

・内装薄塗材Si

仕上塗材の種類、仕上げの形状等

上塗材

耐候性　※耐候形3種　・耐候形2種

　　　　・耐候形1種

・防水形複層塗材CE

・防水形複層塗材RE

・防水形複層塗材E

・防水形複層塗材RS

　外観　※つやあり ・つやなし ・メタリック

　　　　・ポリウレタン系

　　　　・ふっ素系(低汚染型)　・シリカ系

　　　　・アクリルシリコン系(低汚染型)

　樹脂　※アクリル系　

　溶媒　※水系　 ・溶剤系　　・弱溶剤系

・吹付用軽量塗材

・こて塗用軽量塗材

・軽量骨材仕上塗材 砂壁状

平たん状

(15.5.2)

防水形の増塗材　※行う

防火材の指定　　・有り（　　　　）　※屋内の壁、天井の仕上材は防火材料とする。

5

左
官
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事

7

合成樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝﾍﾟｲﾝﾄ

塗り

（ＥＰ）

(18.2.5～7),(18.9.2)

モルタル面

※ Ｂ種

・ Ａ種

※ Ｂ種

・ Ａ種

ｺﾝｸﾘｰﾄ面等

※ Ｂ種 ※ Ｂ種

・ Ａ種・ Ａ種

※ Ｂ種※ Ｂ種

※ Ａ種（継目処理工法）

その他ﾎﾞｰﾄﾞ面

せっこうﾎﾞｰﾄﾞ及び ・ Ａ種

塗料種別素地ごしらえ 塗　装　種　別下　　地

8

塗
装
工
事

1

（19.2.2）

施工箇所記号

ビニル床シート

厚さ（mm） 特殊機能色　柄種　類

ビニル床シート1

・防滑性

・耐動荷重・無地

（19.2.3）工法　　※熱溶接工法　　・突付け（施工箇所：　　　　　　　　　　　　　　）

・帯電防止※柄物・発泡層のあるもの

・防滑性・柄物

・500×500 ・帯電防止※無地FOA・置敷きﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ

・防滑性

・300×300

・450×450　ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ

・帯電防止KT

・柄物

※2.0※無地・ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝ

・防滑性

（19.2.2）

・柄物

・300×300

・450×450

※2.0 ・帯電防止※無地FT・複層ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ

寸法（mm）施工箇所記号

ビニル床タイル

厚さ（mm） 特殊機能色柄種　類

ビニル床タイル2

(防滑性)

※FS※発泡層のないもの ※無地

・マーブル柄

※2.0

・2.5 ・耐動荷重

・帯電防止(一般)

EVホール、ラウンジ、

廊下、玄関ホール、

談話コーナー、食堂

厨房

※無地

・マーブル柄

※2.0

・2.5

（19.2.2）

　寸法　　　　　（　　　　　　　　　　　　　）

　厚さ（mm）　　・3.0　・4.5　・6.0　・9.0

　色柄　　　　　（　　　　　　　　　　　　　）6 ゴム床タイル

（19.2.2）

（19.2.2）

（19.2.2）

　厚さ（mm）　　※1.5　

　　　　　　　　又は体積電気抵抗値（JIS A 1454）1×10 ～10 Ω程度

　ブロックパターンはJIS T 9251による。

※30　

※7.0　

　300×300

　300×300

※300×300　

※300×300　

※300×300　

・磁器質タイル

※レジンコンクリート製

・磁器質タイル

・レジンコンクリート製

※塩化ビニル製

寸法（mm）種　類施工箇所

屋外

屋内　　注意喚起用床材）

厚さ（mm）

　高さ（mm）　　※60　 ・75　・100

　材質　　　　　※軟質 ・硬質

　　　　　　　試験等の試験後、異常がないこと。

　　　　　　　層間はく離強度試験（発泡層のあるビニル床シートのみ）及び耐キャスター性

　耐動荷重　　JIS A 1454による、へこみ試験、残留へこみ試験、滑り性試験、耐摩耗性試験、

107
　帯電防止　　・帯電防止性能評価値（JIS A 1455）1.2以上～3.2未満

ビニル床シート及びビニル床タイルの特殊機能

5

4

床タイル

（誘導用及び

視覚障害者用

ビニル幅木

特殊機能床材3

・水性硬質ウレタン系

施工箇所

（19.4.2､3）（表19.4.1～7）

・エポキシ樹脂塗床材

・弾性ウレタン塗床材

仕上げの種類種　類

※薄膜流し展べ仕上げ

※平滑仕上げ　　・防滑仕上げ　　・つや消し仕上げ

・防滑仕上げ　　

・樹脂モルタル仕上げ（※平滑　・防滑）　　

・厚膜流し展べ仕上げ（※平滑　・防滑）　

・　タイルカーペット

・　ニードルパンチカーペット

・　タフテッドカーペット

・　織じゅうたん

（19.3.3）見切り、押え金物　　・適用する（材質、形状等　　※図示　・　　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　階段部分　　※模様流し　・市松敷き　

　タイルカーペットの敷き方　　平場　　　　※市松敷き　・模様流し　

　敷設範囲)

※人体帯電圧3kV

　以下(ﾌﾘｰｱｸｾｽﾌﾛｱ

帯電性

　備考

　帯電性　　　　※人体帯電圧3kV以下　

　厚さ（mm）　　

（19.3.3）

　下敷き材　　※反毛フェルト（JIS L 3204）の第2種2号　呼び厚さ8mm　

※人体帯電圧

　3kV以下

帯電性

※4　 　

・カット、ループ併用

※人体帯電圧

　3kV以下

帯電性

・ｳｨﾙﾄﾝｶｰﾍﾟｯﾄ

・ﾀﾞﾌﾞﾙﾌｪｰｽｶｰﾍﾟｯﾄ

・ｱｷｽﾐﾝｽﾀｰｶｰﾍﾟｯﾄ

織り方

　（標準品）

※6.5※500×500

備　考

備　考

寸法（mm） 総厚さ（mm）

・第二種

※第一種

種　類

※5～7　

※4～6　

※全面接着工法

パイル形状

・カット、ループ併用

・カットパイル

※ループパイル

・レベルループパイル

・カットパイル

パイル形状

　下敷き材　　※反毛フェルト（JIS L 3204）の第2種2号　呼び厚さ8mm　

（19.3.3､4）

・ループパイル

・C種

（19.3.3､4）（表19.3.2）

パイル長さ（mm）

・グリッパー工法

工　　法

※無地

色柄等 備　考

・柄物

（19.3.3）（表19.3.1）

種　別 パイル形状

・B種

・A種 ・ｶｯﾄﾊﾟｲﾙ

・ﾙｰﾌﾟﾊﾟｲﾙ

・ｶｯﾄ､ﾙｰﾌﾟ併用

8

7

合成樹脂塗床

カーペット敷き

フローリング張り9 単層フローリング

種　類 樹　種
大きさ

緩衝材
（mm）

・フローリング

　ボード

根太張用

直張用

※なら

厚さ

（mm）

※15 幅 ※75 

長さ　500以上 ※合成樹脂

　発泡シート

工　法

・釘留め工法

・接着工法
・塗装品

・無塗装品

仕上げ
塗装等

※合成樹脂

　発泡シート

※なら直張用 ※15 ※303×303・フローリング

　ブロック

・なら直張用 ・8 ※合成樹脂

　発泡シート

・モザイク

　パーケット

・塗装品

・無塗装品

・接着工法

・モルタル

　埋込み工法

・接着工法・塗装品

・無塗装品

種　類 樹　種
種別又は

天然木化粧複合フローリング

大きさ（mm）

・複合1種

・複合2種

根太張用

直張用

※なら ・A種

・B種

厚さ　8以上

幅　　75以上

・複合3種

防湿処理

又は緩衝材

・防湿処理を行う

※C種

長さ　900以上

仕上げ
塗装等

※合成樹脂発泡ｼｰﾄ

工　法

・釘留め工法

・接着工法

・塗装品

・無塗装品

（19.5.2～6）（表19.5.1～3）

（19.5.2～7）（表19.5.3､4）

畳敷き

床下地材

10

11 ポリスチレンフォーム

下地の種類 畳の種別

・ポリスチレンフォーム床下地(ノンフロン　 )

（19.6.2）（表19.6.1）

　畳表及び畳床はVOC含有量が少ないものとする

・A種（ノンフロンのもの）

・標仕表12.4.1による床組　 ・A種　　※B種　　・C種　　・D種

・A種　　・B種　　※C種　　・D種

畳下地　　　　　　　　厚さ（mm）　※40　・65　・80

フローリング類下地　　厚さ（mm）　※80　・95

せっこうボード、

その他ボード及び

合板張り

12

壁紙張り13

GB-F

GB-L

GB-S

（19.7.2）（表19.7.1）

0.8FK.1.0FK

GB-D

GB-R

GB-NC

・12.5（不燃）

9.5（不燃） 　　　　　　化粧なし（下地張り用） 

・9.5（準不燃） ※12.5（不燃） ・15.0（不燃）

9.5

・12.5（不燃）　・15.0（不燃）

12.5（不燃）幅440mm程度

模様（※柾目　・板目） 専用下地材付き

・不燃積層せっこうボード

・強化せっこうボード

・せっこうボード

・せっこうラスボード

・化粧せっこうボード（木目）

・けい酸カルシウム板

種　類 JISの記号 厚さ（mm）、規格等

せっこうボード及びその他ボードの厚さ、規格等

1.0FK 化粧ボード　（・6　・　）

　　　　　・化粧あり（トラバーチン模様）

軽量鉄骨下地ボード遮音壁の遮音シール材

　　適用する（・シーリング材　・ジョイントコンパウンド）

（19.7.2）

合板類の張付け　　・A種　※B種

施工箇所
紙

繊維

（織物）

プラスチック

（ビニル）

その他

・不燃・準不燃・難燃

・不燃・準不燃・難燃

・不燃・準不燃・難燃

・不燃・準不燃・難燃

・不燃・準不燃・難燃

・不燃・準不燃・難燃

無機質
防火性能

壁紙の種類

（化学繊維）

備　考

（19.8.2）

（19.7.2）

天井及び壁に使用する合板は、12章木工事　床張り用合板及びその他の合板による。

（19.7.3）（表19.7.3）

廊下

保育室･遊戯室

職員室･保健室

玄関･ホール

倉庫

渡り廊下

浴室天井材 市販品

回り縁はとい付

きとし、製造所

の標準品とする。

準不燃品※焼付け塗装品

・アルマイト処理品

※塗装品

・木目調

※アルミニウム製

・硬質塩ビ製

備　考材　質 性　能表面仕上げ

・100

・100

※200

※300

幅（mm）

15

素地ごしらえ （19.8.3）（表18.2.4）（表18.2.5）（表18.2.7）

　モルタル面、プラスター面　　・ A種 　※B種　

　コンクリート面　　　　　　　・ A種　 ※B種　

　せっこうボード面　　　　　　・ A種　 ※B種

・押出法

断熱材

　ポリスチレン

種　類

※2種b

※3種b

・　

・　

・接地部分

施工箇所

※一般部 ※25

※25

厚さ（mm） 品質等

（19.9.2､3）

A種（ノンフロンのもの）

　フォーム

　保温材

・現場発泡断熱材

・木質系・断熱材兼用型枠

・コンクリート系

・プラスチック系

・一般部

※断熱材補修部分

※壁（図示の範囲） 断熱抵抗

難燃性を有するもの※15

※40以下

＝厚さ/熱伝導率

※A種1 A種（ノンフロンのもの）

・25

　フォーム保温材

・フェノール ※A種 ノンフロンのもの

14

＝0.676以上　（㎡・k/w）

　　　　の開発」において、評価を取得したもの

製造所　建設技術評価「建築物の断熱材兼用型枠工法

断熱抵抗・グラスウール ※100・天井

・外壁面の内壁

24㎏/m3

DR

HW

NW

MDF

HB

・15　・20　・25　

・15　・20　・25　

※フラットタイプ（※9（不燃）・12　・　　）

・凹凸タイプ（※12（不燃）・15 ・19 ・　　）

JIS K 6903による　厚さ1.2

・素地MDF（RS）

・無研磨板（VN）　・研磨板（VS）

・10　・12　・15　・18　

・未研磨板（RN）　・研磨板（RS）

・2.5　・3.5　・5　・7

・メラミン樹脂化粧板

・ミディアムデンシティ

・単板張り

・ハードボード（素地）

・硬質木毛セメント板

・普通木毛セメント板

・ロックウール化粧吸音板

　ファイバーボード

　パーティクルボード

HF ・12　・15　・18　・21　・硬質木片セメント板

・化粧MDF（・DV　・DO　・DC）

・ロックウール吸音ボード1号

・ｸﾞﾗｽｳｰﾙ吸音ﾎﾞｰﾄﾞ32K

RW-B

GW-B

・25　

・25（ガラスクロス包）　

NF ・30　・普通木片セメント板

・化粧パーティクルボード ・単板オーバーレイ（DV）

・ﾌﾟﾗｽﾁｯｸｵｰﾊﾞｰﾚｲ（DO）　・塗装（DC）

・10（難燃）　・12（難燃）　

・3　・7　・9　・12　

HB ・内装用化粧（DI）　・外装用化粧（DE）

・2.5　・3.5　・5　・7

・ハードボード（化粧）

IB・インシュレーションボード

・9　・12　・15　・18

・化粧けい酸カルシウム板 LB-D

・0.8FK　タイプ2（無石綿）（・6　・8　・　 ）

・0.8FK　タイプ2（無石綿）（・6　・8　・　 ）

・耐水せっこうボード

内
装
工
事

9

2
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1 フリーアクセスフロア

・溝構法

水平力

適用地震時仕上り高
備　考構　法施工箇所

（mm）

・パネル構法

・タイルカーペット

・帯電防止床タイル

（20.2.2）

表面仕上材耐荷重性能

・1.0G ・3,000N

・5,000N・0.6G

配線用取出しパネル

空調用吹出し（吸込み）パネル

コンセント等の取付け対応　　※製造所の仕様による （コンセント本体は別途設備工事）

　コンセントの箇所数　　※図示（図面番号Ａ-　）

　※なし　・あり（※固定式　　・可変式）：施工箇所（※図示（図面番号Ａ-　）・　　　　）

　フリーアクセスフロア全体面積に対する設置割合　　※20～30％　　

　配線取出し開口　※パネル1枚につき40×80（mm）程度の開口1箇所以上・図示（図面番号Ａ-　）

10

ユ
ニ
ッ
ト
及
び
そ
の
他
の
工
事

3

2

移動間仕切

可動間仕切

遮音性能 表面材 表面仕上げ

・一般タイプ

※鋼板

※鋼板

厚さ（mm）

（20.2.4）

　遮音性能はJIS A 6512の遮音性試験に準拠する。

（20.2.3）

構造形式
パネル部の

総厚さ（mm）

表面材種

厚さ（mm）
表面仕上げ 防火性能

・パネル式

・スタッド式

・スタッドパネル式

※メラミン樹脂又は

　アクリル樹脂焼付け

・　 ・なし

・あり ・あり

遮音性能

（　　）

・遮音タイプ ・焼付け塗装

・壁紙張り

・焼付け塗装

・壁紙張り

　（36db以上）

・手動式　　　・電動式

・手動式　　　・電動式

・部分電動式

・部分電動式

操作方法

※鋼板

（※0.6 ・0.8）（・内蔵　・露出）

・なし

（　　）

　表面仕上げの壁紙張りの品質は19章内装工事8壁紙張りによる。

　あと施工アンカーの材質　・　　　　　　　　　　　寸法　・　

4 トイレブース

5 階段滑り止め

（20.2.5）表面仕上げ材　※メラミン樹脂系化粧板（標準色　アルミ製コーナーエッジ付き）

　　　　　　　・ポリエステル樹脂系化粧板

厚さ　　　　　・見込　40mm　・見込　30mm

扉　　　　　　・非常開錠装置付

（20.2.6）材　種　　ステンレス製（SUS304）

形　状　　ビニルタイヤ入り

　　　　　両端フラットエンド　※有り（・ステンレス製　※ビニル製）　・無し

幅（mm）　約35

取付工法　※接着工法　・埋込み工法

脚部　　　　　※幅木型　・足金物型

　ホワイトボード

黒板及び6

7

・ UDスライダー

※平面　・曲面　・スクリーン付引分

※平面　・曲面　・スクリーン付引分

（20.2.8）

寸法（mm）

※白

※緑　・黒

※緑　・黒・黒板

・ホワイト

　ボード

※焼付け

※ほうろう

備　考種　類 色　彩

（20.2.9）

表示8

※図示

※図示

※5 ※図示

※図示

※図示

書　体取付け高さ

※30φ

寸法（mm）

※アクリル板

・各階案内板

・建物案内板

・階数表示

・扉番号

・ピクトグラフ

・衝突防止表示 ※市販品

厚さ（mm）

※アクリル板

・図示

材　質

※ステンレス製

・室名札

　（・両面　・片面）

区　分

（20.2.10）

※図示

煙突ライニング9

ブラインド10

　案内用図記号はJIS Z 8210による。

　誘導標識、非常用進入口表示等は消防法に適合する市販品とする。

（20.2.11）

　　適用安全使用温度　　・400℃　　・650℃　　

・煙突用成形ライニング材

施工箇所
（mm）

種　類

※ギヤ式　　・コード式

（20.2.12）

スラットの幅

・80

・100

※25

※2本操作コード

・1本操作コード

・操作棒式

・縦形

※横形 ※アルミニウム合金製

・アルミスラット

・クロススラット

スラットの材質形　式

11

防炎性能　※あり

遮光性能

（20.2.13）

※ポリエステル

材　種

・綿

操作方式

・電動式

・スプリング式

・チェーン式

・1級

・2級

・3級

寸法（mm） 備　考

・図示

施工箇所

(図面番号

職員室

発達相談室

保健室

防炎性能あり保育室･遊戯室

・引分け

・片引き

・ダブル

・シングル

・手引き

・ひも引き

・電動

施工箇所開閉操作形　式

・フランスひだ

・プレーンひだ・片ひだ

・箱ひだ・つまひだ

（20.2.14）

備　 考ひだの種類

12 カーテン

・既製品（アルミ製）

形状　　・C形　　・D形　　・I形　　

（20.2.14）

　　表面処理　　　　　※B－1　　 ・B－2（※ブラウン系　・ブラック　・ステンカラー）

　　溝幅×深さ（mm）　・90×150　※120×80　・120×150　・150×80　・　

形式　　・片引き　・引分け（※暗幕用は300mm以上の召合せの重ね掛けとする）

材種　　※アルミニウム製　　・ステンレス製

14

13

カーテンボックス

及び

ブラインドボックス

カーテンレール

 A-36図による

掲示板

ロールカーテン

　A-10図）

・図示（図面番号A-17図）

・コンクリート間知ブロック　・　

・間知石　材種　・　

（20.4.3）

（20.4.2）間知石及び

　ｺﾝｸﾘｰﾄ間知ﾌﾞﾛｯｸ積

15

目塗り　・　　　　　　　　　　　伸縮目地　材種　・　　　　　　厚さ　・　

16 天井点検口

・450×450

・目地タイプ

・額縁タイプ

・屋内用

・屋内外用

・目地タイプ

・額縁タイプ

内　枠外　枠形　式

・密閉形

・600×600

・一般形

寸　法

※アルミニウム製

材　種

17 床点検口

・充填用

・張物、充填兼用

・張物用

・密閉形

・450×450

・600×600 ・屋内用

・屋内外用

形　式

・結露防止形

・一般形

寸　法

・ステンレス製

※アルミニウム製

材　種

・鋼製　　・鋳鉄製

　※規制対象外　　・第三種

形状・寸法　　※図示

合板、集成材、MDF、パーティクルボード等のホルムアルデヒド放散量

材質　　　　　

奥行き（mm）　　・約450　　・約600

材種　　　　　　・メラミン樹脂化粧板張り（心材：集成材）　　・人工大理石

22

21

収納家具

洗面カウンター

種　類

・吊戸棚

・水切棚

・コンロ台

・流し台 ※1200

※1200

※1200

・1500

※600

・600

・700

・1800

・900

規格・品質等適用内容

トラップ付き

※市販品

バックガード ※あり

ステンレス製 ※1段式

寸法（L＝　mm）

・900

・優良住宅部品

・

流し台ユニット20

材　種 受　枠 備　考

・塩化ビニル又はゴム製

・硬質アルミニウム合金製

・ステンレス鋼（SUS304）製

・ステンレス鋼（SUS304）

・硬質アルミニウム合金

くつふきマット19

　降下機構　　煙感知器連動及び手動開放装置（埋込み型）

・可動式

・回転降下式

・垂直降下式

　（巻取り型）

鋼板製又はアルミ製

（不燃認定品）

※不燃布

　※天井材張り

　・可動式（天井収納型）

　※固定式（壁埋込み型）

表面仕上げ

ガイドレール

種　類 材　質 備　考

※500

※500

・800

・800

高さ（mm）

※6.8

厚さ（mm） 高さ（mm） 備　考材　質

・固定式

※500 アルミ製枠付き※網入り磨き板ガラス

・線入り磨き板ガラス

18 防煙垂れ壁

23 鋼製書架及び物品棚

図示（図面番号A-　　　　　）

規格等種　類

・鋼製書架

・鋼製物品棚

※集成材

取付箇所材　種

・ステンレスパイプ

・鋼製パイプ

・ビニル製

※クリヤラッカー　

表面仕上げ

・HL　　    

・EP-G　　　

直径（mm）

・60　・45

施錠　　　　※あり　・なし

照明器具　　※あり　・なし

枠の材質　　※アルミニウム製

26

25

24

階段手すり

屋外掲示板

27 耐震スリット 方　向 タイプ 耐火性能 防水性能

・垂直方向 ※完全（全貫通型）スリット　 ・耐火型 ・あり

・水平方向 ・非耐火型 ・なし

目　地 内　壁 外　壁

目地材 シーリング材（見え掛りのみ） シーリング材（内外共）

目地寸法（mm） ※幅20×深さ10　　 ※幅20×深さ10　　

材質

止水板29 形式　　・据置き式　　・壁張り式　　・差込み式

防水型　　　　　　　　　※外部　適用する　　※内部　適用しない

クリアランス（mm）　　　・50　・100　・150　・ジョイント金物

エキスパンション28

耐火性能　　　　　　　　・あり（ 1時間 ）　・なし

30 旗竿

・バンド式

・ベース式・ロープ式・同一断面型

・埋込み式※ハンドル式※テーパー型※アルミニウム合金製

固定方法操作方法地上高さ（m）形　式材　質

・6　 ・8

・10　・12

32

31

車止め支柱

旗竿受金物 材種　　※ステンレス製（SUS304）　

・　

　・スプリング式

　・標準品 ・　・　・　

・GL＋700・φ114.3　t＝2.5・ステンレス製・上下式鎖内蔵型

備　考高さ（mm）柱径・肉厚（mm）材　種形　式

種類　　・ビニル被覆エキスパンドフェンス

　　　　・鋼管フェンス

　　　　・樹脂塗装メッシュフェンス

33 フェンス

サイン

材質　　　　　　　　　　・アルミニウム(壁・天井)　    ・ステンレス(床)

図面による

参考品番:(株)LIXIL　DMK15HEW1D同等品

W1500　ガスコンロ式ミニキッチン35

36 消火器 10型　3本

月 日 月 日 月 日

訂
　
　
　
正

FILE No. 工事名 旧ケアセンターおおつ棟 ＡSCALE

No.
旧ケアセンターおおつ棟改修工事

特記仕様書3

3

1:---(A1)



No.

SCALE Ａ工事名FILE No.
訂
　
　
　
正

日月日月日月

旧ケアセンターおおつ棟改修工事

旧ケアセンターおおつ棟

凡　例

ガードフェンス　を示す

工事建物を　示す

工事車輌進入口　を示す

警 交通誘導員(延20人程度)を示す

※施工条件※
・大津市民病院利用者や職員の安全を第一とし細心の注意を払うこと。

・大型車輌の入場時は、交通誘導員を配置し工事車輌を誘導すること。
・騒音作業は、予め予定を監督員及び施設側に連絡し了承を得ること。
・施設側の予定確認し授業に影響を及ぼさないよう工程を立てること。
・施設利用者の安全確保や事故防止に努めるとともに工事車両の徐行の徹底、資材置場の整理、保管を励行すること。

・旧ケアセンターおおつ棟の2階は、託児所として利用しており、　改修範囲を通り外部との出入りしている為、細心の注意を払うこと。
　改修時はコーン等で作業範囲を明確にし、施工を行うこと。

配置図

4
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　　配置図　1:800　　

1:800(A1)

C

F

D

E

託児所

1 1098765432

1 1098765432

C

F

D

E

B

A

1:200(A1)

配膳室

食堂

階段
階段

階段 階段

玄関A

ＥＶ

ＥＶ

　　現況 ２階案内図　1：200　　

　　現況 １階案内図　1：200　　  改修範囲外を示す

 託児所位置を示す

現況 1･2階案内図



※ クロルピリホスを添加した材料は使用しない。 ※ 国土交通省告示第１１１３、１１１４及び１１１５号で定められた建築材料は使用しないこと。
特記事項：  ※ 居室の内装仕上材はＦ☆☆☆☆とする（建具、固定家具を含む）。 ※ 内壁コーナー出隅部・建具枠、面台等端部は全てＲ（面取）加工とし危険のない安全なものとすること。

※ 非居室（天井裏等）の仕上げ・下地材はＦ☆☆☆以上とする。 ※ 防火上主要な間仕切り壁：耐火構造（上階梁、スラブ裏まで達せしめること）

巾　木床 腰　・　壁 天　井 廻　縁
内装改修室　名 備　考 室  名
制限 下　地下　地 下　地 下　地床　高 高　さ 塗　装 塗　装 塗　装 天　井　高 材　質 形　状

仕　上 仕　上 仕　上仕　上

■　内部仕上表

表中　　印のあるものを、本工事において使用する。●認定番号認定番号凡    例 認　定　番　号

内
装
制
限

左
官

石
難　　　　　－　難燃材　（仕上のみ） ＲＣ（金）　－　コンクリート金ごて押え（仕上) ＪＢ　　　－　ジェットバーナー仕上 石膏ボード　   t9.5　　 準不燃　QM-9828

準　　　　　－　準不燃材（仕上のみ） ＭＯ（金)　 －　モルタル塗り金ごて ＴＢ　　　－　テラゾーブロック 石膏ボード　   t12.5 不燃　　NM-8619 防火壁装材料（クロス・ビニールクロス）の認定番号
不　　　　　－　不燃材　（下地・仕上共） ＭＯ（木)　 －　モルタル塗り木ごて 石膏ラスボード　　t9.5　　 不燃　　NM-8618

防火性能 防火性能
防火認定 防火認定ＴＭ    　  －　タイル下モルタル下地 化粧石膏ボード    t9.5 準不燃　QM-9824準　　　　　－　準不燃材（下地・仕上共） 防火 防火

番号 番号不　　　　　－　不燃材　（下地・仕上共　床面より上） ＳＬ　　　　－　セルフレベリング（モルタル・プラスター） 不燃化粧石膏ボード　   t9.5 不燃　　NM-0441 不燃下地 不燃石膏ボード 準不燃下地 不燃下地 不燃石膏ボード 準不燃下地種別 種別

躯
体
・
下
地
材

金
属

そ
の
他

ＲＣ　　　　－　コンクリート ＳＵＳ　　－　ステンレス（特記なき限り３０４とする） ＶＰ　　　－　硬質塩化ビニル管 木目柄天井化粧石膏ボード　 t9.5 準不燃　QM-9824
難燃不燃 不燃 準不燃１－１ 不燃 難燃３－１

ＬＣ　　　　－　軽量コンクリート Ｍ仕上　　－　鏡面仕上 ＳＧＰ　　－　配管用炭素鋼鋼管（白ガス管） 木目柄天井化粧石膏ボード 　t12.5 不燃　　NM-0127

準不燃不燃 準不燃 不燃 不燃 難燃３－２ＰＣ　　　　－　プレストレスコンクリート ＨＬ仕上　－　ヘアーライン仕上 壁用化粧石膏ボード　　t9.5 準不燃　QM-9824
１－２Ｓ　　　　　－　鉄骨 壁用化粧石膏ボード　　t12.5 不燃　　NM-0128

(準不燃) (難燃) (難燃) 不燃 準不燃 難燃３－３

木 塗
装

ＯＳＢ　　－　配向性構造（化粧）用ボードＣＢ　　　　－　コンクリートブロック ＳＯＰ　　　－　合成樹脂調合ペイント 耐水石膏ボード　 t9.5 12.5 準不燃　QM-9826
１－３ 不燃 準不燃 準不燃 準不燃 難燃 難燃４－１ＭＤＦ　　－　中質繊維板（セミハードボード）ＬＧＳ　　　－　軽量鉄骨壁（天井）下地 ＥＰ　　　　－　合成樹脂エマルションペイント 不燃耐水石膏ボード 　t12.5 不燃  　NM-9639

ＬＶＬ　　－　構造用単板積層材Ｗ　　　　　－　木軸壁・木製天井下地又は木組床下地 ＥＰ－Ｍ　　－　多彩模様塗料 強化石膏ボード  t12.5  15　21 不燃　　NM-8615 １－４ 不燃 不燃 準不燃 準不燃 準不燃 難燃４－２
ＬＶＢ　　－　単板積層材（平行合板） ＥＰ－Ｇ　　－　つや有り合成樹脂エマルションペイント 吸音用あなあき石膏ボード  t9.5 準不燃　QM-9827

ボー

ド
類

内
装

不燃 不燃 準不燃 難燃 難燃 難燃１－５ ５－１ＡＬＣ　　　－　軽量気泡コンクリートパネル ＶＣ　　　－　ビニールクロス貼 ＶＥ　　　　－　塩化ビニル樹脂エナメル　　　　 硬質石膏ボード　  t9.5  12.5 不燃　　NM-9645

ＧＢ－Ｒ　　－　石膏ボード Ｃ　　　　－　クロス貼 ＬＥ　　　　－　ラッカーエナメル 吸放湿石膏ボード    t9.5 準不燃　QM-0127 不燃 不燃 準不燃１－６ 不燃 不燃６－１
ＧＢ－Ｄ　　－　化粧石膏ボード（天井用ジプトーン） ＣＦ　　　－　クッションフロアーシート貼 ２－ＵＥ　　－　２液形ポリウレタンエナメル 吸放湿石膏ボード    t12.5 不燃　　NM-0530

２－１ 準不燃 準不燃 準不燃 ６－２ＧＢ－ＮＣ  －　不燃積層石膏ボード（不燃ジプトーン） ＰＴ　　　－　ビニル床タイル貼 ２－ＡＵＥ　－　２液形アクリルウレタンエナメル ロックウール吸音板　　t9.5  12.5  15 不燃　　NM-8599

ＧＢ－Ｓ　　－　耐水（防水）石膏ボード ＶＳ　　　－　長尺塩ビシート貼 ２－ＦＵＥ　－　常温乾燥形フッ素樹脂エナメル　 不燃　　NM-8576 準不燃 準不燃 準不燃
２－２ＧＢ－Ｓ　　－　不燃耐水（防水）石膏ボード ＴＣ　　　－　タイルカーペット敷 ＯＳ　　　　－　オイルステイン 着色硅カル板　　　    t6.0 不燃　　NM-8579

(難燃) (難燃) (難燃) ・施工方法は直貼りとする。ただし、（　）内は下貼りを示す。化粧硬質硅カル板　　　t6.0ＧＢ－Ｆ　　－　強化石膏ボード ＯＣ　　　　－　スパーワニス 不燃　　NM-8573
・材料区分は「紙製壁紙」「繊維製壁紙」「プラスチック

断
熱
材

ＧＷ　　　－　（高性能型）グラスウール ２－３ＧＢ－Ｌ　　－　石膏ラスボード ＵＣ　　　　－　ウレタン樹脂ワニス 不燃　　NM-8579 準不燃 準不燃 準不燃
　（塩化ビニル・その他プラスチック）製壁紙」「無機質壁紙」ＲＷ　　　－　ロックウールＧＢ－ＲＨ  －　硬質石膏ボード ＡＥ　　　　－　アクリル樹脂エナメル 硬質木片セメント板　　t18  25 準不燃　QM-9706

準不燃 準不燃準不燃２－４ 　「その他」とする。ＢＣＦ　　－　吹込みセルロースファイバーＲＢ　　　　－　ロックウール吸音板 ＡＣ　　　　－　アクリル樹脂ワニス（つや有り） 木毛セメント板　　　　t15  20  25 準不燃　QM-9022
２－５ 準不燃 準不燃準不燃ＬＩＦ　　－　軽量軟質木質繊維板ＲＢ－Ｄ　　－　ロックウール化粧吸音板 ＦＣ　　　　－　フタル酸樹脂ワニス ガルバリウム鋼板　　t4.0 不燃　　NM-8697

ＮＥＯ　　－　ポリエステル不織布貼フェノールフォーム板ＬＢ　　　　－　無石綿硅カル板 ＦＥ　　　　－　フタル酸樹脂エナメル (難燃) (難燃) (難燃)
ＬＢ－Ｄ　　－　無石綿化粧硅カル板

ケイカル板　　　t4.0  6.0

無石綿化粧ケイカル板    t6.0

(  )内は、消防法施行令による仕上制限

 改修範囲外を示す

LGS[既存のまま] コンクリート打放し補修 [既存のまま]
ミニキッチン、手洗器[既存のまま]2,500

[撤去] ビニル巾木 [撤去] 60 吹付タイル [既存のまま] 岩綿吸音板(リブ) t15　石膏ボード t9.5 捨貼 [既存のまま]
改修前 塩ビ製

[既存のまま]LGS W100 [既存のまま] LGS
玄関ホール FL±0 3,000

岩綿吸音板(平) t9.0　石膏ボード t9.5 捨貼化粧ケイカル板 t6.0　耐水石膏ボード t12.5 捨貼 [既存のまま] [既存のまま]

[既存のまま] LGS [既存のまま][既存のまま] コンクリート打放し補修
改修前 FL±0 2,500 塩ビ製

[既存のまま]タイルカーペット t6.5 [撤去] ビニル巾木 [撤去] 60 吹付タイル [既存のまま] 岩綿吸音板(平) t9.0　石膏ボード t9.5 捨貼 [既存のまま]
ＥＶホール

[既存のまま] コンクリート打放し補修 [既存のまま] LGS [既存のまま]

[撤去] ビニル巾木 [撤去] 60 吹付タイル [既存のまま] 岩綿吸音板(平) t9.0　石膏ボード t9.5 捨貼 [既存のまま] 2,500

コンクリート打放し補修 モルタル塗 [既存のまま] ～
FL±0 塩ビ製

[既存のまま]モザイクタイル　大理石貼 [既存のまま] 3,000

LGS [既存のまま]

[既存のまま]

土間コンクリート 金コテ押え [既存のまま] コンクリート打放し補修 [既存のまま] LGS [既存のまま]

吹付タイル[撤去] ビニル巾木 [撤去] 60 [既存のまま] 岩綿吸音板(平) t9.0　石膏ボード t9.5 捨貼 [既存のまま]
改修前 FL±0 3,000 塩ビ製

LGS [既存のまま]
[既存のまま]ラウンジ

[既存のまま]

改修後

[既存のまま] [既存のまま]土間コンクリート 金コテ押え LGS W65 LGS

ビニル床シート t2.5 ビニル巾木 60 石膏ボード t12.5 ビニールクロス貼 [既存のまま] [既存のまま]
改修前 FL±0 2,500 塩ビ製

[既存のまま]
[一部撤去]事務室

[既存のまま]

土間コンクリート 金コテ押え [既存のまま] コンクリート打放し補修 [既存のまま] LGS [既存のまま]

[撤去] 吹付タイルソフト巾木 [撤去] 60 [既存のまま] 岩綿吸音板(リブ) t15　石膏ボード t9.5 捨貼 [既存のまま]

ビニル床シート t2.8

石膏ボード t12.5(GL工法) ビニールクロス貼

化粧石膏ボード張　t9.5

玄関ホール

ＥＶホール

廊下

ラウンジ

事務室

モルタル塗 コテ押え

土間コンクリート 金コテ押え

土間コンクリート 金コテ押え

ビニル床シート t2.5　一部 ビニル床シート t2.8

タイルカーペット t6.5

タイルカーペット t6.5

[既存のまま]

改修前

廊下(1)・(2)

強化石膏ボード t15 2枚貼 吹付タイル

強化石膏ボード t15 2枚貼 吹付タイル

[既存のまま]

[既存のまま] [既存のまま]

FL±0

60

[既存のまま]

[既存のまま]

[一部撤去] モルタル塗

Ⅲ類 100角タイル貼

厨房機器[撤去]

厨房 厨房

Ⅲ類 100角タイル貼

改修前配膳室Ａ FL±0 2,500 塩ビ製 配膳室Ａ

[既存のまま]

Ⅲ類 100角タイル貼

LGS W65　耐水合板 t12　モルタル塗床塗材塗上 H200 [既存のまま]

[既存のまま]

Ⅲ類 100角タイル貼

CB積 W100　モルタル塗

[既存のまま] [既存のまま]
塩ビ製改修前 FL±0

[既存のまま][既存のまま]

モルタル塗

Ⅲ類 100角タイル貼

土間コンクリート　モルタル塗 コテ押え

土間コンクリート　モルタル塗 コテ押え

LGS

LGS

ケイ酸カルシウム板 t6.0 VP塗
2,500

ケイ酸カルシウム板 t6.0 VP塗

LGS

[撤去]

塗床仕上

[既存のまま]

荷受室 荷受室

火気使用室

火気使用室

[撤去]

[撤去]

[撤去]

[撤去]

[撤去]

[撤去]

塗床仕上 [既存のまま] [既存のまま]

[既存のまま]

[清掃]

相談室 改修前 FL±0 3,000 塩ビ製
LGS [既存のまま][既存のまま]

[既存のまま]
岩綿吸音板(平) t9.0　石膏ボード t9.5 捨貼 [既存のまま][既存のまま]

談話コーナー(１)

[既存のまま] LGS [既存のまま]土間コンクリート 金コテ押え [既存のまま] コンクリート打放し補修

[撤去] ソフト巾木 [撤去] ビニールクロス貼 [既存のまま] 岩綿吸音板(リブ) t15　石膏ボード t9.5 捨貼 [既存のまま]
保育室 改修前 FL±0 3,000 塩ビ製

LGS [既存のまま][既存のまま]
[既存のまま]

岩綿吸音板(平) t9.0　石膏ボード t9.5 捨貼 [既存のまま]石膏ボード t12.5(GL工法) ビニールクロス貼 [既存のまま]

談話コーナー(２)

[既存のまま] LGS [既存のまま]土間コンクリート 金コテ押え [既存のまま] コンクリート打放し補修

発泡複層ビニル床シート t6.2 ソフト巾木 [撤去] ビニールクロス貼 [既存のまま] 岩綿吸音板(リブ) t15　石膏ボード t9.5 捨貼 [既存のまま]

LGS [既存のまま][既存のまま]
乳児室 改修前 FL±0 3,000 塩ビ製

岩綿吸音板(平) t9.0　石膏ボード t9.5 捨貼 [既存のまま]石膏ボード t12.5(GL工法) ビニールクロス貼 [既存のまま]
[既存のまま]

LGS W65 [既存のまま]

[既存のまま]

談話コーナー(３)

LGS [既存のまま][既存のまま]土間コンクリート 金コテ押え [既存のまま]

岩綿吸音板(リブ) t15　石膏ボード t9.5 捨貼 [既存のまま]食堂Ａ 吹付タイル [既存のまま]ソフト巾木 60ビニル床シート t2.8
改修前 FL±0 塩ビ製

LGS [既存のまま]
[既存のまま]通所者デイルーム 3,000

岩綿吸音板(平) t9.0　石膏ボード t9.5 捨貼 [既存のまま]石膏ボード t12.5(GL工法) ビニールクロス貼 [既存のまま]

2,500
コンクリート打放し補修

食堂

[撤去]

[撤去]

[撤去]

石膏ボード t12.5 2枚貼 ビニールクロス貼

[既存のまま] LGS [既存のまま]

ビニル巾木 60 [既存のまま] [既存のまま]
塩ビ製

[既存のまま]
[既存のまま]

ビニル床シート t2.8 化粧石膏ボード張　t9.5
2,500

[既存のまま]

[既存のまま]

[既存のまま]

改修前 FL±0看護中継所

食堂

[撤去][撤去]

土間コンクリート 金コテ押え

LGS W65

石膏ボード t12.5(GL工法) 吹付タイル

石膏ボード t12.5 吹付タイル

コンクリート打放し補修

吹付タイル

相談室

談話コーナー(１)

保育室

談話コーナー(２)

乳児室

談話コーナー(３)

食堂Ａ

通所者デイルーム

食堂

看護中継所

食堂

発泡複層ビニル床シート t6.2

石膏ボード t12.5(GL工法) ビニールクロス貼

100

100

※改修範囲のみの仕上表を示す

モルタル塗 コテ押え [既存のまま]
改修後 既存のまま 既存のまま 既存のまま 既存のまま 既存のまま

[新設] ソフト巾木 [新設] 60

モルタル塗 コテ押え [既存のまま]
改修後 FL±0 既存のまま 2,500 既存のまま既存のまま

[新設] ソフト巾木 [新設]

[既存のまま]
改修後 FL±0 既存のまま 既存のまま 既存のまま既存のまま

[新設] ソフト巾木 [新設] 60

土間コンクリート 金コテ押え [既存のまま]
FL±0 既存のまま 既存のまま 既存のまま 既存のまま

[新設] ソフト巾木 [新設]

改修後 既存のまま 既存のまま 既存のまま 既存のまま

長尺塩ビシート t2.5

長尺塩ビシート t2.5

長尺塩ビシート t2.5

長尺塩ビシート t2.5

土間コンクリート 金コテ押え

既存のまま 既存のまま

200

改修後 FL±0 既存のまま
[新設]

土間コンクリート　モルタル塗 コテ押え [一部新設]

200防滑長尺塩ビシート t2.5 巻上
既存のまま

厨房機器[新設]

200

改修後 FL±0 既存のまま既存のまま

防滑長尺塩ビシート t2.5

[新設]

土間コンクリート　モルタル塗 コテ押え

[新設]防滑長尺塩ビシート t2.5 巻上 200

200

[新設]

[新設]

[新設] ケイ酸カルシウム板 t6.0 VP塗

LGS W65

耐水石膏ボード t12.5　化粧ケイカル板 t8.0

防滑長尺塩ビシート t2.5

[新設]

[新設]

塗床仕上

既存のまま 既存のまま

土間コンクリート 金コテ押え [既存のまま]
改修後 FL±0 既存のまま 既存のまま 既存のまま既存のまま

[新設] ソフト巾木 [新設] 60

土間コンクリート 金コテ押え [既存のまま]
改修後 FL±0 既存のまま 既存のまま 3,000 既存のまま

長尺塩ビシート t2.5

土間コンクリート 金コテ押え [既存のまま]
改修後 FL±0 既存のまま 既存のまま 3,000 既存のまま

[新設] ソフト巾木 [新設] 60

土間コンクリート 金コテ押え [既存のまま]
既存のまま改修後 FL±0 既存のまま既存のまま

[新設] [新設] 60

長尺塩ビシート t2.5

ソフト巾木長尺塩ビシート t2.5

改修後 FL±0 既存のまま 既存のまま 既存のまま
土間コンクリート 金コテ押え [既存のまま]

長尺塩ビシート t2.5 [新設] ソフト巾木 [新設] 60
既存のまま

ビニル床シート t2.5 [新設] ソフト巾木 [新設] 60
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風除室　B
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スチールパーティション
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床見切：御影石本磨き下
足

棚
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t20 W50

上部：下り壁

上部：可動式防煙垂壁
自動販売機置場TELｶｳﾝﾀｰ

飾棚B
PS 棚

棚板

機械室

手摺(B) PS

車椅子便所A壁開口
配膳室 B 1000×1000 床見切：御影石本磨き CB t100手摺(A)
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手摺(A)

EVホール棚
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食堂　A

補助散水栓 消火器BOX付

1050×250×H1150

ビニル床シート t2.8
【既存のまま】
モルタル塗 金コテ押え

Ⅰ類 150角タイル貼
【既存のまま】 ビニル床シート t2.8 ビニル床シート t2.8
モルタル塗コテ押え 【既存のまま】 【既存のまま】

土間コンクリート 金コテ押え 土間コンクリート 金コテ押え

ビニル床シート t2.8
【既存のまま】

タイルカーペット貼 t6.5土間コンクリート 金コテ押え
【撤去】
土間コンクリート 金コテ押え

ビニル床シート t2.8
【撤去】
土間コンクリート 金コテ押え

塗床
【既存のまま】
土間コンクリート 金コテ押え

Ⅰ類 100角タイル貼
【既存のまま】
モルタル塗 コテ押え

ビニル床シート t2.8
【既存のまま】
土間コンクリート 金コテ押え

防塵塗料塗
【既存のまま】 タイルカーペット貼 t6.5ビニル床シート t2.8
土間コンクリート 金コテ押え 【撤去】【既存のまま】

土間コンクリート 金コテ押え土間コンクリート 金コテ押え
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Ⅰ類 100角タイル貼【既存のまま】 【既存のまま】
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モルタル塗 コテ押え
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2,300×1,800×H150

幼児用便所 湯沸室

EV　B

EVホール棚
事務室

EV機械室
EV　C

郵便受EV　A PS 倉庫器具庫
男子便所 A

PS

上部：可動式防煙垂壁 上部：固定防煙垂壁

サイン

食堂

玄関ホール 風除室A
玄関A

上部：固定防煙垂壁

UP

階段　A 階段　A

談話室コーナー(3) 談話室コーナー(2) 談話室コーナー(1)

植栽スペース

　　改修後　平面詳細図-3 1：50　　　

補助散水栓 消火器BOX付
1050×250×H1150

消火栓BOX
280×160×H640

長尺塩ビシート t2.5
【新設】

長尺塩ビシート t2.5土間コンクリート 金コテ押え
【新設】
土間コンクリート 金コテ押え

長尺塩ビシート t2.5
【新設】
土間コンクリート 金コテ押え

長尺塩ビシート t2.5
長尺塩ビシート t2.5【新設】
【新設】土間コンクリート 金コテ押え
土間コンクリート 金コテ押え

新
設

既
存

の
ま

ま

新設 既存のまま

長尺塩ビシート t2.5 長尺塩ビシート t2.5 長尺塩ビシート t2.5
【新設】 【新設】 【新設】
土間コンクリート 金コテ押え 土間コンクリート 金コテ押え 土間コンクリート 金コテ押え

月 日 月 日 月 日

訂
　
　
　
正

FILE No. 工事名 旧ケアセンターおおつ棟 ＡSCALE

改修後　平面詳細図-3 1:50(A1) No.
旧ケアセンターおおつ棟改修工事

Ｎ

キープラン

10

Ａ

Ｄ 展開方向 Ｂ
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パーティション【撤去】

パーティション【撤去】
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壁：コンクリート打放しの上
　　吹付タイル

壁：コンクリート打放し【撤去(斜線部)】 壁：コンクリート打放し【撤去(斜線部)】

壁：コンクリート打放しの上
可動式防煙垂壁 　　吹付タイル

固定防煙垂壁

廊下(1)
鏡

廊下(1) OPEN

OPEN
流し 手洗 カウンター

ソフト巾木 H60【撤去】 ソフト巾木 H60【撤去】

壁：LGS W65 耐水合板 t12　【撤去】 柱型：LGS W65 耐水合板 t12　【撤去】 壁：LGS W65 耐水合板 t12【撤去】 壁：CB積 W100 モルタル塗【撤去】 壁：CB積 W100 モルタル塗【撤去】
　　モルタル塗【撤去】 　　　モルタル塗【撤去】 　　モルタル塗【撤去】 　　Ⅲ類 100角タイル貼【撤去】 　　Ⅲ類 100角タイル貼【撤去】

壁：建具の一部 壁：建具の一部　　Ⅲ類 100角タイル貼【撤去】 　　　Ⅲ類 100角タイル貼【撤去】 　　Ⅲ類 100角タイル貼【撤去】

壁：LGS W65 耐水合板 t12【撤去】
　　モルタル塗【撤去】
　　Ⅲ類 100角タイル貼【撤去】

柱型：モルタル塗【撤去】 壁：モルタル塗【撤去】 壁：モルタル塗【撤去】
Ⅲ類 100角タイル貼【撤去】 　　　Ⅲ類 100角タイル貼【撤去】 　　Ⅲ類 100角タイル貼【撤去】

巾木：床塗材塗上 H200【清掃】 巾木：床塗材塗上 H200【清掃】 巾木：床塗材塗上 H200【清掃】

壁：CB積 W100 モルタル塗【撤去】 壁：LGS W65 耐水合板 t12　【撤去】 壁：CB積 W100 モルタル塗【撤去】 柱型：LGS W65 耐水合板 t12　【撤去】 壁：LGS W65 耐水合板 t12　【撤去】
　　Ⅲ類 100角タイル貼【撤去】 　　モルタル塗【撤去】 　　Ⅲ類 100角タイル貼【撤去】 　　　モルタル塗【撤去】 　　モルタル塗【撤去】

　　Ⅲ類 100角タイル貼【撤去】 　　　Ⅲ類 100角タイル貼【撤去】 　　Ⅲ類 100角タイル貼【撤去】

壁・柱型：モルタル塗【撤去】
　　　Ⅲ類 100角タイル貼【撤去】

柱型：モルタル塗【撤去】
面台：SUS【撤去】 面台：SUS【撤去】　　　Ⅲ類 100角タイル貼【撤去】

手洗：CB積 W100 モルタル塗【撤去】 手洗：CB積 W100 モルタル塗【撤去】
巾木：床塗材塗上 H200【清掃】 巾木：床塗材塗上 H200【清掃】 巾木：床塗材塗上 H200【清掃】　　　Ⅲ類 100角タイル貼【撤去】 　　　Ⅲ類 100角タイル貼【撤去】

壁：LGS W65 耐水合板 t12【既存のまま】 壁：LGS W65 耐水合板 t12【既存のまま】 壁：LGS W65 耐水合板 t12【既存のまま】 壁：LGS W65 耐水合板 t12【既存のまま】
　　モルタル塗【既存のまま】 　　モルタル塗【既存のまま】 　　モルタル塗【既存のまま】 　　モルタル塗【既存のまま】
　　Ⅲ類 100角タイル貼【既存のまま】 　　Ⅲ類 100角タイル貼【既存のまま】 　　Ⅲ類 100角タイル貼【既存のまま】 　　Ⅲ類 100角タイル貼【既存のまま】

手洗：CB積 W100 モルタル塗【既存のまま】
巾木：床塗材塗上 H200【清掃】 巾木：床塗材塗上 H200【清掃】 巾木：床塗材塗上 H200【清掃】 巾木：床塗材塗上 H200【清掃】　　　Ⅲ類 100角タイル貼【既存のまま】
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現況　展開図
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壁：コンクリート打放しの上
　　吹付タイル

建具【新設】

壁：コンクリート打放しの上
可動式防煙垂壁 　　吹付タイル

固定防煙垂壁

OPEN OPEN
廊下(1)

廊下(1) OPEN
天板：ポストフォーム t20【新設】 天板：ポストフォーム t20【新設】

OPEN
カウンター

壁：強化石膏ボード t12.5【新設】
ソフト巾木 H60【新設】 ソフト巾木 H60【新設】　　ケイカル板 t8.0【新設】

　　吹付タイル【新設】
　　(斜線部のみ)壁：強化石膏ボード t12.5【新設】

　　ケイカル板 t8.0【新設】
　　吹付タイル【新設】
　　(斜線部のみ)

壁：LGS W65【新設】 壁：LGS W65【新設】 壁：LGS W65【新設】 壁：LGS W65【新設】
　　耐水石膏ボード t12.5【新設】 　　耐水石膏ボード t12.5【新設】 　　耐水石膏ボード t12.5【新設】 　　耐水石膏ボード t12.5【新設】壁：LGS W65【新設】
　　化粧ケイカル板 t8.0【新設】 　　化粧ケイカル板 t8.0【新設】 　　化粧ケイカル板 t8.0【新設】 　　化粧ケイカル板 t8.0【新設】　　耐水石膏ボード t12.5【新設】

　　化粧ケイカル板 t8.0【新設】

OPEN OPEN

OPEN OPEN

壁：LGS W65【新設】 壁：LGS W65【新設】巾木：防滑塩ビシート巻上 t2.5 H200【新設】 巾木：防滑塩ビシート巻上 t2.5 H200【新設】 巾木：防滑塩ビシート巻上 t2.5 H200【新設】
　　耐水石膏ボード t12.5【新設】 　　耐水石膏ボード t12.5【新設】
　　化粧ケイカル板 t8.0【新設】 　　化粧ケイカル板 t8.0【新設】

壁：LGS W65【新設】
　　耐水石膏ボード t12.5【新設】
　　化粧ケイカル板 t8.0【新設】

巾木：防滑塩ビシート巻上 t2.5 H200【新設】

壁：LGS W65【新設】
　　耐水石膏ボード t12.5【新設】
　　化粧ケイカル板 t8.0【新設】

壁：建具の一部

壁：LGS W65【新設】 壁：LGS W65【新設】 壁：LGS W65【新設】
　　耐水石膏ボード t12.5【新設】 　　耐水石膏ボード t12.5【新設】 　　耐水石膏ボード t12.5【新設】
　　化粧ケイカル板 t8.0【新設】 　　化粧ケイカル板 t8.0【新設】 　　化粧ケイカル板 t8.0【新設】

巾木：防滑塩ビシート巻上 t2.5 H200【新設】 巾木：防滑塩ビシート巻上 t2.5 H200【新設】 巾木：防滑塩ビシート巻上 t2.5 H200【新設】
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壁：LGS W65【新設】 壁：LGS W65【新設】 壁：LGS W65【新設】
　　耐水石膏ボード t12.5【新設】 　　耐水石膏ボード t12.5【新設】 　　耐水石膏ボード t12.5【新設】
　　化粧ケイカル板 t8.0【新設】 　　化粧ケイカル板 t8.0【新設】 　　化粧ケイカル板 t8.0【新設】

巾木：防滑塩ビシート巻上 t2.5 H200【新設】 巾木：防滑塩ビシート巻上 t2.5 H200【新設】

壁：LGS W65【新設】 壁：LGS W65【新設】 壁：LGS W65【新設】 壁：LGS W65【新設】 壁：LGS W65【新設】 壁：LGS W65【新設】壁：LGS W65【新設】
　　耐水石膏ボード t12.5【新設】 　　耐水石膏ボード t12.5【新設】 　　耐水石膏ボード t12.5【新設】 　　耐水石膏ボード t12.5【新設】 　　耐水石膏ボード t12.5【新設】 　　耐水石膏ボード t12.5【新設】　　耐水石膏ボード t12.5【新設】
　　化粧ケイカル板 t8.0【新設】 　　化粧ケイカル板 t8.0【新設】 　　化粧ケイカル板 t8.0【新設】 　　化粧ケイカル板 t8.0【新設】 　　化粧ケイカル板 t8.0【新設】 　　化粧ケイカル板 t8.0【新設】　　化粧ケイカル板 t8.0【新設】

壁：LGS W65【新設】巾木：防滑塩ビシート巻上 t2.5 H200【新設】 巾木：防滑塩ビシート巻上 t2.5 H200【新設】 巾木：防滑塩ビシート巻上 t2.5 H200【新設】 巾木：防滑塩ビシート巻上 t2.5 H200【新設】
　　耐水石膏ボード t12.5【新設】
　　化粧ケイカル板 t8.0【新設】

壁：LGS W65 耐水合板 t12【既存のまま】 壁：LGS W65 耐水合板 t12【既存のまま】 壁：LGS W65 耐水合板 t12【既存のまま】 壁：LGS W65 耐水合板 t12【既存のまま】
　　モルタル塗【既存のまま】 　　モルタル塗【既存のまま】 　　モルタル塗【既存のまま】 　　モルタル塗【既存のまま】
　　Ⅲ類 100角タイル貼【既存のまま】 　　Ⅲ類 100角タイル貼【既存のまま】 　　Ⅲ類 100角タイル貼【既存のまま】 　　Ⅲ類 100角タイル貼【既存のまま】

手洗：CB積 W100 モルタル塗【既存のまま】
巾木：防滑塩ビシート t2.5巻上 H200【新設】 巾木：防滑塩ビシート t2.5巻上 H200【新設】 巾木：防滑塩ビシート t2.5巻上 H200【新設】 巾木：防滑塩ビシート t2.5巻上 H200【新設】　　　Ⅲ類 100角タイル貼【既存のまま】

壁：CB積 W100 モルタル塗【既存のまま】 壁：LGS W65 耐水合板 t12　【既存のまま】 壁：LGS W65 耐水合板 t12　【既存のまま】 壁：モルタル塗【既存のまま】
　　Ⅲ類 100角タイル貼【既存のまま】 　　モルタル塗【既存のまま】 　　モルタル塗【既存のまま】 　　Ⅲ類 100角タイル貼【既存のまま】

　　Ⅲ類 100角タイル貼【既存のまま】 　　Ⅲ類 100角タイル貼【既存のまま】

段裏：コンクリート打放し 壁：モルタル塗
　　　吹付タイル【既存のまま】 　　Ⅲ類 100角タイル貼【既存のまま】

壁：モルタル塗【既存のまま】
　　Ⅲ類 100角タイル貼【既存のまま】
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壁
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天
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モルタル塗

Ⅲ類 100角タイル貼

CB積 W100 モルタル塗
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Ⅲ類 100角タイル貼

LGS W65 耐水合板 t12　

モルタル塗
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扉 窓 ガラリ

ＰＳ・ＤＳ点検口シャッター 三方枠扉

W W W

H H H
WW W

HH H

縦枠内面 縦枠内面 縦枠内面

上枠内面 上枠内面 上枠内面

床面 下枠内面 下枠内面

レール内面 縦枠内面 縦枠内面

上枠内面 上枠内面 上枠内面

床面 床面 下枠内面

　１．一般事項

金物符号 種　　別 Ⅰ Ⅱ

Ⅲ
　
特
　
記
　
事
　
項

　Ｗ 　木製

　ＳＴ 　鋼製

　ＳＳ 　ステンレス製

　ＳＮ 　本石製

　Ｐ 　樹脂製

Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ

金物符号 種　　別

　Ｗ 　木製

　ＳＴ 　鋼製

　ＳＳ 　ステンレス製

　ＡＬ 　アルミ製

　Ｐ 　樹脂製

ハ ニイ ロ

開口率　40～60％ 開口率　30～40％ 開口率　30～40％

縦枠内面 縦枠内面 縦枠内面

レール内面 縦枠内面 縦枠内面

　３．鋼製建具

　４．軽量鋼製建具

　　本表は設計図に示す建具及び建具工事特記仕様（一般事項、特記事項、詳細図）

　を一括して表す。戸棚及びカウンター等その他これに付属する建具は別図詳細図

　よるものとし、本表には含まない。

建　　具　　工　　事　　特　　記　　仕　　様　　書

Ⅰ
　
範
　
囲

　本特記仕様書の範囲

　 1. 　建具寸法は概寸を示すものであり、詳細は製作図作成のうえ監督職員の承

　　　　諾を得ること。

　 2. 　ガラスは指示あるも現場にて多少変更することもある。

　 3. 　外部建具の結露水は建具において排水可能な構造とすること。

　 4. 　建具廻りおよびガラスのシーリング材料は特記仕様書の防水工事・シーリ

　　　　ング材料によること。

　 5. 　ガラスの留め付け材の使用区分は下記によるものとする。

　　　　　　　パテ　　　　－　

　　　　　　　シーリング　－　ＦＩＸガラス窓、玄関扉、特殊窓、網入りガラス

　　　　　　　　　　　　　　　窓、６㎜を超えるガラス窓

　　　　　　　ガスケット　－　一般引き違い窓、その他

　 6. 　（特定）防火設備は建築基準法に基く防火性能の認定を受けたものである

　　　　こと。

　 7. 　建具廻りの充填モルタルは金属の腐食を促進しない防水剤の含まれていな

　 8. 　防火戸・防火シャッター及びその２次側配管・配線工事は建築（建具）工

　　　　事とし、関連設備業者と十分協議のうえ施工すること。

　 9. 　建具類の補強金物は承諾図により決定する。

　10. 　建具リスト内の見込寸法は

　　　　　　　アルミ製建具　　　　　　－　枠見込

　　　　　　　鋼製・ステンレス製建具　－　額縁一体枠見込

　　　　　　　木製建具　　　　　　　　－　建具見込

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（）内寸法は付属の鋼製枠の見込

　　　　の概寸を表し、壁厚および仕上に応じて製作すること。

　11. 　アルミ製建具、鋼製建具に額縁やカーテンボックス等を取付ける場合は、

　　　　アングルピースを取付けておくこと。

　12. 　設備ダクトおよびチャンバー取付け部ガラリには、アイフランジを取付け

　　　　ておくこと。

　　　　また、雨かかり部位に複層ガラス、合せガラス、網（線）入りガラスを使

　　　　用する建具においては建具の下枠に、雨水を排水するための水抜き孔を設

　　　　けること。

　　　　なお、ガスケットは極力グレイジングガスケットを使用すること。

　　　　いものとし、塩分含有量は0.04％（質量比）以下とする。

　13. 　網戸の防虫網は、（　※　合成樹脂製　　・　ガラス繊維入り合成樹脂製

　　　　・　ステンレス製 SUS316　）とし、線径は0.21㎜以上、網目は16～18

　　　　メッシュとする。

　 1. 適用範囲は建具製作所が通常製作している建具で、幅及び高さはその建具製

　　　作所が定めた製作範囲とし、カタログ等で枠の形状、断面寸法、金具仕様が

　　　指定されているものを対象とする。

　　　のうち

　　　とする。

　 3. 外部に面する建具の性能等級は特記なき場合

　　　・　Ａ種　　　　・　Ｂ種　　　　・　Ｃ種

　　　とする。

　 1. 適用範囲は事務庁舎の出入口に使用する標準的な建具で、片面又は両面を平

　　　らな鋼板張りとしたフラッシュ戸又はかまち戸を対象とする。

　 4. 設備用吸排気用ガラリの有効開口率は（　　　　）％とする。

　 1. 適用範囲は屋内のに用いる軽量の鋼製建具及び標準型鋼製軽量建具を対象

　　　とする。

　 2. 簡易気密型建具の気密性の等級は（Ａ－３）とする。

　 3. 表面仕上は、・　化粧鋼板（ ・　t=0.5　　・　t=0.8　）

　　　　　　　　　・　ポリ合板

　　　　　　　　　・　シナベニヤ（塗装下地）　　・　ラワン（クロス下地）

　　　とする。

　 4. 召し合わせ、縦小口包み板等の材質は　　・　鋼板

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　ステンレス鋼板

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　アルミニウム合金

　　　とする。

　 1. 適用範囲は、建築物に使用するステンレス製建具とする。

　 2. 簡易気密型建具の気密性は（Ａ－３）、水密製は（Ｗ－１）とする。

　 3. 材質は　JIS G 4305 による SUS304 とする。

　 4. 表面仕上は、・　ＨＬ仕上（ヘアーライン仕上）

　　　　　　　　　・　№８（鏡面仕上）

　　　とする。

　 1. 適用範囲は建築物の出入口に使用する標準的なスライディング及びスイング

　　　タイプの自動ドア開閉装置を対象とする。

　 2. 駆動方式　　・　電気式　　・　空気圧式　　・　油圧式

　 3. センサ　　　・　光線　　　・　熱線　　・　音波　　・　タッチ　

　　　　　　　　　※　補助センサの併用

　　　　　　　　　・　円形引戸用　・　折れ戸用　・ガラス戸用　・　回転扉用

　 5. 性能　　　　※　共通仕様書による　・　

　　　※ 標準色（ ・ブラウン系 ・ ブラック ・ ステンレスカラー）・　特注色

　 2. 表面処理の種別は、標仕１４・２・２における

　 3. 鋼板類の厚さは、標仕１６．３．４（ａ）による。

　 4. 開閉方式　　・　引戸(引分け)用　・　開き戸用　・　ワイドオープンドア用　

　２．アルミニウム製建具

　５．ステンレス製建具

　６．自動ドア開閉装置

　 1. 適用範囲は事務庁舎等での屋内の出入口に使用する木製建具を対象とする。

　 2. 建具枠は木製または鋼製とし、その使用区分は建具リストによる。

　 3. フラッシュ戸に使用する合板は、水掛り部（便所、洗面所、浴室、厨房等）

　　　では１類とし、その他の部位では２類とする。

　 4. 建具材の加工、組立時の含水率は

　　　　　　　　・　Ａ種（15％以下）

　　　　　　　　※　Ｂ種（天然乾燥18％以下、人工乾燥15％以下）

　　　　　　　　・　Ｃ種（18％以下）

　　　とする。

　７．木製建具

　 1. 適用範囲は建築物に使用する重量シャッターに適用する。

　 2. 種別　　　　　・　一般重量　　・　外壁用防火　　・　屋内用防火

　　　　　　　　　　・　防煙　　　　・　グリル

　 3. ガイドレール　・　埋込　　・　露出　　・　耐風　　・　防塵

　 4. 開閉形式 　 　・　手動式（チェーン）　　・　電動式

　　　スラット厚さ　耐風圧　（      pa/m2 ）　　　　・　1.2㎜　　・　1.6㎜

　　　　　　　　　　最大面積（         m2 ）　　　　・　1.8㎜　　・　2.3㎜

　８．重量シャッター

　 1. 適用範囲は建築物に使用する軽量シャッターに適用する。

　 2. 開閉形式　　　・　手動式（スプリング）　　・　電動式

　 3. 種別　　　　　・　一般軽量　　・　軽量グリル　　・　排煙換気

　　　スラット厚さ　耐風圧　（      pa/m2 ）　　　　・　0.5㎜　　・　0.8㎜

　　　　　　　　　　最大面積（         m2 ）　　　　・　1.0㎜　　・　   ㎜

　９．軽量シャッター

　　製造所、品番等

　　　　本品を提出のうえ、監督職員の承諾を得ること。

　 2. 　特記のあるもの・指定の不明な金物は、外観、性能、材種、取付け箇所等

　　　　が建具に相応したものを用いること。

　 3. 　既製またはこれに準ずる建具用金物のうち、性能上必要な最小限のものに

　　　　ついては、特記がなければ建具製作所の仕様による。

　 4. 　ステンレス製建具用金物はＪＩＳのＳＵＳ３０４とする。

　 5. 　ドアクローザーは特記なき限りストップ付とする。

　 6. 　本締りモノロック錠は室内側サムターン付とする。

　 7. 　特記なき限り延焼の恐れのある部分は総て防火設備以上とし、ガラリ等の

　　　　開口部は防火ダンパー（シャッター）付とすること。

　 8. 　警備保障のセンサー配線及び錠との連動がある場合は専門業者と十分な協

　　　　議をしたうえ、製作を行うこと。

　 9. 　排煙用オペレーター装置及び建具引手の取付け高さは操作位置の床面より

　　　　1500㎜以下とする。

　　　　また、排煙装置は特記なき限りワンタッチ式の操作方法とする。

　10. 　両開き扉、親子開き扉の常時開放型（特定）防火設備には、閉鎖順位調整

　　　　器および召し合せ部分にスプリング入りステンレス曲面目板付とする。

　 1. 適用範囲は建築物に使用する標準的なオーバーヘッドドアに適用する。

　 2. 材種　　　・　カラー鋼板製　　・　カラーアルミ製　　・　ＦＲＰ製　

　　　　　　　　・　ポリカーボネート製

　 3. ガイドレール　・　亜鉛メッキ鋼板製　　・　ステンレス製

　 4. 開閉方式　　　・　バランス式　　・　チェーン式　　・　電動式

　 5. 設計耐風圧　　（      ）pa/m2

　 1. 表面の仕上材　・　ポリエステル樹脂化粧板　　・　メラミン化粧樹脂板

　　　　　　　　　　・　亜鉛メッキ鋼板焼付塗装　　・　天然木練付化粧合板

　 2. 芯材　　　　　・　ペーパーハニカム　　　　　・　パーティクルボード

　 3. パネル厚　　　・　40㎜　　　　　　　　　　　・　30㎜

　 4. エッジ仕上　　・　アルミ押出型材　　　　　　・　ステンレス

　 5. 脚金物　　　　・　ステンレス巾木　　　　　　・　Ｔ型サポート

　 6. 笠木　　　　　・　アルミ押出型材　　　　　　・　ステンレス

　 1. 適用範囲は屋内のに用いる間仕切を対象とする。

　 2. 表面仕上　　・　化粧鋼板（ ・　t=0.5　　・　t=0.8　）

　　　　　　　　　・　ポリ合板

　　　　　　　　　・　シナベニヤ（塗装下地）　　・　ラワン（クロス下地）

　 3. 召し合わせ、縦小口包み板等の材質　　・　鋼板

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　ステンレス鋼板

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　アルミニウム合金

　 4. 枠レール、方立の材質　　・　アルミ押出型材

　 1. 適用範囲は、標準的な戸に用いる手動開き式の自閉式上吊り引戸装置に適

　　　用する。

　 1. 適用範囲は、標準的な戸に用いる手動開き式の自閉式上吊り引戸装置に適

　　　用する。

　 1. 　網（線）入りガラスの下辺及び縦辺の下方は、防錆用テープまたはガラス

　　　　用防錆塗料等で処理をすること。

　10．オーバーヘッドドア

　11．トイレブース

　12．可動間仕切

　13．自閉式上吊り

　　　　　　　引戸装置

　14．縦軸滑り出し扉

　15．建具金物一般事項

　16．ガラス

　 1. 　建具用金物は特記を除き、標準仕様書に記載の材質・仕上とし、すべて見

　 5. スラット　　　・　スチール製　　・　ステンレス製　　・　アルミ製

　    グリル  　　　・　スチール製　　・　ステンレス製　　・　アルミ製

　 4. スラット　　　・　塗装溶融亜鉛メッキ鋼板　・ ステンレス製　・ アルミ製

　 2. 簡易気密型建具の気密性は（Ａ－３）、水密性は（Ｗ－４）とする。

　４．沓摺の種類と符号

　５．ガラリの種類と符号

　６．寸法の押え

　７．鍵・鍵箱

※数及び箇所は協議により決定する

　　　　　　　　　　　　　　　・　亜鉛メッキ鋼板

　 2. 屋外用自閉式　　製造所、品番等　

　11. 　戸さきゴム（指はさみ防止）を設けること

　　製造所、品番等  同等以上

　　製造所、品番等　

　　製造所、品番等

　 3. 屋内用自閉式　　製造所、品番等

特　記　事　項

建具符号 建具符号種　　別 種　　別

　ＡＷ 　アルミ製窓 　軽量鋼製扉

　ＡＤ 　アルミ製戸・扉 　ＳＦ 　鋼製枠　　　　（建具無）

　ＡＷＤ 　アルミ製窓付戸・扉 　ＳＴＦ 　ステンレス製枠（　〃　）
　

　ＡＧ 　アルミ製ガラリ 　ＷＦ 　木製枠　　　　（　〃　）

　ＳＷ 　鋼製窓 　ＴＤ 　強化ガラス扉

　ＳＤ 　鋼製戸・扉 　ＡＰＴ 　アルミ製（可動）間仕切

　ＳＷＤ 　鋼製窓付戸・扉 　ＳＰＴ 　鋼製（可動）間仕切

　ＳＧ 　ＷＰＴ 　木製（可動）間仕切　鋼製ガラリ

　ＳＴＷ 　ＳＬＷ 　スライディングウォール　ステンレス製窓

　ＳＴＤ 　ステンレス製戸・扉 　ＳＳ 　鋼製シャッター

　ＳＴＷＤ 　ステンレス製窓付戸・扉 　ＯＳ 　オーバーヘッドドア

　　ＳＴＧ 　Ｐ 　障子　ステンレス製ガラリ

　ＷＷ 　Ｈ 　ふすま　木製窓

　ＷＤ 　木製戸・扉 　ＷＨ 　戸ふすま

　ＷＷＤ 　木製窓付戸・扉 　トイレブース

　ＷＧ 　ＧＢＳ 　ｶﾞﾗｽﾌﾞﾛｯｸｽｸﾘｰﾝ　木製ガラリ

項　　　目

　１．建具符号

Ⅱ
　
一
　
般
　
共
　
通
　
事
　
項

　ＬＳＤ

　　　・　ＢＢ－２種

　　　・　Ｃ－１種

　 1. 　マスターキー　　・　製作する（　　　２本　）

　本建具特記仕様書は、各棟共通とする。

　　材種別特記事項の選択項目番号に○印のついたものを適用し、○印のない場合は

　※印のあるものを適用　する。○印と※印のある場合は共に適用する。

　　本仕様書に記載のない事項については、「平成３１年度版公共建築工事標準仕

  様書｣、「平成３１年度版建築工事監理指針（下巻）」および、「平成３１年度版

　公共建築改修工事標準仕様書」によるものとする。によるものとする。

F F F

F

G

引違い 片引き 引分け 片引込み 両引込み

ＦＩＸ 内(外)倒し 突出し すべり出し 縦軸すべり出し

縦軸回転 横軸回転 上げ下げ シャッター ガラリ

両開き 親子開き 折りたたみ 自由開き片開き

種　　別 ガラス符号 厚さ（ミリ）

　フロート板ガラス  t=3、5、6、8、10、12　ＦＬ

　Ｆ　型板ガラス  t=2、4、6

　すりガラス 　ＳＧ  t=2、3、5

　網入り磨き板ガラス 　ＰＷ  t=6.8、10

　網入り型板ガラス　  t=6.8　ＦＷ

　熱線吸収網入り磨き板ガラス 　ＢＰＷ  t=6.8

　熱線吸収網入り型板ガラス 　（Ｇ・Ｂ）ＦＷ  t=6.8

　熱線吸収フロート板ガラス 　（Ｈ・Ｇ・Ｂ）ＦＬ  t=3、5、6、8、10、12

　（高性能）熱線反射ガラス 　ＭＦＬ  t=6、8、10、12

 t=3+A6+3、  5+A6+5　ＦＬ+Ａ+ＦＬ

 t=4+A5+3　ＦＬ+Ａ+Ｆ

 t=5+A6+6.8、6+A6+6.8　ＦＬ+Ａ+ＰＷ　複層ガラス

 t=5+A6+5、  6+A6+6　(H･G･B)ＦＬ+Ａ+ＰＷ

 t=5+A6+6.8　ＦＬ+Ａ+(H･G･B)ＦＬ

　ＦＬ+ＦＬ  t=3+3、  3+5、  5+5

　合せガラス 　ＦＬ+ＰＷ  t=5+6.8、6+6.8

 t=3+3、　3+5　ＦＬ+(H･G･B)ＦＬ

 t=5、6、8、10、12、15　ＴＦＬ
　強化ガラス

　（Ｈ・Ｇ・Ｂ）ＴＦＬ  t=5、6、8、10、12

　視野選択ガラス 　ＳＳ  t=3+3、5+5、3+6.8
 115ﾛ、145ﾛ、190ﾛ　ガラスブロック 　ＧＢ 　　　　　200ﾛ、240ﾛ、300ﾛ

（　Ｈ：ブルー　Ｇ：グレー　Ｂ：ブロンズ　）

　２、建具の形式と表示

　３、ガラスの種類と符号

　ＴＢ

　　　　　　　　　　　　・　製作しないが装置は既存合せ

　 2. 　鍵箱　　　　　　・　必要　　（　　　　台　）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　・　釣下げ式　　　・　差込式　　）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　・　焼付塗装鋼板　・　ＳＵＳ製　）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　・　携帯壁掛兼用　・　固定式　　）

　JIS A 4702（ドアセット）又は JIS A 4706（サッシ）に規定される

性能項目 等　　級 適応する建具の種類

　・　S-1　（ 800Pa） 　※　木製建具を除く

　・　S-2　（1200Pa）

　・　S-3　（1600Pa）

耐風圧性 　・　S-4　（2000Pa）

　・　S-5　（2400Pa）

　・　S-6　（2800Pa）

　・　S-7　（3600Pa）

　・　A-1　（ 120等級線） 　・　シャッターを除く

　・　A-2　（  30等級線） 　・　オーバーヘッドドアを除く
気 密 性

　・　A-3　（   8等級線） 　※　ガラリ付建具を除く

　・　A-4　（   2等級線） 　※　木製建具を除く

　・　シャッターを除く　・　W-1　（ 100Pa）

　・　W-2　（ 150Pa） 　・　オーバーヘッドドアを除く

水 密 性 　・　W-3　（ 250Pa） 　※　鋼製軽量建具を除く

　・　W-4　（ 350Pa） 　※　ガラリ付建具を除く

　・　W-5　（ 500Pa） 　※　木製建具を除く

　・　T-1　（  25等級線） 　・　防音建具の表示があるもの

　・　T-2　（  30等級線） 　※　ガラリ付建具を除く
遮 音 性

　・　T-3　（  35等級線） 　※　木製建具を除く

　・　T-4　（  40等級線）

　・　H-1　（   0.215以上） 　・　断熱建具の表示があるもの

　・　H-2　（   0.246以上） 　※　ガラリ付建具を除く

断 熱 性 　・　H-3　（   0.287以上） 　※　木製建具を除く

　・　H-4　（   0.344以上）

　・　H-5　（   0.430以上）

　・　D-1　（ 1/300rad ） 　・　耐震建具の表示があるもの
面内変形

　・　D-2　（ 1/150rad ） 　※　木製建具を除く
追 随 性

　・　D-3　（ 1/120rad ）

　　　　主な性能の概要

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　・　30組用　　　　・　  60組用　）

　８．建具に共通される

　　　　　　　　　　　　・　製作しない　　　・　

１

※マスターキーは既存棟のマスターキー合わせとする

No.
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　　改修後　建具配置図　1:100　　

姿　　図

室　名 数　量

仕　上 塗　装

金　　　　物

硝　子 見　込

沓　摺 ガラリ

備　　　　考

符号・名称

姿　　図

室　名 数　量

仕　上 塗　装

金　　　　物

硝　子 見　込

沓　摺 ガラリ

備　　　　考

符号・名称
1
LSD

自閉式上吊引戸装置、引棒、レール、表示締錠、戸当り、
防振ローラー、非常開錠、スチール製三方枠、付属金物一式

FL t4.0

―

厨房

LSD
2

―

厨房

ヒンジ、レバーハンドル錠(厨房側のみ)、ドアクローザー、戸当たり

F t4.0

　　現況　建具配置図　1:100　　

　　現況　天井伏図　1:100　　

　　改修後　天井伏図　1:100　　

軽量スチール製 片引き戸【新設】

軽量スチール製 片開き扉【新設】

1

1

50

1

玄関ホール

亜鉛メッキ鋼板 焼付塗装

50

標準附属品

乳児室

亜鉛メッキ鋼板

標準附属品

傾斜自閉式扉　

傾斜自閉式扉　
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OPEN OPEN OPEN OPEN

有効開口 W1,100
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パ
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パ
ネ
ル

透明F 透明F

透
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型板F
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パ
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2

透明F

透明F 透明F 透明F

パ
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パ
ネ
ル

パ
ネ
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型板F

パネル

透明F
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透明F

有効開口 W900

強化型板ガラス t4.0　強化透明ガラス t5.0

強化型板ガラス t4.0　強化透明ガラス t5.0

アルミ製　パーティション【撤去】

アルミ製　パーティション【撤去】

姿　　図

室　名 数　量

仕　上 塗　装

金　　　　物

硝　子 見　込

沓　摺 ガラリ

備　　　　考

符号・名称

姿　　図

室　名 数　量

仕　上 塗　装

金　　　　物

硝　子 見　込

沓　摺 ガラリ

備　　　　考

符号・名称
1

亜鉛メッキ鋼板

食堂A

型板ガラス t4.0

焼付塗装

1

100

LSD
軽量スチール製 片引き戸【撤去】

SS－Ⅱ ―

150

焼付塗装

4

―

150

焼付塗装

1

SS－Ⅱ

①

①：ケイカル板 t6.0 VP塗【撤去】

 改修範囲外を示す

①：ケイカル板 t6.0 EP塗【新設】

① ①
①

①

 改修範囲外を示す

　：天井点検口 450角【新設】

 改修範囲外を示す
 改修範囲外を示す
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注3※既存品・別途品及び機種未決定品の容量は参考値を
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厨房機器リスト 1:---(A1)

厨房機器配置図

　　厨房機器配置図　1：50　　

No. 品　　　　名 形　　　式
台 寸  法（mm） 配  管  口  径（A）

給水 給湯
排    水

冷却水（クーリングタワー）
IN OUT 必要流量

都 市 ガ ス
口径

kW

電　気 (60Hz,kW) フー

仕      様

合　　　　計 163.32 2.734 7.5 33.7

数 W D H 機器側 設備側 A A L/min A 単相100V 単相200V 三相200V ド

A-

1 検食用冷凍庫 HF-63CAT-KS2(特) 1 625 650 1970 φ26 40 0.37定格内容積：384L カギ付 多層クリアコート

2 引出付ワークテーブル 1 (935) 600 850TOPsus t1.2mm スノコ脱着式・補強枠(上枠)SUS製 ドライ仕様

3 冷凍庫 HF-63A3-1(特) 1 625 800 1970 φ26 40 0.37定格内容積：493L インバーター 多層クリアコート

4 冷蔵庫 HR-120A3-1(特) 1 1200 800 1970 φ30 40 0.28定格内容積：1049L インバーター 多層クリアコート

5 ESU245472V4 2 1380 610 1830ベンチ型　4段

6 ESU247272V4 1 1820 610 1830ベンチ型　4段

7 キャビネットテーブル 1 1790 750 800TOPsus t1.2mm 内装/扉タイコ貼り ドライ仕様 フランジ脚

8 テーブル形冷蔵庫 RT-150SDG-1-ML 1 1500 750 800 φ30 40 0.331定格内容積：438L インバーター ワイドスルー

9 キャビネットテーブル 1 1000 750 800

B- < 下調理 >

1 二槽水切付シンク 1 1650 600 850 15×2 15×2 40×2 50×3TOPsus t1.2mm スノコ脱着式・補強枠(上枠)SUS304製 ドライ仕様

2 スプレッダー 1 1650 100 200

3 PSカバー 1 400 100 (1500)

C- < 主調理 >

1 PSカバー 1 (308) 100 (2500)

2 サイロ FRB0560 1 500 600 1150 0.03

3 スプレッダー 1 600 100 200

4 一槽シンク 1 600 600 850 15 15 40 50TOPsus t1.2mm スノコ脱着式・補強枠(上枠)SUS製 ドライ仕様

5 洗米機 MP-30型 1 380 330 570 15

6 スプレッダー 1 750 100 200

7 炊飯台車付ワークテーブル 1 750 750 850TOPsus t1.2mm スノコ脱着式・補強枠(上枠)SUS製 ドライ仕様

8 ガス炊飯器 RR-550C 2 569 485 447 φ13×2 11.0×2 要5.5升炊き

9 スプレッダー 1 1200 100 200

10 ガステーブル RGT-1275D(特) 1 1200 750 850 25 61.0 GF

11 スプレッダー 1 750 100 200

12 一槽シンク 1 750 750 850 15 15 40 50TOPsus t1.2mm スノコ脱着式・補強枠(上枠)SUS製 ドライ仕様

13 スプレッダー 1 (720) 100 200現寸合わせ

14 ワークテーブル 1 (720) 750 850

15 スチームコンベクションオーブン MIC-10HSC3-L 1 900 770 1070 軟水器接続 φ38 50鋼管 18.5 GFIH蒸気発生方式・スチーム立ち上がり時間：30秒

16 スチコン架台 1 900 720 600

17 軟水機 MKH-03B 1 225 360 460 15バルブ 13×2 40 0.006

18 ESU243672V4 1 910 610 1830ベンチ型　4段

19 スープレンジ RGS-096D 1 900 600 450 15×2 20 29.1 GF

20 スプレッダー 1 900 135 200

21 ワークテーブル 1 (590) 600 850

22 スプレッダー 1 (590) 135 200現寸合わせ

23 PSカバー 1 (290) 100 (1500)

24 涼厨ガスフライヤー MGF-C18K(特) 1 430 610 900 15 8.72 GF油量18L

25 スプレッダー 1 430 135 300

26 ワークテーブル 1 300 600 650TOPsus t1.2mm スノコ脱着式・補強枠(上枠)SUS製 ドライ仕様

27 スプレッダー 1 300 135 200

28 冷凍冷蔵庫 HRF-63A-1(特) 1 625 800 1970 φ30 40 0.414

29 電磁調理器 HIH-22CE-1 1 700 450 150 2.5×2 GFとろ火(低出力)調節搭載

30 ローレンジ用架台 1 700 600 300

31 涼厨角槽型ゆで麺機 MRY-C04(特) 1 450 600 850 15 25 40耐熱 15 13.4 要

32 防熱板 1 1150 100 1000耐火ボード t=5.0mm フランジ脚

33 一槽テーブル付シンク 1 910 600 850 15 15 40 50TOPsus t1.2mm スノコ脱着式・補強枠(上枠)SUS製 ドライ仕様

34 キューブアイスメーカー IM-35M-2 1 500 450 800 15バルブ 20 40 0.21最大ストック量 約18kg(自然落下時 約10.5kg)

< 保存 >

35 PSカバー 1 400 100 (1500)

36 防熱板 1 910 100 1000フランジ脚

37 防熱板 1 1220 100 1000フランジ脚

38 テーブル形冷蔵ショーケース RTS-120SND(特) 1 1200 600 850 0.169冷却内容積：305L

39 天板 1 1220 600 40TOPsus t1.2mm ドライ仕様

D- < 盛付・配膳 >

1 テーブル形冷蔵庫 RT-120SDG-1-ML(特) 1 1200 750 850 φ30 40 0.328定格内容積：321L インバーター ワイドスルー

2 上棚 1 1200 300 800棚2段

3 天板 1 1200 800 40TOPsus t1.2mm ドライ仕様

4 テーブル形冷蔵庫 RT-120SDG-1-RML(特) 1 1200 750 850 φ30 40 0.328定格内容積：321L インバーター ワイドスルー

5 上棚 1 1200 300 800棚2段

6 天板 1 1200 800 40TOPsus t1.2mm ドライ仕様

7 電子ジャー JHC-900A 2 481 395 406 0.074×25升用

8 キャビネットテーブル 1 1200 450 850ドライ仕様 しゃもじ入れ レードル入れ 下部ドーリー

9 電磁調理器 HIH-2CE-1 1 350 450 150 2.5 HSとろ火(低出力)調節搭載

E- < 下膳・洗浄 >

1 ESU246064S4(特) 1 1520 610 1630ソリッド型 4段 キャスター付

2 ソイルドテーブル 1 (1660) 700 850 15×3 15×2 40×3 50×3TOPsus t1.5mm スノコ脱着式・補強枠(上枠)SUS製

3 食器洗浄機 JWE-680B 1 640 655 1432 15バルブ φ38.5 50HT 5.35 要洗浄流量500L 洗剤濃度0.1％ 消費水量2.0L 排水熱回収装置

4 ガスブースター WB-25H-2 1 287 531 760 25 40HT 15 29.1 0.06 要

5 クリーンテーブル 1 1200 700 850TOPsus t1.5mm スノコ脱着式・補強枠(上枠)SUS製

6 仕分け台 1 850 600 700 40TOPsus t1.2mm スノコ脱着式・補強枠(上枠)SUS製

7 食器消毒保管庫 HSB-10SPB3-S(特) 2 900 550 1960 25×2 40×2 4.6×215分湿熱効果にて消毒後ダンパー解放 10カゴ(2列5段)

8 ESU244872V4 1 1220 610 1830ベンチ型　4段

9 スプレッダー 1 (1660) 100 200

10 スプレッダー 1 805 100 200

11 PSカバー 1 400 100 (1500)

< 衛生管理 >

1 電解水生成装置WOX WOX-40WA 1 285 145 335 15バルブ φ6×2 40 0.17ph2.7～5.0 酸性電解水 4.0L/min以下 アルカリ性電解水 排水

2 電解水生成装置WOX WOX-30WA-M2 1 285 145 335 15バルブ φ6×2 40 0.17<見積除外品>

Ｎ

■厨房機器リスト

厨房
(下処理)
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：排水桝　(機械設備工事)

分電盤

F-

F

F

カムシェルビング

カムシェルビング

カムシェルビング

カムシェルビング

カムシェルビング（エレメンツシリーズ）

TOPsus t1.2mm スノコ脱着式・補強枠(上枠)SUS製 ドライ仕様 

TOPsus t1.2mm スノコ脱着式・補強枠(上枠)SUS製 ドライ仕様 

TOPsus t1.2mm 内装/扉タイコ貼り・上吊式構造/下レール無し構造 ドライ仕様

定格内容積：441L(冷蔵室314L、冷凍室127L) インバーター 多層クリアコート

注1※厨房用給湯設備の容量は合計に含んでおりません。
注2※予備コンセントの電気容量は合計に含んでおりません。

フード欄表記　GF・・・グリスフィルター　HS・・・天井扇

No 工　　　事　　　項　　　目 備　　考別
途

建
築

同上接続配管・電源接続工事
電源接続:機器まで(電気設備工事)

１

２

厨房器具

下記の項目は　　印部分を区分して施工する。但し図面その他に特記のあるものは、それに従う。

電
気

機
械

記載しております。<（　）付にて数値を記載のもの>

　　　記載しています。<（　）付にて数値を記載のもの>



月 日 月 日 月 日

訂
　
　
　
正

FILE No. 工事名 旧ケアセンターおおつ棟 SCALE

No.
旧ケアセンターおおつ棟改修工事

Ｅ

１

1:---(A1)電気設備工事　特記仕様書1

　 「電気設備工事施工監理チェック表」及び「盤類製作基準」、「工事関係書類一覧表」、「工事関係提出書類作成手引き」による。

非 常 警 報 設 備

警 備 用 配 管 設 備

Ⅱ 　 　 　 工 　 　 　 事 　 　 　 仕 　 　 　 様

　　に対して、十分に指導を行うものとする。

(8) 竣工後速やかに竣工図等を作成し、監督職員の検印を得た後、製本を作成する。部数については監督職員の指示とする。

 　する。この場合、原則として工事費の増減は行わない。

 　記なき事項で技術上、保安上、当然必要と認められるもの並びに現場の納まり上必要な軽微な変更は、監督職員と協議の上施工

(7)　設計図書は工事の大要を示すものであり、現場着手前に施工図等を提出し、監督職員の承諾を受けること。尚、設計図書に明

 　いても作業前、作業終了後の確認等確実な管理を行うこと。

(5)　シンナー等危険物については、工事現場に放置することなく保管管理を厳重に行い、盗難を防止するとともに、保管数量につ

(4)　工事中は、危険防止、火災防止などの為、関係法令に従い常に遺漏のないよう万全の方策を講ずる。

(2)　本工事は、大津市契約規則、建設業法、電気事業法、電気設備技術基準、電気通信事業法、有線テレビジョン法、消防法、建

　①　受注者は、暴力団員等（暴力団の構成員および暴力団関係者、その他市発注工事等に対して不当介入をしようとするすべて

　　の者をいう。）による不当介入（不当な要求または業務の妨害）を受けた場合は、断固としてこれを拒否するとともに、不当

　　介入があった時点で速やかに警察に通報を行うとともに、捜査上必要な協力を行うものとする。

　②　受注者は、前項により通報を行った場合には、速やかにその内容を記載した通報書（別記様式第1号）により所轄警察署に届

　③　受注者は、暴力団員等による不当介入を受けたことが明らかになり、工程等に被害が生じた場合は、監督職員と協議するも

　　け出るとともに、監督職員に報告するものとする。また、受注者は、以上のことについて、下請負人（再委託の協力者を含む）

１ ． 共 通 事 項

 　築基準法及び労働安全衛生法、並びにこれらの関係諸法令を守り施工する。

　　のとする。

工 事 種 別

種 目 建物名称

幹 線 設 備

動 力 設 備

電 灯 設 備

避 雷 設 備

拡 声 設 備

電 気 時 計 設 備

イ ン タ － ホ ン 設 備

ト イ レ 呼 出 設 備

テ レ ビ 共 同 受 信 設 備

電 話 ・ 電 話 用 配 管 設 備

火 災 報 知 設 備

情 報 ・ 情 報 用 配 管 設 備

建 物 名 称 構 造 階 数 延床面積（㎡） 備 考

受 変 電 設 備

自 家 発 電 設 備

一

般

共

通

事

項

種目 項 目 特 記 事 項

配 管 類 塗 装

申 請 手 続

工事用電力・水

工事用仮設建物

残 土 処 分

耐 震 施 工

他工事との取合い

は つ り

呼 び 線

電線・ケーブル類

発 生 材 の 処 理

配 管 支 持 材

配線室以外で露出配管及び配管支持材は取付前に下地処理の上、指定色塗装（２回）を行う。

構内につくることが　　※　できる

※　構内指示の場所に敷きならし

できない

構外搬出適切処理 指定処理（　　　）

工事区分表による。

よる。なお復旧は、モルタル補修とする。

既存のコンクリート床、壁などの配管貫通部の穴は、原則としてダイヤモンドカッターに

長さ１ｍ以上の空配管には呼線として、１．６ｍ／ｍ以上のビニル被覆鉄線を挿入する。

特記なき電線・ケーブルについては、環境対策型を使用のこと。

原則として電線による色別とし、ケーブルの場合は端末にて相色別を施す。

※躯体部はつり貫通箇所等は、鉄筋探査を行い既設鉄筋を切断･損傷しない様に施工する事。

※　構内既存の施設が利用できる　　　　受注者が引込み料金を負担する。

本工事に必要な関係官庁、所轄消防署、電力会社等への申請手続は受注者が行い、

その費用は受注者の負担とする。　　　　　　

屋外に使用する配管支持材はステンレス製とする。

設備機器の固定は「建築設備耐震設計・施工指針」2014年版（財団法人日本建築センター

受注者は、廃棄物の処理及び清掃に関する法律に準じ適確に実施することとし、監督職員

電力会社の工事費負担金　（※無　　　有）

引渡しを要するもの　　※　なし　　　　　あり（　　　　　　　　　）

項目及び特記事項は、●印のついたものを本工事に適用する。但し、●印のない場合は、※印を適用する。

（ 　 印を適用し、各一式とする）

２．工 事 場 所

１．工 事 名 称

Ⅰ 　 　 　 工 　 　 　 事 　 　 　 概 　 　 　 要

電気設備工事特記仕様書

防 火 ・ 防 煙 ・ 排 煙 設 備

ガ ス 漏 れ 警 報 設 備

発行）による。 耐震クラスＳ 耐震クラスＡ 耐震クラスＢ

 　規格品はＪＩＳ又はＪＥＭ等により、規格制定のないものは製作図又は見本により施工前に監督職員の承諾を受ける。

(6)　機材は、原則使用機材等指定表による。但し、監督職員の承諾を受ければ、この限りではない。

(3)工事写真は営繕部監修「営繕部工事写真撮影要領(H28)による工事写真撮影ガイドブック（電気設備工事編）平成30年版」による。

に報告すること。また、資源の有効な利用の促進に関する法律及び建設工事に係る資材の

再資源化等に関する法律により、『建設副産物情報交換システム(COBRIS)』にて再生資源

利用〔促進〕計画書(実施書)を作成し提出すること。

３．建 物 概 要

４．工 事 種 目

(1)　図面及び特記仕様書に記載されてない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の公共建築工事標準仕様書(電気設備工事編)

旧ケアセンターおおつ棟改修工事

滋賀県大津市本宮二丁目９-９

旧ケアセンターおおつ棟 ＲＣ造 ４ 4,356.20　 １階改修面積

：947.93㎡

 　事監理指針(最新年度版）、社団法人日本電気協会発行「内線規程」及び「高圧受電設備規程」、大津市建築課電気設備係作成

 　及び公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工事編）、公共建築設備工事標準図(電気設備工事編)(以上最新年度版)、電気設備工

旧ケアセンターおおつ棟

種目 項 目 特 記 事 項

一

般

共

通

事

項

主 任 技 術 者

監 理 技 術 者 現場施工に着手する日は、

　主任技術者又は監理技術者の工事現場への専任は要しない。

　工事現場への専任は要しない。なお、現場施工に着手する日については、請負契約の

　又、日程の都合上、契約工期満了後に検査が行われる場合は、契約工期満了後の

　締結後、監督職員との打ち合わせにおいて定める。

専任の期間は現場施工に着手する日から契約工期満了までとする。

技術者の工事現場への専任は要しない。なお、検査を完了した日とは、発注者が請負

契約書第３１条第２項に基づく当該検査の結果を通知した日（請負契約書第第３１条第６

項に該当するものも含む）とする。

監理技術者等の工事現場への専任は要しない。

　請負契約の締結後、現場施工に着手するまでの期間（現場事務所の設置、資機材の搬入

　又は仮設工事等が開始されるまでの期間）については、主任技術者又は監理技術者の

　請負契約の締結の日の翌開庁日から令和　　年　　月　　日までの期間については、

認めない。

［1］建設業法第２６条第３項ただし書による監理技術者の職務を補佐する者

　（以下「監理技術者補佐」という。）を専任で配置すること。

［2］監理技術者補佐は、一級施工管理技士補又は一級施工管理技士等の国家資格者、

　学歴や実務経験により監理技術者の資格を有する者であること。なお、監理技術者補佐の

　建設業法第２７条の規定に基づく技術検定種目は、特例監理技術者に求める技術検定種目

　と同じであること。

［3］監理技術者補佐は入札参加者と直接的かつ恒常的な雇用関係にあること。

［4］同一の特例監理技術者が配置できる工事の数は、本工事を含め同時に２件までとする。

　（ただし、同一あるいは別々の発注者が、同一の建設業者と締結する契約工期の重複する

　複数の請負契約に係る工事であって、かつ、それぞれの工事の対象となる工作物等に

　一体性が認められるもの(当初の請負契約以外の請負契約が随意契約により締結される

　場合に限る。)については、これらの複数の工事を一の工事とみなす。）

［5］特例監理技術者が兼務できる工事は大津市内の工事でなければならない。

１．本工事において、建設業法第２６条第３項ただし書の規定の適用を受ける監理技術者

［6］特例監理技術者は、施工における主要な会議への参加、現場の巡回及び主要な工程の

　立会等の職務を適正に遂行しなければならない。

［7］特例監理技術者と監理技術者補佐との間で常に連絡が取れる体制であること。

［8］監理技術者補佐が担う業務等について、明らかにすること。

　全て満たさなければならない。

２．本工事の監理技術者が特例監理技術者として兼務する事となる場合、

　（以下「特例監理技術者」という。）の配置を行う場合は以下の[1]～[8]の要件を

　前項［1］～［8］の事項について確認できる書類を下記により提出すること。

［1］監理技術者補佐の資格を有する書類

　（一級施工管理技士等の国家資格者などの合格証など）

［2］［1］の提出書類と同じ

［3］監理技術者補佐の直接的かつ恒常的な雇用関係を証明する書類

　（３か月以上の雇用関係を証明できる健康保険被保険者証の写しなど）

［4］特例監理技術者が兼務する工事のＣＯＲＩＮＳの写し等

［5］［4］の提出書類と同じ

［6］業務分担、連絡体制等を記載した書類（施工計画書など）

［7］［6］の提出書類と同じ

［8］［6］の提出書類と同じ

３．本工事において、特例監理技術者及び監理技術者補佐の配置を行う場合又は

　配置を要さなくなった場合は適切にＣＯＲＩＮＳへの登録を行うこと。

特例監理技術者及び

監理技術者補佐

工事請負代金が500万円を超える場合は、登録内容について監督職員の承諾を受けた後、

提出すること。

所定の期間内に登録手続きを行うとともに、登録されることを証明する資料を監督職員に　（ＣＯＲＩＮＳ）

工事実績情報の登録

2.「請負業者賠償責任保険」及び｢法定外労災保険等｣は、賠償責任等を履行するために

　受注者

　必要な金額

　を加算した額）

　日からとする。

　ただし、「請負業者賠償責任保険」及び「法定外労災保険等」については工事着手の

1.「建設工事保険等」は、請負金額全額（支給材料または貸与品がある場合はその金額

⑤保険金額

　（　　工事着手の日　　　基礎工事完了直後の日）から契約工期の３０日後まで。

④保険期間

2.「法定外労災保険等」は、本工事に従事するすべての労働者。

③被保険者

②保険契約者

　以外の保険等。（以下「法定外労災保険等」という。）

3.工事の施工に伴う労働災害被災者を救済する労働者災害補償保険法に基づく労働保険

2.工事の施工に伴い第三者に与えた損害を填補する「請負業者賠償責任保険」

　「組立保険」（以下「建設工事保険等」という。）

1.工事目的物、工事材料及び仮設物等に生じる損害を填補する「建設工事保険」又は

①保険種目

本工事に際し下記内容以上の保険に加入し、契約書の写し又は証明書を提出すること。火 災 保 険 等

本工事は、建設業法第２６条第３項ただし書の規定の運用を受ける監理技術者の配置は

本工事の対象とする建築物の内外装の仕上げには石綿含有仕上塗材を使用していることから、

穿孔等作業(設備用配管や壁付設備機器の取付、設備用配管貫通口施工のため等に実施する

もの)を実施するにあたっては、大気汚染防止法、石綿障害予防規則に定められているものの

ほか、下記の事項を遵守すること。

（１）作業員は、石綿障害予防規則に基づく特別教育を受講したものとすること。

（２）作業員は、レベル３対応の呼吸用保護具及び作業衣を着用すること。

（３）石綿作業主任者を常駐させること。

（４）作業者・関係者以外の立ち入りを禁止すること。

（５）穿孔等作業に伴い発生したアスベストを含む廃棄物(保護具、作業衣、作業用ウエス等

石綿粉じんの付着のおそれがあるものを含む)は、飛散防止対策を講じた上で石綿含有

産業廃棄物として適正に処分をすること。

※上記の作業を実施するにあたっては、受注者により予め大津市環境政策課及び大津労働基準

監督署と具体的な作業内容について協議を行った上で各関係法令に基づく届出関係書類を作成

すること。

石綿含有仕上塗材を使用した内外装について穿孔等作業を行う場合の措置

種目 項 目 特 記 事 項

一

般

共

通

事

項

ワンデーレスポンス

への取り組み

3.　受注者は工事施工中において、問題が発生した場合及び計画工程と実施工程を比較照

　　査し、差異が生じた場合は速やかに文書にて監督職員へ報告すること。

1.　発注者及び受注者は、ワンデーレスポンス実施対象工事であることを認識し、工事に

　　取り組むこと。

　　「ワンデーレスポンス」とは受注者からの質問、協議への回答は、基本的に「その日

　　のうち」に回答するよう対応することである。ただし、即日回答が困難な場合は、

　　いつまでに回答が必要なのかを受注者と協議のうえ、回答期限を設けるなど、何らか

　　の回答を「その日のうち」にすることである。

2.　受注者は計画工程表の提出に当たって、作業間の関連把握や工事の進捗状況等を把握

　　できる工程管理方法について、監督職員と協議を行う。

そ の 他

連絡をとること。

　工事施工前に、電気主任技術者である関西電気保安協会、関西電気管理技術者協会等に

　建設業退職金共済制度に基づく掛金収納書の写しを提出すること。

契約不適合責任期間内に

おける現場立会

発注者が引き渡された工事目的物に契約不適合がある、または、契約不適合の疑いがあると

判断した場合、発注者の求めがあれば、受注者はこれに立会うこと。

中間検査 　有　（　　　　　　　　　　部分について）

項目及び特記事項は、●印のついたものを本工事に適用する。但し、●印のない場合は、※印を適用する。

Ⅱ 　 　 　 工 　 　 　 事 　 　 　 仕 　 　 　 様

工 事 範 囲

電 気 方 式

主 遮 断 装 置

受

変

電

設

備

変 圧 器

進相コンデンサ

配 電 盤

監 視 方 式

製 作 図

そ の 他

ＰＦ－Ｓ形

配管 配線 機器取付 撤去

操作（ 手動

盤取付形

気中

引出形 ）定格遮断電流１２.５ＫＡ

真空

高圧３φ３Ｗ６.６ＫＶ　低圧３φ３Ｗ２００Ｖ　１φ３Ｗ２００／１００Ｖ

油入自冷式 モールド

設置　〈※高圧側　　低圧側〉 放電コイル付

自動力率制御

屋内形 屋外型

キュービクル式配電盤 開放形配電盤

工場製作品既製品

警報盤による監視 中央監視盤による監視

各機器は製作図を提出し、監督職員の承諾を受けた後、発注のこと。

低圧配電盤には、負荷側引出用端子を設け、開閉器容量及び回路名を表示すること。

低圧配電盤には点検通路を設け、ゴムシートを敷くこと。

高圧充電部前面及び点検用中通路には、透明バリア（塩ビ板）を設けること。

※

※

※

※

※

ＣＢ形　（

電磁　）

直列リアクトル〈※６%､○１３%〉

主遮断装置、変圧器、低圧銅帯にそれぞれサーモラベル（不可逆性、３点）を貼付する。

そ の 他

工 事 範 囲

形 式

用 途

発 電 機

原 動 機

燃 料

起 動 方 式

自 動 起 動 盤

監 視 方 式

製 作 図

自

家

発

電

設

備

軽油 灯油 ガス

空気起動（コンプレッサー付）

発電機搭載型自立型

中央監視による監視

壁掛型

セル起動（アルカリ・鉛直流電源付）

警報盤による監視

※

配管 配線 機器取付 撤去 調整

キュービクル式 オープン形 低騒音形

消防設備用 保安灯用 保安動力用

三相３線式６０Ｈｚ　　　Ｖ　　　　ＫＶＡ　力率０．８

定格出力　　　　ＰＳ　　　　回転数　　　　　　ｒｐｍ

冷却方式　（ 水冷循環式 ラジエータ式 ）

Ａ重油

各機器は製作図を提出し、監督職員の承諾を受けた後、発注のこと。

超低騒音形

※

種目 項 目 工 事 範 囲

引き渡し時には、燃料を満タンにしておくこと。

工 事 範 囲

施 工 方 法

受 雷 部

避 雷 導 線

支 持 管

接 地 極

製 作 図

そ の 他

避

雷

設

備

※　建築構造体

避雷導線 接地極受雷部

金属管配線

突針

建築構造体

※　鋼製

金属製笠木等（別途）

合成樹脂管配線

導線

黄銅製

銅板埋設

※ 各機器は製作図を提出し、監督職員の承諾を受けた後、発注のこと。

棟上導体

工 事 範 囲

電 気 方 式

施 工 方 法

分電・操作・監視盤等

製 作 図

そ の 他

既 製 品

合成樹脂管配線

Ｓ Ｕ Ｓ 製

壁 掛 型

単品製作品

ケーブル配線

埋 込 型

架空配線

配管 配線 機器取付 撤去

ケーブルラック配線 金属管配線

金属ダクト配線

鋼 板 製

自 立 型

バスダクト配線

各機器は製作図を提出し、監督職員の承諾を受けた後、発注のこと。※

３φ　　Ｗ　　　Ｖ　１φ３Ｗ　２００／１００Ｖ　直流　　Ｗ　　　Ｖ

工 事 範 囲

電 気 方 式

施 工 方 法

照 明 器 具

非常照明の形式

配 線 器 具

電

灯

設

備 製 作 図

工 事 範 囲

電 気 方 式

施 工 方 法

起 動 方 式

監 視 方 式

そ の 他

動

力

設

備
中央監視による監視

配線 機器取付 撤去配管

※

３φ３Ｗ　　　Ｖ　　　６０Ｈｚ

ケーブルラック配線

配線 機器取付 撤去

金属ダクト配線 モール配線

金属管配線 ケーブル配線 合成樹脂管配線 モール配線 架空配線

警報盤による監視

配管

５．５ＫＷ以下直入　　　７．５ＫＷ以上　Ｙ－△始動

動力負荷には進相コンデンサを内蔵する。

合成樹脂管配線ケーブル配線金属管配線 モール配線 架空配線

分岐　１φ２Ｗ　１００Ｖ（２００Ｖ）　６０Ｈｚ

幹線　１φ３Ｗ　２００／１００Ｖ　６０Ｈｚ

直流２線式１００Ｖ

電池内蔵形 電源別置形

照明器具姿図参照 照明器具リスト参照

大角形　（全てネーム入）

各照明器具は製作図を提出し、監督職員の承諾を受けた後、発注のこと。

そ の 他

幹

線

設

備

予備球について､ＬＥＤ照明の場合は、不要とする。

安定器撤去にあたり、PCB含有調査報告書を提出すること。

検査を完了した日から契約工期満了までの期間については、主任技術者又は監理

　ただし、工事請負契約書（以下「請負契約書」という）第３１条第２項の規定に基づく

1.「建設工事保険等」及び「請負業者賠償責任保険」は、市立大津市民病院、受注者、

　関係する全下請負人。

(9) 市立市民病院の発注する建設工事等における暴力団員等による不当介入の排除について(「不当介入に関する通報制度」の徹底）



月 日 月 日 月 日

訂
　
　
　
正

FILE No. 工事名 旧ケアセンターおおつ棟 SCALE

No.
旧ケアセンターおおつ棟改修工事

電気設備工事　特記仕様書2 1:---(A1)

Ｅ

2

製 作 図

工 事 範 囲

施 工 方 法

交 換 機

電 話 機

保 安 器 盤

そ の 他

機 器

電
話
・
電
話
用
配
管
設
備

工 事 範 囲

施 工 方 法

ア ン テ ナ

アンテナマスト

電 界 強 度

そ の 他

製 作 図

テ
レ
ビ
共
同
受
信
設
備

製 作 図

そ の 他

施 工 方 法

工 事 範 囲

工 事 範 囲

施 工 方 法

そ の 他

イ

ン

ター

ホ

ン

設

備
製 作 図

そ の 他

工 事 範 囲

施 工 方 法

親 時 計

製 作 図

電

気

時

計

設

備

子 時 計

機 器

工 事 範 囲

施 工 方 法

増 幅 器

ス ピ ー カ

拡

声

設

備

ト
イ
レ
呼
出
設
備

形　　式（　　　　　　　　　　　　　　）

電話機　　　台（ 内

ナンバーディスプレイ

金属管配線 ケーブル配線 合成樹脂管配線 モール配線 架空配線

配線 機器取付 撤去 調整配管

ＵＨＦ用 ＢＳ用

金属管配線 ケーブル配線 合成樹脂管配線 モール配線 架空配線

※

凡例参照機器リスト参照機器姿図参照

※

架空配線モール配線合成樹脂管配線ケーブル配線金属管配線

各機器は製作図を提出し、監督職員の承諾を受けた後、発注のこと。

配管 調整撤去機器取付配線

配線 機器取付 撤去 調整配管

金属管配線 ケーブル配線 合成樹脂管配線 モール配線 架空配線

※

配線 機器取付 撤去 調整配管

水晶式

金属管配線 ケーブル配線 合成樹脂管配線 モール配線 架空配線

各機器は製作図を提出し、監督職員の承諾を受けた後、発注のこと。

壁掛型 ブラケット型 吊下げ型

※

機器姿図参照 機器リスト参照 凡例参照

電波修正機能

非常用

配線 機器取付 撤去 調整配管

一般用 ＡＶ用

形式（

付加機能（

卓上 キャビネット形 ）　定格出力　　　Ｗ以上

リモコン機能 コールサイン機能 モニタ機能 ）

ＡＭ ＦＭ ）

壁掛型 天井埋込型 ホ－ン型壁掛埋込型 天井直付型

ケーブル配線 合成樹脂管配線 モール配線 架空配線金属管配線

組込みのラジオ受信部 （

各機器は製作図を提出し、監督職員の承諾を受けた後、発注のこと。

各機器は製作図を提出し、監督職員の承諾を受けた後、発注のこと。

各機器は製作図を提出し、監督職員の承諾を受けた後、発注のこと。

機器姿図参照

自 立 型

鋼 板 製 Ｓ Ｕ Ｓ 製

壁 掛 型

機器リスト参照

既 製 品

埋 込 型

凡例参照

単品製作品

停電補償電話機　　台 コードレス電話機　　台 ）

配線 機器取付 撤去 調整配管

※

電話スピーカ形同時通話式 ）

電話スピーカ形同時通話式 ）

電話スピーカ形同時通話式 ）

親子式（ ※ 電話形同時通話式

相互式（ ※ 電話形同時通話式

複合式（ ※ 電話形同時通話式

機器姿図参照 機器リスト参照 凡例参照機 器

通 話 方 式

機 器

トイレ呼出表示器 インターホン付窓数（　　　　　）

ＣＳ用

アンテナマスト及びその支持材（３点支持）などは、溶融亜鉛メッキ仕上げとする。

電界強度を測定し、記録を速やかに提出すること。（２部提出）

プログラムタイマ組込（ カード式 パソコン入力式 ）

テレビドアホン

自立型 壁面取付形

施工前と躯体立ち上がり後に、アンテナ取付予定位置及び建物による障害予想地域の

機 器

端 子 盤

機器姿図参照

鋼 板 製

自 立 型

機器リスト参照 凡例参照

Ｓ Ｕ Ｓ 製

壁 掛 型

そ の 他

製 作 図

埋 込 型 既 製 品 単品製作品

各機器及び端子盤は製作図を提出し、監督職員の承諾を受けた後、発注のこと。※

そ の 他

製 作 図 ※ 各機器及び情報機器盤は製作図を提出し、監督職員の承諾を受けた後、発注のこと。

情
報
・
情
報
用
配
管
設
備

工 事 範 囲

施 工 方 法

情 報 機 器

情 報 受 口

情 報 機 器 盤

配線 機器取付 撤去配管

ロ－テンション

本工事

鋼 板 製

自 立 型

既 製 品

Ｓ Ｕ Ｓ 製

壁 掛 型

単品製作品

埋 込 型

モジュラ－ジャック（８局８芯）付ノズルプレ－ト

別途工事

金属管配線 ケーブル配線 合成樹脂管配線 モール配線 架空配線

調整

火

災

報

知

設

備

工 事 範 囲

施 工 方 法

受 信 機

消火ポンプの起動

壁掛形

配線 機器取付 撤去 調整配管

　型　　級　　回線　（ 防火戸　　回線・一般警報　　回線）

自立形 複合形

※ 消火栓ボックス内押ボタン

金属管配線 ケーブル配線 合成樹脂管配線 モール配線 架空配線

製 作 図 ※ 各機器は製作図を提出し、監督職員の承諾を受けた後、発注のこと。

機 器 機器姿図参照 機器リスト参照 凡例参照

移 報 回 路 非常放送 昇降機 機械警備 誘導灯信号装置

警戒区域図の　　 　　　※ 作成 変更そ の 他

積水化学工業 摂 陽 工 業

ＪＩＳ規格品

機 材 名 製 造 業 者 名

電線管・付属品

ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ・ﾀﾞｸﾄ 日 動 電 工 ネグロス電工 南 電 機 八 州 電 工

ＪＩＳ又はＪＣＳ規格品

Ⅲ 　 使 用 機 材 等 指 定 表

電線・ケーブル
通 信 ケ ー ブ ル

ア イ ホ ン

ＤＸアンテナ

ｱｰﾄｺﾝｸﾘｰﾄ工業

カ ネ ソ ウ

ア イ ホ ン

Ｎ Ｔ Ｔ

東 芝

ｴ ﾅ ｼ ﾞ ｰ ｻ ﾎ ﾟ ｰ ﾄ

ダ イ ヘ ン

指月電機製作所

日本アンテナ

日本ｺﾝｸﾘｰﾄ工業

日本ﾈｯﾄﾜｰｸｻﾎﾟｰﾄ

ケ イ コ ン

福 西 鋳 物

沖 電 気 工 業

東 芝

パナソニック

日本ﾈｯﾄﾜｰｸｻﾎﾟｰﾄ

北 勢 工 業

日 本 電 気

日 新 電 機

日 本 無 線

三谷セキサン

丸 一 鋼 管

コ ー ワ

能 美 防 災

パナソニック

三 菱 電 機

三 菱 電 機

パナソニック

パナソニック

ユニペックス

マスプロ電工 ミ ハ ル 通 信

ヨシモトポール

平和ｺﾝｸﾘｰﾄ工業

パナソニック

明 電 舎

ホ ー チ キ

富 士 通

三 菱 電 機

安 川 電 機

東 芝 ニ チ コ ン 日 新 電 機

名 神 電 機

河村電器産業 草川電機製作所 大正電機製造 東芝ライテック 内 外 電 機 日 東 工 業

名 神 電 機三星電機製作所大正電機製造新岩村電機製作所草川電機製作所京都精工電機

星 和 電 機 寺田電機製作所 東芝ライテック

耐火・耐熱電線認定業務委員会の認定を受けている旨の表示（ＪＣＭＡ）をしたもの耐火･耐熱ｹｰﾌﾞﾙ

配 線 器 具 類

照 明 器 具

配 分 電 盤 類

既 製 分 電 盤 類

配 線 用 遮 断 器

放 送 機 器

テレビ共聴機器

インターホン機器

コンクリート柱

鋼 管 柱

ハ ン ド ホ ー ル

同 上 鉄 蓋

防 災 機 器

表 示 器

電話機・交換機

視 聴 覚 機 器

高圧気中開閉器

高 圧 遮 断 器

変 圧 器

ｺﾝ ﾃ ﾞ ﾝ ｻ ･ ﾘ ｱ ｸ ﾄ ﾙ

パナソニック

パナソニック

パナソニック

パナソニック

パナソニック

戸上電機製作所

富士通ﾌﾛﾝﾃｯｸ

立 基

パナソニック

日鐵住金建材

Ｔ Ｏ Ａ 東芝ライテックJVCケンウッド

ケ ア コ ム 東芝ライテックＮ Ｉ Ｃ

ゼロワンオカダ

ソ ニ ー Ｔ Ｏ Ａ 東芝ライテックJVCケンウッド

神 保 電 器

寺崎電気産業 東芝ライテック 日立産機システム 富士電機機器制御

大日ｺﾝｸﾘｰﾄ工業

シチズンＴＩＣ

日立情報通信ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ

高圧電磁接触器 日立産機システム 富士電機機器制御

大 垣 電 機 日本高圧電気

東 芝 日 新 電 機 日立産機システム 富士電機機器制御 三 菱 電 機 明 電 舎

日立産機システム 富 士 電 機 三 菱 電 機

明 電 舎

三 菱 電 機 利 昌 工 業

光 栄

ニ ッ タ ン 日 本 ﾌ ｪ ﾝ ｵ ｰ ﾙ日本ﾄﾞﾗｲｹﾐｶﾙ

HYSｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞｻｰﾋﾞｽ

岩 崎 電 気 遠　藤　照　明 大　光　電　機 東芝ライテック パナソニック

三菱電機照明

因幡電機製作所

　現況　分電盤結線図　

　改修後　分電盤結線図　

現況 改修後　分電盤結線図　 1:---(A1)

200V 200V

No 負荷名称・遮断器定格

MCCB 2P 50AF／20AT

電灯
101 102

103 104

105 106

No負荷名称・遮断器定格

MCCB 3P 100AF／60AT

107 108
MCCB 2P 50AF／20AT

MCCB 2P 50AF／20AT

MCCB 2P 50AF／20AT

MCCB 2P 50AF／20ATMCCB 2P 50AF／20AT

MCCB 2P 50AF／20AT

MCCB 2P 50AF／20AT

MCCB 2P 50AF／20AT

MCCB 2P 50AF／20AT

電灯

電灯 電灯

換気、天井扇 換気、天井扇

202

MCCB 2P 50AF／20ATMCCB 2P 50AF／20AT

コンセント

MCCB 2P 50AF／20ATMCCB 2P 50AF／20AT

コンセント

コンセント

MCCB 2P 50AF／20ATMCCB 2P 50AF／20AT

コンセント

コンセント

MCCB 2P 50AF／20ATMCCB 2P 50AF／20AT

コンセント

コンセント

MCCB 50AF／20AT50AF／20AT

コンセント

No 負荷名称・遮断器定格No負荷名称・遮断器定格

Ａ Ｂ
MCCB 2P 50AF／20ATMCCB 2P 50AF／20AT

予備予備

厨房

厨房

厨房

厨房

厨房

厨房

厨房

厨房

厨房

厨房

厨房

厨房

201

203

205

207

209

204

206

208

210

厨房(荷受室)
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図中 は撤去を示す
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EM-EEF1.6-2C x 2

EM-EEF1.6-3C

（PF22）

（PF22）
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特記無き配管・配線は下記による。

ＦＬ４０Ｗ－２直付 （防水仕様）一時取外し

凡例

スイッチ

照明器具

Ｎ

定格出力型、電圧１００～２４２Ｖ

防湿型・防雨型ライトバー：ポリカーボネート（乳白）
光源寿命：４００００時間
昼白色（５０００Ｋ）
Ｒａ８３、ＩＰ２３防湿型

本体：ステンレス

公共品番：

一般タイプ、５２００ｌｍタイプ、消費電力：３２．５Ｗ

直付形４０形　防湿型・防雨型　Ｗ１５０

ＬＳＳ９ＭＰ／ＲＰ－４－４６１－３２．５ 消費電力：32.5W

OB

OB

OB OB

3

3

大OB

OB

特記無き配管・配線は下記による。

ＰＦ配管は壁面のみとし、２重天井内はころがし配線とする。EM-EEF1.6-3C

EM-EEF1.6-3C

（PF22）

（PF22）

凡例

電灯設備

３路スイッチ

片切スイッチ

3

OB アウトレットボックス ＶＥ製　四角中浅

大 アウトレットボックス ＶＥ製　四角大深OB

１－３２．５
14ヵ所

現況　改修後　電灯設備平面詳細図

旧ケアセンターおおつ棟 Ｅ

　　電灯設備図　　 　　電灯設備図　　
改修後現況
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図中 は撤去を示す
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現況　改修後　自動火災報知設備平面詳細図

月 日 月 日 月 日

Ｎ

※天井内部 光電式煙感知器は既存のままとする

自動火災報知設備詳細図 自動火災報知設備詳細図
改修後現況



No.

SCALE工事名FILE No.
訂
　
　
　
正

日月日月日月

旧ケアセンターおおつ棟改修工事

旧ケアセンターおおつ棟

建物概要

機械設備工事特記仕様書
Ⅰ　　工　　　事　　　概　　　要

工事名称

工事場所２．

１．

種　　　目
建物

名称

工　　　　　　事　　　　　　種　　　　　　別

空 気 調 和 設 備

換 気 設 備

排 煙 設 備

衛 生 器 具 設 備

給 水 設 備

排 水 設 備

給 湯 設 備

消 火 設 備

ガ ス 設 備

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○ ○ ○ ○撤 去 工 事

浄 化 槽 設 備

工 事 写 真

完 成 写 真

※施工監理ノートによる。

総 合 調 整 ・ 測 定

●

●

○

　○室内外空気の温湿度の測定　　　○室内気流及びじんあいの測定

設備機能上の協議 図面において機能上疑義を生じた場合、検討したのち監督職員と協議する。●

● 火 災 保 険 等 本工事に際し下記内容以上の保険に加入し、契約書の写し又は証明書を提出すること

①保険種目　

1.工事目的物､工事材料及び仮設物等に生じる損害を填補する｢建設工事保険｣又は｢組

　立保険｣(以下｢建設工事保険等｣という｡)

2.工事の施工に伴い第三者に与えた損害を填補する｢請負業者賠償責任保険｣

3.工事の施工に伴う労働災害被災者を救済する労働者災害補償保険法に基づく労働保

　険以外の保険等(以下｢法定外労災保険等｣という｡)

②保険契約者　　受注者

③被保険者

1.｢建設工事保険等｣及び｢請負業者賠償責任保険｣は､大津市､受注者､関係する全下請負人

2.｢法定外労災保険等｣は､本工事に従事するすべての労働者

④保険期間

　○風量調整　　　○水量調整　　　○騒音測定　　　○振動測定　　

建 設 副 産 物

(建設副産物情報交換

システム)

●

施工計画書作成時、工事完了時及び登録情報の変更が生じた際は、すみやかに当該

システムのデータ入力または更新を行うこと。

同電子データを保存したCDを、それぞれ監督職員に提出するものとする。

工事実績情報の登録 工事請負代金が500万円を超える場合は、登録内容について監督職員の承諾を受け

た後、所定の期間内に登録手続きを行うとともに、登録されることを証明する資料

●

を監督職員に提出すること。

○熱絶縁施工(保温工事)　　○冷凍空気調和機器施工(冷凍空調機器の据付)

○ 技 能 士 の 適 用 ○配管施工(配管工事)　　　○建築板金施工(ダクト製作及び取付)

● 不 当 介 入 の 排 除

る書類の写しを提出すること。

建設業退職金共済制度について、証紙の受払いについての記録を整備し、その報告書

を提出すること。また、受払いを辞退する事業者のある場合は、その意思が確認でき

● 建退共証紙の受払い

の記録

　必要な金額

● 指 定 工 事 店 等 本工事に伴う給水、排水、ガス工事については本市指定工事店等での施工とする。

2.｢請負業者賠償責任保険｣及び｢法定外労災保険等｣は､賠償責任等を履行するために

1.｢建設工事保険等｣は､請負金額全額(支給材料または貸与品がある場合はその金額を

⑤保険金額

(※工事着手の日○基礎工事完了直後の日)から契約工期の30日後まで

　ただし、｢請負業者賠償責任保険｣及び｢法定外労災保険等｣については工事着手の日

　からとする｡

(●印を適用し、各一式とする)

※要(工事写真と同綴とする)　　　○不要

※本工事(調整項目は下記のものとする。)　　　○別途工事

　○飲料水の水質の測定(※ビル管法にて定める16項目及び残留塩素　　○51項目)

　加算した額)

本工事は、建設副産物情報交換システム(COBRIS)の登録対象工事であり、受注者は

また、受注者は、COBRISにより出力した再生資源利用[促進]計画書(実施書)及び

(Ｃ Ｏ Ｒ Ｉ Ｎ Ｓ )

１．共通仕様

Ⅱ　　工　　　事　　　仕　　　様

　(１)　現場説明書（現場説明に対する質問回答書を含む。）、本特記仕様書及び図面に記載されていない事項は、すべて、

　(２)　電気設備工事及び建築工事を本工事に含む場合、電気設備工事及び建築工事は、それぞれの工事仕様を適用し、

　　　　下記の工事仕様は適用しない。なお、それぞれの工事仕様について特記されていない事項は、電気設備工事は、

２．特記仕様

　(１)　項目及び特記事項は、●印のついたものを本工事に適用する。ただし●印のない場合は※印を適用する。

　(２)　特記事項のうち選択する事項は、●印の付いたものが無ければ※印を適用し、○印のものは適用しない。

負担とする。続

機 材 等

　　特　　　　記　　　　事　　　　項項　　　　目種目

●

●

但し、これらと同等のものとする場合は、監督職員の承諾を受ける。

機材等の検査に伴う

試験

●

○

工事用電力・水道

下水道・その他 すべて受注者の負担とする。

構内につくることが　　※できる　　　○できない工 事 用 仮 設 物

工事の施工に必要な官公署その他への手続は、受注者が行い、その費用は受注者の官公署その他への手

●

●

●
 
一
般
共
通
事
項

試験を行う機材等は、標仕による。

発 生 材 の 処 理 引き渡しを要するもの　　※無　　○有●

監 督 職 員 事 務 所

軽微なものを除き、施工図を提出すること。また、当該建物の取得する施工図等の

著作権に係わる当該建物に限る使用権は発注者に移譲するものとする。

施 工 図 等

※書類作成の手引きによる。完 成 図 等

●

●

新たに設置する機材等については、工場試験成績書(判定基準を含む)とともに製造者

による現場試運転を実施し、試運転結果報告書(判定基準を含む)を提出すること。

ただし、引き渡しを要しないものは、｢廃棄物の処理及び清掃に関する法律｣等の

関連法令に基づき適切に処理すること。

機材等は、使用機材等指定表(　３　号図)によるほか、これらと同等のものとする。

その他指定する機材　※無　○有(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)

※設けない　　　○設ける(　　　号)

　　　　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　公共建築工事標準仕様書(機械設備工事編)[平成31年版]、

　　　　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　公共建築改修工事標準仕様書(機械設備工事編)[平成31年版]、

　　　　国土交通省大臣官房官庁営繕部設備・環境課監修　公共建築設備工事標準図(機械設備工事編)[平成31年版]、

　　　　（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　公共建築工事標準仕様書(機械設備工事編)[平成31年版]は、以下｢標仕｣、

　　　　　同部監修　公共建築改修工事標準仕様書(機械設備工事編)[平成31年版]は、以下｢改標仕｣、同部設備・環境課

　　　　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　公共建築工事標準仕様書(電気設備工事編)[平成31年版]により、

　　　　建築工事は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　公共建築工事標準仕様書(建築工事編)[平成31年版]による。

施設管理者の同意の上、施工計画書により監督職員の承諾を受けたものを除き、

地中埋設標及び埋設

表示用テープ

●

また、埋設表示用テープの適用色は、以下による。

○ あと施工アンカー

おいて指定された部分を除き、ステンレス鋼製とする。

　１）ピット内、多湿箇所、屋外露出の配管及びダクトの吊り・支持・固定用部材

　３）土間コンクリート床下部等の土中埋設配管等の吊り部材

吊り・支持・固定●

空調室内機等をスラブから吊りボルトで吊る際、吊りボルト長さが１．５ｍ以上と

振れ止め

○ 既設機器について脱着を行う場合には、取り外しの前に既設機器の試運転を行い、

既設機器の機能について確認すること。また、再取付後には既設機器の製造者に

よる試運転調整を実施し、既存機能が保持されていることを確認すること。

試運転調整を必要とする既設機器は以下に示す機器とする。

既存のコンクリート床、壁などの配管貫通部の穴明けは、原則としてダイヤモン

ドカッターを使用する。なお、復旧はモルタル補修とし、外壁塗装の補修等は原

則として現状復旧とする。また、はつり施工前に必ず鉄筋探査等を行い、既存構

造体の構造耐力を低下させることのないように施工すること。

○

防 火 区 画

区画貫通部の処理

取 付 枠

防煙ダンパー及び防

火防煙ダンパー

ド レ ン 抜 き

防火区画部に取付る吹出口､吸込口等で取付枠を必要とするものは、鋼材を使用する。

復帰方式は　　※手動方式

外壁に面するガラリに直接取付けるチャンバー類に必要に応じ設ける。

○

○

○

○

○

建築基準法施行令第１１２条第１５項に規定する耐火構造等の防火区画等を貫通

する管は、その隙間をモルタル又はロックウール保温材で埋める。

空 調 室 内 機 等 の

既設機器の試運転調整

は つ り ・ 復 旧

なる場合には、振れ止めの措置を講ずること。

２）消火管　地中埋設標(※要　○不要)　　埋設表示用テープ(※要　○不要)

１）給水管　地中埋設標(※要　○不要)　　埋設表示用テープ(※要　○不要)

３）ガス管　地中埋設標(※要　○不要)　　埋設表示用テープ(※要　○不要)

４）油　管　地中埋設標(※要　○不要)　　埋設表示用テープ(※要　○不要)

５）特殊管　地中埋設標(※要　○不要)　　埋設表示用テープ(※要　○不要)

　給水管：(　青　)色　　　消火管：(　赤　)色　　　ガス管：(　緑　)色

　油　管：(　黄　)色　　　特殊管：(　白　)色

　２）屋外設置機器用部材(アンカーボルト、ナット類、鋼製架台等)

(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)

○平面階(面積区画)　　　　○図示

　　　　　　　○遠方復帰式(電気式　定格入力　ＤＣ２４Ｖ－０．６Ａ以下)

以下に示す吊り・支持・固定に用いる部材(ボルト・ナット類含む)は、図面に

 屋 内 調 整 目 標 値 )

(屋外温湿度条件及び

冬　期

　　　　注）(　　)内の数値は、防震支持の機器の場合を示す。

配管類の保温の仕様は(　２　)号図の保温工事仕様表による。ただし、工事種目別

配管材料は、標仕によるほか、(　２　)号図の配管材料一覧による。ただし、

　　　％　　　℃

　　　％　　　℃50.0 ％28.0 ℃

44.5 ％

44.3 ％

48.8 ％

62.3 ％

36.1 ℃

36.1 ℃

34.8 ℃

31.2 ℃

夏　期
14時

16時

12時

時　期

場　所

 9時

(　　　)室一般の室

湿度(RH)温度(DB)湿度(RH)温度(DB)湿度(RH)温度(DB)

屋　　　外

67.2 ％ 40.0 ％19.0 ℃ 0.4 ℃

　　　　(○吸収冷凍機　　○吸収冷温水機　　○吸収冷温水機ﾕﾆｯﾄ　　　　　　　)

○冷凍機(○ﾁﾘﾝｸﾞﾕﾆｯﾄ　○空気熱源ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟﾕﾆｯﾄ　○遠心冷凍機　　○ｽｸﾘｭｰ冷凍機)

○ボイラー　　○温水発生機(○真空式　　○無圧式)

○空気調和　　○ダクト方式(○中央　　○各階ユニット)

※樹脂製　A2版　　　　○(　　　　)製　(　　　)版

　(ただし、ダクト及び消音エルボは内寸法を示す。)

４)点検口は内貼り仕様又は断熱戸とする。

３)レターンチャンバーの内貼りの仕様はサプライチャンバーに準ずる。

２)チャンバーの寸法は、外形寸法を示す。

１)消音内貼り部分の外部保温は　　※不要　　○要

ダクト、チャンバー及び消音エルボの内貼り(箇所図示)は次による。

(図面特記部分は除く)

(図面特記部分は除く) 工事種目別における特記部分及び図面において指定のある部分は除く。

○ｺｰｼﾞｪﾈﾚｰｼｮﾝ装置　　○氷蓄熱ﾕﾆｯﾄ　　○冷却塔　　○EHP　　○GHP

設計時の温湿度条件

主 要 熱 源 機 器

○冷暖房　　　○パッケージ形空気調和機

　　　　　　　○ファンコイル・ダクト併用方式　　○個別方式

方 式

○ 機械室に系統図、操作手順、注意事項及び連絡先などを書いた掲示板を設ける。掲 示 板

○ 消 音 内 貼

における特記部分及び図面において指定のある部分は除く。　

保 温●

配 管 材 料●

　　ロ）鉛直震度は、水平震度の１／２とする。

(備考1)　重要水槽は重要機器として扱う水槽類、一般水槽は一般機器として扱う

　水槽類を指し、水槽類にはオイルタンク等を含む。

　

(備考2)　上層階は、2～6階建の場合は最上階、7～9階建の場合は上層2階、10～12階

　建の場合は上層3階、13階建以上の場合は上層4階を指す。

(備考3)　中層階は、1階を除く各階で上層階に該当しないものを指す。

(備考4)　設置場所の区分は、機器を支持している床部分にしたがって適用する。

　床又は壁に支持される機器は当該階を適用し、天井面より支持(上階床より支持)

　される機器は支持部材取付床の階(当該階の上階)を適用する。

○本工事において、重要機器及び重要水槽は、下記に示すものとする。

　(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)

　(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)

※

0.6

0.6

1.0

1.0

1.0

1.5

(0.6)

0.4

(1.0)

0.6

(1.5)

1.0

0.6

1.0

1.5

(1.0)

(1.5)

(2.0)

水槽水槽

一般重要一般

機器機器

重要

1.0

1.0

1.5

1.5

1.5

2.0

水槽水槽

(1.0)

0.6

(1.5)

1.0

一般重要

(1.0)

1.0

(1.5)

1.5

1.5

一般

機器

(2.0)

機器

一般施設○ 特定施設

地下階

１階及び

中層階

 設置場所

(2.0)

2.0

重要

上及び塔屋

上層階、屋

○ 耐 震 性 能 の 確 認

ダ ク ト の 種 別 ※低圧ダクト　　　　　○高圧１ダクト　　　　　　○高圧２ダクト

○ ダ ク ト の 工 法

(円形ダクト)　　※スパイラルダクト

○ ダクトの分岐方法 ○割込み工法　　　　　○直付け方法

○ チ ャ ン バ ー 等 アネモディフューザー及び線状吹出口には下記の接続チャンバーを設ける。

アネモディフューザー 線　状　吹　出　口

形番 寸　　　　法 記号 寸　　　　　　　　　法

12.5 BL-S

15 BL-D

20 BL-T

25 C  L

30

消音内貼　　※要　　　○不要

(長方形ダクト)　※アングルフランジ工法　　　○コーナーボルト工法

(吹出口長さ＋100)×300×350H×0.6t

(吹出口長さ＋100)×300×350H×0.6t

(吹出口長さ＋100)×300×350H×0.6t

(吹出口長さ＋100)×300×350H×0.6t

350×350×300H×0.5t

400×400×300H×0.5t

450×450×300H×0.5t

500×500×300H×0.6t

550×550×300H×0.6t

工 事 範 囲

換 気 方 式

ダ ク ト の 種 別

ダクトの分岐方法 給気用ダクト　　※割込み方式　　○直付け方式

排気用ダクト　　※割込み方式　　○直付け方式

○

１）排気フードの補強、支持金物、接合材等は、亜鉛鉄板製ダクトの当該事項

　　によるものとし、材質は下記による。

２）排気フード廻りに取付ける幕板は、上記フードと同材質とする。

排 気 フ ー ド

保 温○

(円形ダクト)　　※スパイラルダクト

(長方形ダクト)　※アングルフランジ工法　　　○コーナーボルト工法

○ 工 事 範 囲○
 
排
煙
設
備

○機器据付・取付　　　○ダクト　　　○断熱・塗装他　　　○総合調整

○廊下　　○事務室　　○図示　　最大面積　　　㎡排 煙 対 象 部 分○

ダ ク ト の 種 別○

ダ ク ト の 工 法○

※高圧１ダクト　　　　　　　○高圧２ダクト

○ ダ ク ト の 材 料 ※亜鉛鉄板製　　○普通鋼板製

１）形状　　○スリットフェース形　　○パネル形　　○ダンパー形排 煙 口○

保 温○

工 事 範 囲○

○ 大便器耐火カバー

洗 浄 方 式 等 洗面器・手洗器　水栓　○ハンドル式　○レバー式　○感知式　○足踏式○

自動水栓等電源供給方式　　※ＡＣ電源　　○自己発電方式　　○バッテリー

大便器洗浄方式　○手動FV式　○ロータンク式　○感知FV式　○リモコン式

○
 
衛
生
器
具
設
備

工 事 範 囲

給 水 方 式 ○水道直結方式　○高置タンク方式　○加圧給水方式　○タンクレス給水方式

配 管 材 料

バ ル ブ ボ ッ ク ス

○

○ ※鉄蓋付コンクリート一体型　　　○標準図ＶＣ型

○

加 入 金

ボックス内部貯留水

排出措置 に、砂利敷きや桝底部の水抜き管の設置等、貯留水排出のための措置を講ずること。

１）多湿箇所のダクトの保温　　　※不要　　○要

２）全ての外気取入ダクト及び外壁から１ｍ迄の排気ダクトに保温を行う。

○据　付　　　　　○調　整

小便器洗浄方式　○手動FV式　○感知FV式　○ハイタンク式

車椅子対応便器洗浄方式　　※感知式（リモコン併用）　　　○リモコン式

(図面特記部分を除く)

※低圧ダクト　　　　　○高圧１ダクト　　　　　○高圧２ダクト

　　　※本工事　　　　○別途工事

３）グリースフィルターの予備　　※不要　　○要

ダクト等の保温の仕様は(　２　)号図の保温工事仕様表によるほか、以下による。

３）全熱交換形換気扇に接続されるダクト(OA・EA・SA・RA)の全てに保温を行う。

(長方形ダクト)　※アングルフランジ工法　　　　○コーナーボルト工法

２）排煙口の作動　　※手動(※機械式　○電気式)　　　○煙感知器連動

３）復帰装置　　※手動復帰式(※手動式　○電気式)　　　○遠方復帰式

床下及び暗渠内の保温　　※不要　　　○要(図示)

　　※ステンレス鋼板(補強共)　　　　○亜鉛鉄板

※設ける(ピット内は除く)　　○設けない

配管材料は、(　２　)号図の配管材料一覧による。

※要(※別途　　○本工事)　　　○不要

バルブボックス(散水栓ボックス含む)内には、使用水や雨水等が溜まることのないよう

(図面特記部分は除く)

(円形ダクト)　　※スパイラルダクト(内はぜ)　　○シーム溶接ダクト

○ 定風量ユニット・変 ○メカニカルタイプ　　○風速センサータイプ

風量ユニット

○ ファンコイルユニッ

ト 　　　　　　　　　　※ピーコックは黄銅製とする。

３）天井吊り形、カセット形ファンコイルユニットの操作スイッチには、運転表

　　示灯を設ける。

○ オイルサービスタン

ク ２）油面制御装置の機能は下記による。

　　○給油ポンプの起動、停止制御用　　○返油ポンプの起動、停止制御用

○ 地下オイルタンク

３）タンク室を

６）遠隔油量指示計　　※設ける

○ 鋼 板 製 煙 道

○ ば い 煙 濃 度 計

※ファン付き　　○ファンなし 

○ ばいじん量測定口

○ 保 温 及 び 塗 装 標仕の当該事項によるほか、以下による。

　　　２）ﾌｧﾝｺｲﾙﾕﾆｯﾄ等のドレン管の保温は、給排水衛生設備工事の排水管による。　　

３）弁・ストレーナなどの金属製カバー外装種別は、下記による。

　　　ロ）屋外　　※ステンレス鋼板　○カラー亜鉛鉄板

４）エアー抜き管の保温厚は２０mmとし、仕様は当該配管の項に準ずる。また、

　　保温を行う範囲は、エアー抜き弁までとする。　　　　　　
５）加湿用給水タンクの保温は冷温水タンクに準ずる。

６）トラフ内の油管はプラスチックテープ1/2重ね１回巻きとする。

７）膨張管の保温は冷温水管に準ずる。また、補給水管の保温は給水管に準ずる。

８）保温を施す膨張タンク等の蓋の保温は　※要　　○不要　とする。

９）下記部分の冷却水配管は、保温（防露）を行い、仕様は温水管の項による。

○ 試 験 ※要　　　○不要

１）冷媒管の保温は標仕による。また、冷媒用断熱材被覆銅管の保温外装は露出部

１）付属品その他　　○流量調整弁　　○定流量弁(流量の調整が容易なもの)

２）風量分配ダクト　○亜鉛鉄板製　　○自己消火性のポリスチレンフォームなど

１）油圧計　　※ゲージ式　　○ガラス管式

　　○満油警報　○遠隔警報(○減油　　○満減油)

１）ＴＯ－　　形　※鋼板製　　　○鋼製強化プラスチック製二重殻

２）ふたは(※ＷＰＭ－ＡＷ形　　　○ＷＰＭ－ＤＷ形)とする。

　　○設ける　　　　　　　　コンクリート工事は　※本工事　　○別途建築工事

　　※設けない(コロッケ形)　コンクリート工事は　※本工事　　○別途建築工事

　　　　　　　　　　　　　　内部充填砂は　　　　※本工事　　○別途建築工事

４）タンク外面防護処理方式　　※アスファルト被覆　　○エポキシ樹脂被覆

５）基礎杭は　　※不要　　　○要(○本工事　　○別途)

鋼板の厚さは、(※３．２mm以上　　○４．５mm以上)とする。

※設ける(電源はﾎﾞｲﾗｰ制御盤より取出し、配管配線共本工事に含む)　　○設けない 

煙道に１００φ以上のフランジ付きの検査口を設ける。

(図面特記部分は除く)

　　のみ施工し、その仕様は(　２　)号図による。

　　(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)

　　　イ）屋内　　※カラー亜鉛鉄板　○ステンレス鋼板

　　　　機械設備工事 施工監理ノート[最新版]による。

　　　　大津市建設部建築課作成　工事監理書類作成の手引き(機械設備工事編)[最新版]、及び大津市建設部建築課作成　

　　　　　監修　公共建築設備工事標準図(機械設備工事編)[平成31年版]は、以下｢標準図｣、大津市建設部建築課作成　

　　　　　監理ノート[最新版]は、以下｢施工監理ノート｣という。）

　　　　　工事監理書類の手引き(機械設備工事編)[最新版]は、以下｢書類作成の手引き｣、同課作成　機械設備工事施工

○ そ の 他 着手前に大津市企業局と協議を行い、その指示に従うこと。

冷 媒 管 径 の 適 用 図面に記載の冷媒管径は参考値であるため、事前に監督職員の承諾を受けた上で、

当該配管に係る空気調和機器の製造者の推奨する冷媒管径において施工すること。

試 験 ※要　　　○不要

　(３)　本工事は大津市契約規則、建設業法、建築基準法、消防法、労働安全衛生法、大津市水道事業給水条例、大津市

　　　　ガス供給条例、大津市下水道条例及びこれらの関係諸法を遵守し施工する。

あと施工アンカーを使用する際には、｢建築設備耐震設計・施工指針　2014年版｣

なお、埋め込んだ長さのうち、仕上げモルタル等の厚さについては、有効な埋め込

み長さとはみなさないため、当該厚さ等を勘案し、注意して施工すること。

１）耐震措置の計算・施工方法は、標仕、標準図等による。

　　イ）設計用水平震度

　　どの耐震性能を確認し、報告書を作成提出後、監督職員の承諾を受ける。

２）下記の設計用水平震度及び鉛直震度により、据付ボルト、アンカーボルトな

((一財)日本建築センター発行)に基づき材料を選定し、事前にその使用について

承諾を得た上で、製造者が引抜耐力を保証する埋込長さを満足するように施工す

ること。

旧ケアセンターおおつ棟改修工事

滋賀県大津市本宮二丁目９-９

４． 工事種目

３．

建 物 名 称 構 造

旧ケアセンターおおつ棟 ＲＣ造

階 数 延床面積（㎡） 備 考

４ 4,356.20　 １階改修面積

：947.93㎡

旧ケアセンターおおつ棟

●

●

●

●

●

●

●

●
 
空
気
調
和
設
備

工 事 範 囲●

●

●機器据付・取付　　　●配　管　　　　○ダクト　　　○保温・塗装他

●総合調整

●

●

○

●

●
 
換
気
設
備

● ●機器据付・取付　　　●ダクト　　　○防露・塗装他　　　●総合調整

● ○第一種換気　　　　　○第二種換気　　　　　　●第三種換気

●

ダ ク ト の 工 法●

●

●
 
給
水
設
備

●

●

●

●

●機器据付・取付　　　　●配　管　　　　●保温・防露・塗装他　　　●調　整

機械設備工事特記仕様書1

Ｍ

1

1:---(A1)

　　　

　 の結果を通知した日(契約書第31条第6項に該当するものを含む。)とする。)

　 (なお、検査を完了した日とは、発注者が契約書第31条第2項に基づく当該検査

　　　せにおいて定める。)

　　　(なお、現場施工に着手する日については、契約締結後、監督職員との打合

　　　資機材の搬入又は仮設工事等が開始されるまでの期間)

　  ※　請負契約の締結後、現場施工に着手するまでの期間(現場事務所の設置、

ては、専任を要しない。

任期間については、原則として契約工期とするが、下記の１)及び２)の期間につい

建設業法の定めによる。なお、技術者等の専任を要する場合における技術者等の専

の 専 任 期 間

主 任 技 術 者

監 理 技 術 者 又 は●

3 受注者は､暴力団員等による不当介入を受けたことが明らかになり､工程等に被害が

　生じた場合は､監督職員と協議するものとする｡

2 受注者は､前項により通報を行った場合には､速やかにその内容を記載した通報書

　(別記様式第1号)により所轄警察署に届け出るとともに､監督職員に報告するもの

　とする｡また､受注者は､以上のことについて､下請負人(再委託の協力者を含む)に

　対して､十分に指導を行うものとする。

１) ○　請負契約の締結の日の翌開庁日から令和　　年　　月　　日までの期間

　 完了した日から契約工期満了までの期間

主任技術者又は監理技術者(以下｢技術者等｣という。)の専任の要否については、

２) 工事請負契約書(以下｢契約書｣という。)第31条第2項の規定に基づく検査を

特例監理技術者及び

監 理 技 術 者 補 佐

● １．本工事は、建設業法第26条第3項ただし書の規定の適用を受ける監理技術者

　（以下、｢特例監理技術者｣という。）の配置は、

　(1)　建設業法第26条第3項ただし書による監理技術者の職務を補佐する者を専任で

　　 配置すること。

　(2)　監理技術者補佐は、一級施工管理技士補又は一級施工管理技士等の国家資格

　　 者、学歴や実務経験により監理技術者の資格を有するものであること。なお、

　　 監理技術者補佐の建設業法第27条の規定に基づく技術検定種目は、特例監理

　　 技術者に求める技術検定種目と同じであること。

　(3)　監理技術者補佐は入札参加者と直接的かつ恒常的な雇用関係にあること。

　(4)　同一の特例監理技術者が配置できる工事の数は、本工事を含め同時に２件

　　 までとする。（ただし、同一あるいは別々の発注者が、同一の建設業者と締結

　　 する契約工期の重複する複数の請負契約に係る工事であって、かつ、それぞれ

　　 の工事の対象となる工作物等に一体性が認められるもの（当初の請負契約以外

　　 の請負契約が随意契約により締結される場合に限る。）については、これらの

　　 複数の工事を一の工事とみなす。）

　(5)　特例監理技術者が兼務できる工事は大津市内の工事でなければならない。

　(6)　特例監理技術者は、施工における主要な会議への参加、現場の巡回及び主要

　　 な工程の立会等の職務を適正に遂行しなければならない。

　(7)　特例監理技術者と監理技術者補佐との間で常に連絡が取れる体制であること。

２．本工事の監理技術者が特例監理技術者として兼務する事となる場合、前項(1)～

　 (8)の事項について確認できる書類を下記により提出すること。

３．本工事において、特例監理技術者及び監理技術者補佐の配置を行う場合又は

　配置を要さなくなった場合は適切にＣＯＲＩＮＳへの登録を行うこと。

　(8)　監理技術者補佐が担う業務等について、明らかにすること。

　(1)　監理技術者補佐の資格を有する書類（一級施工管理技士等の国家資格者など

　　 の合格証など）

　(2)　(1)の提出書類と同じ

　(3)　監理技術者補佐の直接的かつ恒常的な雇用関係を証明する書類（３か月以上の

　　 雇用関係を証明できる健康保険被保険者証の写しなど）

　(4)　特例監理技術者が兼務する工事のＣＯＲＩＮＳの写し等

　(5)　(4)の提出書類と同じ

　(6)　業務分担、連絡体制等を記載した書類（施工計画書など）

　(7)　(6)の提出書類と同じ

　(8)　(6)の提出書類と同じ

機器類の能力、容量等は表示された数値以上とする。容 量 等 の 表 示●

電 線 及 び 電 線 管●

　　　絶縁電線　　　　※ＥＭ－ＩＥ　　　○ＩＶ　　　○ＨＩＶ

１）標仕第4編自動制御設備工事の項によるほか、使用する電線類は以下による。

　　びコンクリート打込み配管に使用する。

３）特記なき電線管はＰＦ管（合成樹脂製可とう管）の一重管とし、隠蔽配管及

２）原則として電線による色別とし、ケーブルの場合は端末にて相色別を施す。

一 般 用 弁●

弁 用 樹 脂 製 札

ﾌ ﾚ ｷ ｼ ﾌ ﾞ ﾙ ｼ ﾞ ｮ ｲ ﾝ ﾄ

伸 縮 管 継 手

水槽廻り等に取付けるフレキシブルジョイントは、鋼鈑に対してはベローズ形

ＦＲＰに対しては合成ゴム製とする。

鋼管用伸縮管継手　　※ベローズ形　　○スリーブ形

●

●

●

絶 縁 継 手 異種金属となる配管の接続部には絶縁継手を用いる。

溶接の非破壊試験

地中埋設配管の埋戻し

土

●

●

　　　　　 (その他の部分)　                ※５Ｋ　　　　○（　　　）Ｋ

●

コンクリート管以外の管を土中埋設する場合の管廻り保護砂は以下による。

● 再生砂、再生砕石、 契約図書中の山砂の類、砂利、砕石及びアスコンに代替し、監督職員の承諾を得た

ただし、再生砂の使用に先立ち、１購入あたり１検体の六価クロム溶出試験を行い、

土壌の汚染に係る環境基準に適合することを確認すること。

　　　制御ケーブル　　※ＥＭ－ＣＥＥ　　○ＥＭ－ＣＥＥ－Ｓ　　○ＣＶＶ

　　　電源ケーブル　　※ＥＭ－ＥＥＦ　　○ＥＭ－ＣＥ　　　　　○ＣＶ

電 気 保 安 技 術 者

●

調整

電気主任技術者との

● 他 工 事 と の 取 合

工事施工前に、電気主任技術者と連絡を取り、電気設備工事との調整を図ること。

施工図を提出し、監督職員の承諾を受けること。

工事区分表によるほか、建築工事・電気設備工事等との取り合い等を検討できる

○

上で、再生砂、再生砕石及び再生アスコン等の再生材を、再生アスコン使用

　※使用することができる。　　　　○使用することができない。

本工事には、受注者において電気保安技術者を置くものとし、監督職員の指示に

従い、電気工作物の保安業務を行うこと。

JIS又はJV　(水道直結部分及び図面特記部分)　※１０Ｋ　　　○（　　　）Ｋ

　　　(リモコン線、室内外機連絡線を含む。)

(図面特記部分は除く)

１）屋外埋設部分　　※山砂の類(標仕による)　　○掘削土の良質土

２）土間下埋設部分　※山砂の類(標仕による)　　○掘削土の良質土

※適用しない　　○適用する(○放射線透過検査　○浸透探傷検査又は磁粉探傷検査)

系統名・流体名・開閉表示等を表記した樹脂製札を取付する。(SUS製玉鎖共)

屋 外 埋 設 深 さ 給水・ガス・消火管共通●

残 土 処 分● ※構内敷き均し　　　　　○構内指示の場所

3)公道　　　※道路管理者の指示に従う

1)一般敷地　※300mm以上　○(   )mm　　2)構内車両通路　※600mm以上　○(   )mm　

○構外搬出適切処理　　　○指定処理(　　　　　　　　　　　　　)

　　※認める。　　○認めない。（ただし、以下の(1)～(8)の要件を全て満たすこと）

1 受注者は､暴力団員等(暴力団の構成員および暴力団関係者､その他市立市民病院発注

　工事等に　対して不当介入をしようとするすべての者をいう｡)による不当介入(不当

　な要求または業務の妨害)を受けた場合は､断固としてこれを拒否するとともに､不当

　のとする。

　介入があった時点で速やかに警察に通報を行うとともに､捜査上必要な協力を行うも
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旧ケアセンターおおつ棟改修工事

旧ケアセンターおおつ棟

○ 中 間 検 査 ○有（　　　　　　　　　　部分について）

　　　等を含有しない難揮発性の可塑剤を除く)が添加されていない材料を使用する。

　(ウ)接着剤は、可塑剤(フタル酸ジ－ｎ－ブチル及びフタル酸ジ－2－エチルヘキシル

　有すると共に、次の(ア)から(エ)を満たすものとする。

(２)建築物内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を

　閣議決定)｣による。

　関する判断の基準は、｢環境物品等の調達の推進に関する基本方針(平成28年2月

(１)国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律に基づく特定調達物品等に

　　　アルデヒドの放散量｣の区分に応じた材料を使用する。

　　　を発散しない又は発散が極めて少ない材料で、設計図書に規定する｢ホルム

　　　少ない材料を使用する。

　(イ)接着剤及び塗料は、トルエン、キシレン、及びエチルベンゼンの含有量が

　　　保温材、緩衝材、断熱材、塗料、仕上塗材は、アセトアルデヒド及びスチレン

　　　パーティクルボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着剤、

　(ア)合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、ＭＤＦ、

　　特　　　　記　　　　事　　　　項項　　　　目種目

制 約 条 件

○

○

○

○

　　：　　　～　　　：　　

図面により特記した場所及び部分について、それぞれ指定した期日までに大津市契約検査課の検査を受検し、合格すること。工事目的物の部分検査

作 業 可 能 時 間

現 場 作 業 期 間

●

　　○溶融アルミニウム－亜鉛

　　　鉄板(ガルバリウム鋼板)

　　○カラー亜鉛鉄板

XI XI XI XI
５．※ステンレス鋼板

IXIX

１．グラスウール保温筒

２．鉄線

保温材

の厚み

１．グラスウール保温筒

２．鉄線

保温材

の厚み

保温材

の厚み

保温材

の厚み

３．ポリエチレンフィルム

１．ポリスチレンフォーム保温筒

保温材

の厚み
材料、施工順序 材料、施工順序 材料、施工順序

屋内露出

材料、施工順序材料、施工順序

機械室、書庫、倉庫
暗渠内 屋外露出・多湿箇所

３．ポリエチレンフィルム

４．着色アルミガラスクロス

１．アルミガラスクロス化粧

　　グラスウール保温筒

　　粘着テープ

２．アルミガラスクロス

及び空隙壁中

３．原紙

４．アルミガラスクロス ４．※ステンレス鋼板

　　○カラー亜鉛鉄板

　　○溶融アルミニウム－亜鉛

１．ポリスチレンフォーム保温筒

２．粘着テープ

１．グラスウール保温筒

２．鉄線

３．ポリエチレンフィルム

　　○カラー亜鉛鉄板

　　○溶融アルミニウム－亜鉛

４．※ステンレス鋼板

１．グラスウール保温筒

２．鉄線

１．グラスウール保温筒

２．鉄線

１．グラスウール保温筒

２．鉄線

３．ポリエチレンフィルム

４．着色アルミガラスクロス

１．アルミガラスクロス化粧

　　グラスウール保温筒

　　粘着テープ

２．アルミガラスクロス３．原紙

４．アルミガラスクロス

１．グラスウール保温筒

２．鉄線

１．グラスウール保温筒

２．鉄線

１．アルミガラスクロス化粧

　　グラスウール保温筒

　　粘着テープ

２．アルミガラスクロス３．原紙

４．アルミガラスクロス排水及び

通気管

　　○溶融アルミニウム－亜鉛

　　○カラー亜鉛鉄板

４．※ステンレス鋼板

　（多湿箇所のみ）

２．鉄線 ２．鉄線

３．アルミガラスクロス

４．きっ甲金網

ＩＩ Ｉ Ｉ Ｉ

VII VII VII VII

排気筒機
器

給
排
水
衛
生
設
備
工
事
の
保
温

施工

箇所
区分

１．グラスウール保温筒

２．鉄線

１．グラスウール保温筒

２．鉄線 ２．鉄線

３．ポリエチレンフィルム３．ポリエチレンフィルム

４．着色アルミガラスクロス ４．※ステンレス鋼板

　　○カラー亜鉛鉄板

　　○溶融アルミニウム－亜鉛

３．ポリエチレンフィルム

１．グラスウール保温筒１．グラスウール保温筒

２．鉄線

給湯管

２．粘着テープ

１．グラスウール保温筒

２．鉄線

３．ポリエチレンフィルム

４．アルミガラスクロス

３．ポリエチレンフィルム

４．原紙

５．アルミガラスクロス

冷温水管

冷水管

(膨張管含む)

IIIIIIIIIIIIIII

IX
２．鉄線

１．※カラー亜鉛鉄板 １．※カラー亜鉛鉄板 １．※ステンレス鋼板

　　　鉄板(ガルバリウム鋼板)

　　　鉄板(ガルバリウム鋼板)

　　　鉄板(ガルバリウム鋼板)

被覆銅管

　　●カラー亜鉛鉄板

　　●カラー亜鉛鉄板

　　●カラー亜鉛鉄板

４．※合成樹脂カバー１

　　○合成樹脂カバー２

　　●カラー亜鉛鉄板

３．※合成樹脂製カバー１

　　○合成樹脂製カバー２

３．※合成樹脂製カバー１

　　○合成樹脂製カバー２

３．※合成樹脂製カバー１

　　○合成樹脂製カバー２

１．鋲

２．グラスウール保温板

１．鋲

２．アルミガラスクロス化粧

　　グラスウール保温板

３．アルミガラスクロス

　　粘着テープ

１．鋲

２．アルミガラスクロス化粧

　　グラスウール保温板

３．アルミガラスクロス

　　粘着テープ

１．鋲

２．グラスウール保温板

３．ポリエチレンフィルム

４．鉄線

　　○溶融アルミニウム－亜鉛

　　　鉄板(ガルバリウム鋼板)

　　○カラー亜鉛鉄板

XI XI XI XI
５．※ステンレス鋼板

長方形

ダクト

ダクト

１．グラスウール保温帯

２．鉄線

３．※カラー亜鉛鉄板

１．アルミガラスクロス化粧

　　グラスウール保温帯

２．アルミグラスクロス

　　粘着テープ　　○ステンレス鋼板

天井内、パイプ／ダクトシャフト内

スパイラル

１．アルミガラスクロス化粧

　　グラスウール保温帯

２．アルミグラスクロス

　　粘着テープ

一
般
ダ
ク
ト

空
気
調
和
設
備
工
事
の
保
温

　（外装材指定）

VII VII VII

１．ポリスチレンフォーム保温筒

２．粘着テープ

３．ポリエチレンフィルム

１．ロックウール保温帯

３．カラー亜鉛鉄板 ３．カラー亜鉛鉄板

１．ロックウール保温帯 １．ロックウール保温帯

　　○ステンレス鋼板

３．※カラー亜鉛鉄板

１．グラスウール保温帯

２．鉄線

３．ポリエチレンフィルム

４．鉄線

消火管

給水管 VII VII

　　○合成樹脂性カバー１

　　○合成樹脂性カバー２

　　○保温化粧ケース

　　○合成樹脂製カバー１

　　○合成樹脂製カバー２

　　○保温化粧ケース

　　○カラー亜鉛鉄板

　　○溶融アルミニウム－亜鉛

　　　鉄板(ガルバリウム鋼板)

　　○保温化粧ケース

(注　記)

・通気管の保温は排水管からの分岐部から100mm以内の範囲に限り施工する。

令和　　年　　月　　日　から　令和　　年　　月　　日まで

騒 音 発 生 工 事

１）保温工事の施工場所別仕様については、標仕によるほか、下表による。ただし、本表に記載のない区分については、標仕による。保温材は、標仕に規定される密度を有しないものは、使用してはならない。

断熱材

冷媒用

敷 地 内 喫 煙

保温工事仕様表(図面特記部分を除く)

(一般居室、廊下)

管(

継
手
及
び
弁
類
を
含
む)

(ピット内含む) (厨房天井内は除く)

　　　鉄板(ガルバリウム鋼板)

管(

継
手
及
び
弁
類
を
含
む)

・本工事において、保温工事に係る多湿箇所は(　　　　　　　　　　　　　　　　　　)とする。

※工期内常時施工可能　　　○土日祝日のみ可能　　　○施設管理者の指定日(　　　　　　　　　　　　　　　　)を避ける

※敷地内全面禁止　　　　　○施設管理者の指定場所(　　　　　　　　　)のみ可　　　　　○制限無し

(該当する場合のみ)

　(外装材指定) 　(外装材指定)

(膨張管含む)

・冷媒用断熱材被覆銅管の保温外装については、変形や歪みを生じないように適切に施工すること。

・空調機の冷媒管及びドレン管の保温外装材については、屋内露出配管でかつ壁面支持とする場合、樹脂製保温化粧ケースを使用すること。

●

●

３）公道仕様

５０

再生密粒アスファルト

良質在来土

１５０

再生密粒アスファルト

良質在来土

３０
１００

舗装要領断面図

施工すること。

○

　　公道の路盤材、舗装(基層・表層)の仕様等については、当該道路を所管する道路管理者の指示に従うこと。

再生砕石(ＲＣ-３０)

再生砕石(ＲＣ-３０)

アスファルト合材と路盤材の接する部分については、プライムコート(ＰＫ－３)を施工すること。

また、アスファルト合材と路盤材以外(既設アスファルト等)が接する部分については、タックコート(ＰＫ－４)を

１）車道仕様(Ａ－５－１５)

２）歩道仕様(Ａ－３－１０)

○ 埋設表示標施工要領図

GL ２０

舗装仕上面に天端合わせ

２）地中埋設標(鉄製)

舗装仕上面

３
０

０

３
０

０

７
０

舗装仕上面

モルタルによる抜け止め

　ａ）舗装のない場合

１）地中埋設標(※ｺﾝｸﾘｰﾄ製　○樹脂製)

ｂ）舗装のある場合(特記のある場合のみ) 　(舗装のある場合のみ)

※頭部には、図示の矢印及び｢水｣、｢ガス｣、｢油｣等の用途を表示する。ｺﾝｸﾘｰﾄ製のものにあっては、彫込み表示とする。

●

屋
内
一
般
・
機
械
室
・
便
所

コ
ン
ク
リー

ト
・
Ｃ
Ｂ
内

暗
渠
・
ピ
ッ
ト
・
多
湿
箇
所

地
中(

埋
設)

屋
外
露
出

給水

SGP白 (JIS G 3452)

STPG370 (JIS G 3454)

SGP-VA (JWWA K 116)

SGP-VB (JWWA K 116)

SGP-FVA (WSP 011)

SGP-VD (JWWA K 116)

SGP-FVB (WSP 011)

SGP-FVD (WSP 011)

● ●

●

配管用炭素鋼鋼管

圧力配管用炭素鋼鋼管

水道用硬質塩化ﾋﾞﾆﾙﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管

(ﾌﾗﾝｼﾞ付硬質塩化ﾋﾞﾆﾙﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管)

水道用耐熱性硬質塩化ﾋﾞﾆﾙﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管 SGP-HVA (JWWA K 140)

消火用硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ外面被覆鋼管 SGP-VS (WSP 041)

●

地
中(

埋
設)

屋
内
通
気

屋
外
通
気

地
中(

埋
設)

屋
外
露
出
汚
水
・
雑
排
水

屋
内
地
中

屋
外
地
中(

埋
設)

コ
ン
ク
リー

ト
・
Ｃ
Ｂ
内

給湯 消火 都市ガス

● ●

●

○ ○ ○ ○

○

屋
内
雑
排
水

屋
内
汚
水

排水

○

○

○

○

○ ○

○ ○

屋
内
外

屋
内
外

屋
内
外
露
出
・
隠
ぺ
い

左
記
以
外

SUS304TPD (JIS G 3448)

SUS316TPD (JIS G 3448)

●

●

○

○ ○

○

○

○
一般配管用ｽﾃﾝﾚｽ鋼鋼管

銅及び銅合金の継目無管

外面被覆銅管 (JIS H 3330)

保温付被覆銅管 (JCDA 0008)

HIVP (JIS K 6742)

架橋ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管 XM PN15 (JIS K 6769)

耐衝撃性硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管 ●

○

○

○

○

○

○

○ ○

○

○

○ ○

○

○

○

○

○

○

○

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ被覆鋼管 P1H (JIS G 3469)

ｶﾞｽ用ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管 PE (JIS K 6774)

水配管用亜鉛めっき鋼管 SGPW (JIS G 3442)

排水用硬質塩化ﾋﾞﾆﾙﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管 D-VA (WSP 042)

排水用ﾉﾝﾀｰﾙｴﾎﾟｷｼ塗装鋼管

VP (JIS K 6741)

VU (JIS K 6741)

ｶﾗｰVP (JIS K 6741)

排水・通気用耐火二層管

ｺﾝｸﾘｰﾄ管 HP (JIS A 5372)

● ●

● ●

●

●

● ●

●

ﾎﾟﾘﾌﾞﾃﾝ管 PB (JIS K 6778)

耐熱性硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管 HTVP (JIS K 6776)

○ ○ ○ ○ ○

○

○ ○

○○○ ○ ○ ○

○○

○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

● ○○

○ ○ ○ ○ ○○

○

硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ管

(VUは桝間100A以上のみ適用)

耐候性硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ管

硬質(M) (JIS H 3300)

配管用ｽﾃﾝﾚｽ鋼鋼管
SUS304TP  (JIS G 3459)

SUS316TP  (JIS G 3459)

○

○ ○

○

○

●

●

○

SGP-NTA (WSP 032)

FDP (国交大臣認定品)

ﾅｲﾛﾝｺｰﾃｨﾝｸﾞ鋼管
○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

水配管用亜鉛めっき鋼管

SGP白 (JIS G 3452)

SGP黒 (JIS G 3452)
配管用炭素鋼鋼管

圧力配管用炭素鋼鋼管 STPG370 (JIS G 3454)

水道用硬質塩化ﾋﾞﾆﾙﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管 SGP-VA (JWWA K 116)

冷
温
水
管

冷
却
水
管

蒸
気
還
管

蒸
気
給
気
管

油
管

高
温
水
管

ブ
ラ
イ
ン
管

○ ○○

○

○○

(ﾌﾗﾝｼﾞ付硬質塩化ﾋﾞﾆﾙﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管) SGP-FVA (WSP 011)

SGP-HVA (JWWA K 140)

SGP-H-FVA
(WSP 054)

SUS304TPD (JIS G 3448)一般配管用ｽﾃﾝﾚｽ鋼鋼管

配管用ｽﾃﾝﾚｽ鋼鋼管

配管用溶接大径ｽﾃﾝﾚｽ鋼鋼管

硬質(M) (JIS H 3300)

外面被覆銅管

(JIS H 3300)
銅及び銅合金の継目無管

(JIS H 3330)

架橋ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管 XM PN15 (JIS K 6769)

ﾎﾟﾘﾌﾞﾃﾝ管 PB (JIS K 6778)

○

SGP-H-FCA

水道用耐熱性硬質塩化ﾋﾞﾆﾙﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管

(ﾌﾗﾝｼﾞ付耐熱性樹脂ﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管)

水道用ﾎﾟﾘ粉体ﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管鋼管

(ﾌﾗﾝｼﾞ付ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ粉体ﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管)

SGP-PA (JWWA K 132)

SGP-FPA (WSP 039)

○

○

○

○

○

○

●

●

●

●

冷
媒
管

ド
レ
ン
管

○

○

●

給
排
水
衛
生
配
管
の
雑
排
水
に
準
ず
る

空
調
用
給
水
管

●

難燃性PE付 (JCDA 0009)

○

●

○

SUS304TP  (JIS G 3459)

●

●

●

●

●

●

○

SUS304TPY (JIS G 3468)

SGPW (JIS G 3442)

SGP-FNP (WSP 067)

SGP-RNP (WSP 067)

配管材料一覧(図面特記部分を除く)

(空調配管)

(給排水衛生配管)

冷媒用断熱材被覆銅管

特記事項：(液化石油ガス配管の材料は、都市ガス配管の材料に準ずる。　　　)　(エ)建築基準法施行令第20条の7第3項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

　(ウ)建築基準法施行令第20条の7第1項に定める第三種ホルムアルデヒド発散建築材料

　(イ)建築基準法施行令第20条の7第4項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

　　　アルデヒド発散建築材料以外の材料

　(ア)建築基準法施行令第20条の7第1項に定める第一種、第二種、及び第三種ホルム

　(エ)に該当する材料を指す。

　とは次の(ア)又は(イ)に該当する材料を指し、同区分｢第三種｣とは次の(ウ)又は

(３)設計図書に規定する｢ホルムアルデヒドの放散量｣の区分において、｢規制対象外｣

　　　極めて少ない材料を使用したものとする。

　　　ホルムアルデヒド、アセトアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が

　(エ)(ア)の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器類は、

環 境 へ の 配 慮

※本工事　　○別途

書類を監督職員に提出する。

冷凍機等の撤去等に伴う冷媒の回収方法は、改標仕第3編2.4.3による。また、以下の処理

冷媒(フロン類)の

　○充填・回収証明書及び再生・破壊証明書、並びに引取証明書の写し

配 管 材 料 配管材料は、本図の配管材料一覧による。

○

○ そ の 他

試 験

ガ ス 漏 れ 警 報 器

ピ ッ ト 内 施 工 法

施 工 要 領

着手前に大津市企業局と協議を行い、その指示に従うこと。

工 事 範 囲○
 
浄
化
槽
設
備

○ ○設　置　　　　○機器据付・取付　　　○配　管　　　○塗装他　　　○調　整

3

制御盤よりの配線配管、機器類よりの配管、各槽間の配管は本工事とする。

ＢＯＤ　　　㎎/l以下

処理対象人員　　人　　処理水量　　　m /d

そ の 他

基 礎 杭

放 流 水 質

処 理 能 力

処 理 方 式

形 式 ○現場施工形　　○ユニット形

○ 保 温 材

支 持 金 物 等

保温材は、配管・ダクト等より分離する。

ダクト及び配管等の支持金物及び吊り金物は本工事にて撤去する。○

石 綿 含 有 品 石綿含有分析調査　　○本工事　　　※別途○

○
 
撤
去
工
事

○

○

○

○

○

○

また、大津市環境政策課及び大津労働基準監督署の指導に従うこと。

※都市ガス　１３Ａ 　　 ○液化石油ガス(※50㎏　　 ○20㎏　　○バルク)

(図面特記部分は除く)

都市ガス工事については、ガス事業者(大津市企業局)の仕様に従うこと。

※溶接工法　　　○(　　　　　)

※要(○気密　　○点火)

○小規模合併処理(別図参照)　　　○合併処理(別図参照)

基礎杭は　　※不要　　○要(○本工事　　※別途)

撤去方法　　　　　　○図示による　　　○(　　　　　　　　　　　　　　　　)

適用箇所：(　保温されない屋内外露出VP管(カラーVPを除く)　　　　　　　)

※要(○満水　　○通水)

※要(図示箇所に取付ける)　　　○不要

(図面特記部分は除く)

　　　(車両の通行がない場合)　　　　　　　　　※ 5ｋＮ以上　　○15ｋＮ以上

　２）マンホールふた(弁桝用B-1を除く)の安全荷重の適用は下記による。

　　注）鋳鉄製防護ふたの耐荷重はＴ－(※8　　○14　　○25)とする。

(密閉型)

(図面特記部分は除く)

　　　(総重量6t以上の車両が通行する場合)　　　※50ｋＮ以上

　　　(総重量6t未満の車両が通行する場合)　　　※15ｋＮ以上　　○50ｋＮ以上

鋳鉄製防護ふた(標準型)

内ふた＋

(水封形)

レジコン製
ポリプロピレン

(300φ以上)

150φ

塩ビ製

(密閉型)

塩ビ製

車両通行あり

鋳鉄製防護ふた(簡易型)

内ふた＋

車両通行なし

硬質塩化ビニル

硬質塩化ビニル

塗装仕様：(　プライマー塗布の上、調合ペイント２回塗り　　　　　　　　)

○

○

試 験

満 水 試 験 継 手

標仕によるほか、以下に示す箇所に塗装を行う。塗 装○

桝及びふたの仕様については、標仕によるほか、以下による。

　１）樹脂製桝の適用は下表による。

溜め桝

300φ以下

200φ以上

桝本体の材質桝径
ふた

桝 及 び ふ た

配管材料は、(　２　)号図の配管材料一覧による。

配管材料は、(　２　)号図の配管材料一覧による。

○消火用呼水タンクの保温を　※施工しない　　○施工する(膨張タンクに準ずる)

○消火用充水タンクの保温を　※施工する(膨張タンクに準ずる)　　○施工しない

(図面特記部分は除く)

制御盤　　　　○付属　　※別途(電気工事)

○泡消火　　○粉末消火　　○連結散水　　○屋外消火栓(埋設)　　○採水口

(図面特記部分は除く)

○延滞なく消防計画、着工届、設置届を所轄消防署に提出し、その指示に従うこと。

※要　　　○不要○

○ そ の 他

試 験

保 温○

呼水タンク　　※要　　　○不要

配 管 材 料○

○ 消 火 ポ ン プ

○ 屋内消火栓には、消火ポンプ運転表示灯取付用口を設ける。表 示 灯

○屋内消火栓　○パッケージ型屋内消火栓　○スプリンクラー　○不活性ガス消火消 火 設 備 の 種 類○

○機器据付・取付　　　○配　管　　　○保温・防露・塗装他　　　○調　整工 事 範 囲○

準ずる。ただし、保温外装は不要とする。

地中埋設する給湯管は保温を行い、仕様は標仕における給湯管の屋外露出の項に

膨張管の保温は冷温水管に準ずる。また、補給水管の保温は給水管に準ずる。

※要　　　○不要試 験

防食措置を施すものとする。　※外部電源方式　　　○流電陽極方式　

※ステンレスクラッド鋼鈑製　　○ステンレス鋼鈑製

ステンレスクラッド鋼鈑製及びステンレス鋼鈑製の貯湯タンクには、下記の

保 温

電 気 防 食 措 置

貯 湯 タ ン ク

○

○

配 管 材 料

給 湯 方 式

○機器据付・取付　　　○配　管　　　○防露・塗装他　　　○調　整工 事 範 囲

○ 着手前に大津市企業局と協議を行い、その指示に従うこと。そ の 他

排 水 方 式

放 流 先

配 管 材 料

汚水と雑排水　　屋内　　※分流式　　　○合流式

　　　　　　　　屋外　　※合流式　　　○分流式

２）雑排水　　※直放流下水管　　○合併浄化槽

２）鋼管類のポンプアップ排水用の継手は、ねじ接合、フランジ接合又はビク

　　トリック継手とする。

ポンプ排水　　　※なし　　○有り(○汚水　　○雑排水　　○浄化槽二次排水)

１）汚　水　　※直放流下水管　　○合併浄化槽　　○汲取り(便槽)

(図面特記部分は除く)

配管材料は、(　２　)号図の配管材料一覧によるほか、以下による。

１）流し等の床上露出部分の配管は、ビニル管(VP)でもよい(保温不要)。

○ 外 部 足 場 外部足場の仕様は図面特記部分を除き、以下による。

シーリング材充填など適切な復旧措置をとること。

　※枠組本足場　　○くさび緊結式足場　　○単管足場

手すり先行方式の適用　　※する　　○しない

養生シートの施工

(本工事にて設置の場合)

　※する(※防炎Ⅰ類　　○防炎Ⅱ類　　○垂直ネット)　　○しない

壁つなぎアンカーについては、その固定間隔は｢公共建築工事標準仕様書(建築工事

編)｣の最新版に基づいて設定し、足場撤去時には、当該アンカー等施工跡について、

室内空気中の化学物質

測定はパッシブ型採集機器により行う。

○

　　　測定時期　　　　　　○工事着手前　　　○施工終了後

○

及びパラジクロロベンゼンの濃度を測定し、監督職員に報告すること。

室内空気中のホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼン、スチレン、

の 濃 度 測 定

　　　測定対象室　　　　　○図示　　　　　　○(　　　　　　　)

　　　測定箇所数　　　　　○図示　　　　　　○(　　　　　　　)

穿孔等作業を行う

使用した部分について

石綿含有建材を

場合の措置

石綿含有建材を使用した部分に対し穿孔等作業を行う場合については、

大津市環境政策課及び大津労働基準監督署との協議を行った上で、必要な届出等を

法令等の規定に基づき遅滞なく行うこと。また、当該施工の内容に関する施工計画書

を監督職員に提出すること。

● 契約不適合責任期間内

に お け る 現 場 立 会

発注者が引き渡された工事目的物に契約不適合がある、または、契約不適合の疑い

があると判断した場合、発注者の求めがあれば、受注者はこれに立会うこと。

ワンデーレスポンスへ 1）発注者及び受注者は、ワンデーレスポンス実施対象工事であることを認識し、

　　即日回答が困難な場合は、いつまでに回答が必要なのかを受注者と協議のうえ、

2）受注者は計画工程表の提出に当たって、作業間の関連把握や工事の進捗状況等を

　　把握できる工程管理方法について、監督職員と協議を行う。

3）受注者は工事施工中において、問題が発生した場合及び計画工程と実施工程を比較

の取り組み

　　照査し、差異が生じた場合は速やかに文書にて監督職員へ報告すること。

　　工事に取り組むこと。｢ワンデーレスポンス｣とは受注者からの質問、協議への

　　回答は、基本的に｢その日のうち｣に回答するよう対応することである。ただし、

　　回答期限を設けるなど、何らかの回答を｢その日のうち｣にすることである。

●

●

電 子 納 品 工事関係図書等の成果品は、紙媒体に加え、｢大津市電子納品運用ガイドライン[営繕

　●完成図のみ

編]｣に基づき、電子媒体によっても納める。なお、電子納品の対象物は下記による。

　※完成図及びその他書類（監督職員との工事着手時の協議により決定する。）

工 事 範 囲●
 
排
水
設
備

●

●

●

●

●

●機器据付・取付　　　●配　管　　　○防露・塗装他

●
 
給
湯
設
備

●

● ●中央式　　○局所式

●

●

●

○
 
消
火
設
備

●
 
ガ
ス
設
備

工 事 範 囲● ●配　管　　　○塗装他　　　●調　整

ガ ス の 種 類●

●

●

● 〇本工事(外部出力端子　　※なし　　○有り)　　　※別途

●

●●
 
そ
の
他

●

1:---(A1)機械設備工事特記仕様書2
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No.

SCALE工事名FILE No.
訂
　
　
　
正

日月日月日月

旧ケアセンターおおつ棟改修工事

旧ケアセンターおおつ棟

㈱ ア ク シ ー

ダ イ キ ン 工 業 ㈱

及 び

分類適 用 範 囲 分類適 用 範 囲機 材 名適 用 範 囲機 材 名分類 機 材 名分類 適 用 範 囲機 材 名 適 用 範 囲機 材 名分類

使 用 機 材 等 指 定 表 （ 機 械 の 部 ）

ボ

イ

ラ

温 水 発 生 機

吹出口・吸込口 シーリングディフューザー

スリット形吸込口

ノズル形吹出口

ユニバーサル形吹出口

線状吹出口

風量ユニット 定風量ユニット

変風量ユニット

屋 内 消 火 栓 箱

放水口・送水口

消防用機械器具等

ノ ズ ル

消防法に基く規格及び基準に合格し、

｢消防法｣で定められた表示を

付したもの

鋼 製 簡 易 ボ イ ラ

鋼 製 ボ イ ラ

遠 心 冷 凍 機

冷

却

塔

冷 却 塔

ユニット形空気調和機

ｶﾞｽｴﾝｼﾞﾝﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ式

空気調和機

エアフィルター パネル形、折込み形

遠 心 送 風 機

衛 生 器 具

ＦＲＰ製パネルタンク

密閉形隔膜式膨張タンク 空 調 用

給 湯 用

ステンレス鋼板製

パネルタンク

溶 接 組 立 形

ボルト組立形

煙 道 ・ 製 缶 類

スプリンクラー消火

不活性ガス消火システム エア・ウォーター防災㈱

ニ ッ タ ン ㈱

日 本 ド ラ イ ケ ミ カ ル ㈱

能 美 防 災 ㈱

㈱ 初 田 製 作 所

㈱ コ ー ア ツ

東 京 計 器 ㈱

ホ ー チ キ ㈱

ヤ マ ト プ ロ テ ッ ク ㈱

㈱ 有 馬 工 業 所

協 同 工 業 ㈱

協 立 エ ア テ ッ ク ㈱

空 研 工 業 ㈱

ニ ッ ケ イ ㈱

エ ア コ ン ス タ ー ㈱

協 立 エ ア テ ッ ク ㈱

空 研 工 業 ㈱

ク リ フ ㈱

新 晃 工 業 ㈱

東 プ レ ㈱

積 水 ア ク ア シ ス テ ム ㈱

日 立 金 属 ㈱

ホ ー コ ス ㈱

㈱ 小 笠 原 工 業 所

㈱ ベ ル テ ク ノ

森 松 工 業 ㈱

積 水 ア ク ア シ ス テ ム ㈱

㈱ サ ム ソ ン

㈱ 日 本 サ ー モ エ ナ ー

㈱ 前 田 鉄 工 所

三 浦 工 業 ㈱

昭 和 鉄 工 ㈱

㈱ 前 田 鉄 工 所

㈱ Ｉ Ｈ Ｉ 汎 用 ボ イ ラ

川 重 冷 熱 工 業 ㈱

㈱ サ ム ソ ン

㈱ 日 本 サ ー モ エ ナ ー

㈱ ヒ ラ カ ワ

㈱ 前 田 鉄 工 所

三 浦 工 業 ㈱

㈱ Ｉ Ｈ Ｉ 汎 用 ボ イ ラ

川 重 冷 熱 工 業 ㈱

㈱ 高 尾 鉄 工 所

㈱ 日 本 サ ー モ エ ナ ー

㈱ ヒ ラ カ ワ

昭 和 鉄 工 ㈱

荏 原 冷 熱 シ ス テ ム ㈱

荏 原 冷 熱 シ ス テ ム ㈱

空 研 工 業 ㈱

木 村 工 機 ㈱

昭 和 鉄 工 ㈱

新 晃 工 業 ㈱

ダ イ キ ン 工 業 ㈱

三 菱 電 機 ㈱

モ リ タ 宮 田 工 業 ㈱

ク ボ タ 空 調 ㈱

ク ボ タ 空 調 ㈱

自動制御システム

システム

泡消火システム

㈱ Ｉ Ｈ Ｉ 汎 用 ボ イ ラ

川 重 冷 熱 工 業 ㈱

真空式

無圧式

㈱ 日 本 サ ー モ エ ナ ー

㈱ ヒ ラ カ ワ

㈱ 前 田 鉄 工 所

荏 原 冷 熱 シ ス テ ム ㈱

東 芝 キ ヤ リ ア ㈱

日 本 熱 源 シ ス テ ム ㈱

三 菱 電 機 ㈱

荏 原 冷 熱 シ ス テ ム ㈱

川 重 冷 熱 工 業 ㈱

パ ナ ソ ニ ッ ク ㈱

矢崎エナジーシステム㈱

日立ｼﾞｮﾝｿﾝｺﾝﾄﾛｰﾙｽﾞ空調㈱

吸収冷温水機

冷

凍

機

矢崎エナジーシステム㈱

パ ナ ソ ニ ッ ク ㈱

日立ｼﾞｮﾝｿﾝｺﾝﾄﾛｰﾙｽﾞ空調㈱

吸収冷温水機ユニット

ダ イ キ ン 工 業 ㈱

ト レ イ ン ・ ジ ャ パ ン ㈱

三 菱 重 工 冷 熱 ㈱

三 菱 重 工 冷 熱 ㈱

近 藤 工 業 ㈱

金 井 重 要 工 業 ㈱

㈱ 忍 足 研 究 所

檜 工 業 ㈱

㈱ フ カ ガ ワ

ｼ ﾞ ｮ ﾝ ｿ ﾝ ｺ ﾝ ﾄ ﾛ ｰ ﾙ ｽ ﾞ ㈱

㈱ Ｌ Ｉ Ｘ Ｉ Ｌ

Ｔ Ｏ Ｔ Ｏ ㈱

Ｈ Ｉ Ｔ Ａ Ｎ Ｋ ㈱

㈱ 島 倉 鉄 工 所

日 立 金 属 ㈱

㈱ ベ ル テ ク ノ

ホ ー コ ス ㈱

㈱ Ｎ Ｙ Ｋ 西 日 本

三 成 鉄 工 ㈱

森 松 工 業 ㈱

排 水 金 具

（ 鋳 鉄 製 ）

き ょ う 及 び 蓋き ょ う 及 び 蓋

塩 ビ 桝

ポリエチレン製

日本防排煙工業会｢自主適合マーク｣

貼付品又は国土交通大臣の認定を
防 煙 ダ ン パ ー

防煙・防火ﾀﾞﾝﾊﾟｰ

防 火 ダ ン パ ー

ガス漏れ警報器

マンホール蓋・弁桝ふた

㈱ 日 本 イ ト ミ ッ ク

前 澤 化 成 工 業 ㈱

受けたもの

Ｊ Ｉ Ａ 認 定 品

（財）日本ガス機器検査

協会の合格証票又は高圧

ガス保安協会の検定合格

証票が貼付されたもの　

Ｊ Ｉ Ａ 認 定 品

㈱ 一 中

伊 藤 鉄 工 ㈱

㈱中部コーポレーション

㈱ 長 谷 川 鋳 工 所

福 西 鋳 物 ㈱

㈱中部コーポレーション

㈱ 長 谷 川 鋳 工 所

福 西 鋳 物 ㈱

友 鉄 工 業 ㈱

積 水 化 学 工 業 ㈱

ネ ポ ン ㈱

沖 縄 鋳 鉄 工 業 ㈱

カ ネ ソ ウ ㈱

㈱ 工 技 研 究 所

㈱ 小 島 製 作 所

昭 和 機 器 工 業 ㈱

西 部 機 材 ㈱

第 一 機 材 ㈱

ダ イ ド レ ㈱

㈱中部コーポレーション

㈱ 長 谷 川 鋳 工 所

福 西 鋳 物 ㈱

北 勢 工 業 ㈱

㈱ ト － テ ツ

ハロゲン化物消火システム エア・ウォーター防災㈱

㈱ コ ー ア ツ

ニ ッ タ ン ㈱

能 美 防 災 ㈱

カ ネ ソ ウ ㈱

㈱ 小 島 製 作 所

ダ イ ド レ ㈱

カ ネ ソ ウ ㈱

㈱ 小 島 製 作 所

ダ イ ド レ ㈱

積 水 化 学 工 業 ㈱

ア ロ ン 化 成 ㈱

Ｔ Ｏ Ｔ Ｏ ㈱

㈱ Ｌ Ｉ Ｘ Ｉ Ｌ

厨 房 シ ス テ ム ㈱ ア イ ホ ー

タ ニ コ ー ㈱

㈱ 中 西 製 作 所

日 本 調 理 機 ㈱

㈱ フ ジ マ ッ ク

ホ シ ザ キ ㈱

㈱ マ ル ゼ ン

自

動

制

御

ダ

ク

ト

付

属

品

空

気

調

和

機

温

水

発

生

機

空

気

調

和

機

衛
生
器
具

タ

ン

ク

製

缶

類

消

火

装

置

厨

房

機

器

排

水

金

具

き

ょ

う

及

び

蓋

塩

ビ

桝

雨

水

タ
ン

ク

防
災
機
器

ガ
ス
器
具
類

ガ
ス
漏
れ
警
報
装
置

鋳

鉄

製

ふ

た

電
気
温
水
器

タ キ ロ ン シ ー ア イ ㈱

タ キ ロ ン シ ー ア イ ㈱

三 菱 ｹ ﾐ ｶ ﾙ ｲ ﾝ ﾌ ﾗ ﾃ ｯ ｸ ㈱

丸 光 産 業 ㈱

簡 易 貫 流 ボ イ ラ

鋳 鉄 製 ボ イ ラ 及 び

鋳 鉄 製 簡 易 ボ イ ラ

鋼 製 小 型 ボ イ ラ

小 型 貫 流 ボ イ ラ

チリングユニット及び

空気熱源ヒートポンプ

ユニット

三 菱 ｹ ﾐ ｶ ﾙ ｲ ﾝ ﾌ ﾗ ﾃ ｯ ｸ ㈱

日立ｼﾞｮﾝｿﾝｺﾝﾄﾛｰﾙｽﾞ空調㈱

及 び

東 芝 キ ヤ リ ア ㈱

㈱ 荏 原 製 作 所加圧給水ポンプ

㈱ 日 立 製 作 所

テ ラ ル ㈱

㈱ 川 本 製 作 所

立 形 遠 心 ポ ン プ ㈱ 荏 原 製 作 所

グルンドフォスポンプ㈱

㈱ 鶴 見 製 作 所

テ ラ ル ㈱

水中モーターポンプ ア イ ム 電 機 工 業 ㈱

㈱ 荏 原 製 作 所

エ レ ポ ン ㈱

㈱ 川 本 製 作 所

新 明 和 工 業 ㈱

横 形 遠 心 ポ ン プ

㈱ 日 立 産 機 シ ス テ ム

テ ラ ル ㈱

㈱ 相 互 ポ ン プ 製 作 所

㈱ 川 本 製 作 所

㈱ 荏 原 製 作 所

ポ

ン

プ

消音ボックス付

送 風 機

㈱ 荏 原 製 作 所

テ ラ ル ㈱

パナソニックエコシステムズ㈱

三 菱 電 機 ㈱

排 煙 機

性能評定マークが貼付されたもの

斜 流 送 風 機

軸 流 送 風 機 ㈱ 荏 原 製 作 所

㈱ タ ニ ヤ マ

テ ラ ル ㈱

小 型 渦 巻 ポ ン プ

小 型 多 段 遠 心 ポ ン プ

両 吸 込 渦 巻 ポ ン プ

汚 水 用

雑 用 水 用

汚 物 用

ユニット

ユ ニ ッ ト

ニ ッ タ ン ㈱

日 本 ド ラ イ ケ ミ カ ル ㈱

能 美 防 災 ㈱

㈱ 初 田 製 作 所

ホ ー チ キ ㈱

ヤ マ ト プ ロ テ ッ ク ㈱

モ リ タ 宮 田 工 業 ㈱

ニ ッ タ ン ㈱

日 本 ド ラ イ ケ ミ カ ル ㈱

能 美 防 災 ㈱

㈱ 初 田 製 作 所

ホ ー チ キ ㈱

ヤ マ ト プ ロ テ ッ ク ㈱

モ リ タ 宮 田 工 業 ㈱

を含む

天井付ダクトファン換 気 扇

パナソニックエコシステムズ㈱

東 芝 キ ヤ リ ア ㈱

換

気

扇

矢 崎 総 業 ㈱

富 士 工 器 ㈱

中 国 工 業 ㈱

カグラベーパーテック㈱

㈱ 成 研

東 洋 濾 水 機 ㈱

㈱ 日 本 サ ー モ エ ナ ー

ミ ウ ラ 化 学 装 置 ㈱

理 水 化 学 ㈱

ロ ー レ ル ㈱

㈱ 三 進 ろ 過 工 業

ろ

過

循

環

設

備

バ

ル

ク

供

給

装

置

Ｉ ・ Ｔ ・ Ｏ ㈱

ガ
ス
給
湯
器

製 造 者 等 製 造 者 等 製 造 者 等 製 造 者 等 製 造 者 等

日立ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙﾗｲﾌｿﾘｭｰｼｮﾝｽﾞ㈱

日立ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙﾗｲﾌｿﾘｭｰｼｮﾝｽﾞ㈱

ミ ツ ヤ 送 風 機 ㈱

ミ ツ ヤ 送 風 機 ㈱

ミ ツ ヤ 送 風 機 ㈱

三 菱 電 機 ㈱

パナソニックエコシステムズ㈱

テ ラ ル ㈱

㈱ タ ニ ヤ マ

㈱ 荏 原 製 作 所

ミ ツ ヤ 送 風 機 ㈱

三 菱 電 機 ㈱

パナソニックエコシステムズ㈱

テ ラ ル ㈱

㈱ 荏 原 製 作 所

暖 冷 工 業 ㈱

東 芝 キ ヤ リ ア ㈱

三 菱 重 工 冷 熱 ㈱

矢崎エナジーシステム㈱

㈱ 日 立 産 機 シ ス テ ム

テ ラ ル ㈱

㈱ 鶴 見 製 作 所

㈱ 相 互 ポ ン プ 製 作 所

ア ズ ビ ル ㈱

ア ー チ バ ッ ク ㈱

三 菱 ｹ ﾐ ｶ ﾙ ｲ ﾝ ﾌ ﾗ ﾃ ｯ ｸ ㈱

高砂丸誠ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞｻｰﾋﾞｽ㈱

ヤンマーエネルギーシステム㈱

ア イ シ ン 精 機 ㈱

ダ イ キ ン 工 業 ㈱

パ ナ ソ ニ ッ ク ㈱

三 菱 重 工 冷 熱 ㈱

昭 和 鉄 工 ㈱

㈱ 巴 商 会

㈱ 前 田 鉄 工 所

ファンコイルユニット

木 村 工 機 ㈱コンパクト形空気調和機

木 村 工 機 ㈱

昭 和 鉄 工 ㈱

新 晃 工 業 ㈱

暖 冷 工 業 ㈱

東 芝 キ ヤ リ ア ㈱

三菱電機冷熱応用システム㈱

ダ イ キ ン 工 業 ㈱

ク ボ タ 空 調 ㈱

三 菱 重 工 冷 熱 ㈱

カセット形含む

新 晃 工 業 ㈱

ダ イ キ ン 工 業 ㈱

暖 冷 工 業 ㈱

三 菱 重 工 冷 熱 ㈱

パッケージ形空気調和機 ダ イ キ ン 工 業 ㈱

東 芝 キ ヤ リ ア ㈱

パ ナ ソ ニ ッ ク ㈱

三 菱 重 工 冷 熱 ㈱

三 菱 電 機 ㈱

マルチタイプ含む

日立ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙﾗｲﾌｿﾘｭｰｼｮﾝｽﾞ㈱

日 本 エ ア フ ィ ル タ ー ㈱

ニ ッ タ ㈱

日 本 バ イ リ ー ン ㈱

日 本 無 機 ㈱

㈱ ユ ニ パ ッ ク

ﾐ ﾄ ﾞ ﾘ 安 全 ｴ ｱ ･ ｸ ｵ ﾘ ﾃ ｨ ㈱

自 動 巻 取 形

電気集じん器

全 熱 交 換 器 ㈱ 西 部 技 研

金 井 重 要 工 業 ㈱

近 藤 工 業 ㈱

東 洋 空 気 調 和 ㈱

ニ ッ タ ㈱

日 本 エ ア フ ィ ル タ ー ㈱

ダ イ キ ン 工 業 ㈱全熱交換ユニット

テ ラ ル ㈱

回転形

ミドリ安全エア・クオリティ㈱

東 洋 空 気 調 和 ㈱

日 本 エ ア フ ィ ル タ ー ㈱

日 本 バ イ リ ー ン ㈱

テ ラ ル ㈱

高砂丸誠ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞｻｰﾋﾞｽ㈱

日 本 バ イ リ ー ン ㈱

日 本 無 機 ㈱

自動巻取形、パネル形

東 芝 キ ヤ リ ア ㈱

パナソニックエコシステムズ㈱

三 菱 電 機 ㈱

日立ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙﾗｲﾌｿﾘｭｰｼｮﾝｽﾞ㈱

全

熱

交

換

器

空

気

清

浄

装

置

送

風

機

多翼形送風機

(一財)日本建築センターの

ﾊﾟﾅｿﾆｯｸLSｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ ㈱

注：掲載されている製造者等の名称に変更のある場合には、当該業者の製品を継続して

　　取り扱う後継の製造者名に読み替えること。

㈱ ノ ー リ ツ

リ ン ナ イ ㈱

㈱ パ ロ マ

パ ー パ ス ㈱

大 阪 ガ ス ㈱

三 菱 電 機 ㈱

メーカーリスト 1:---(A1)
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40

40

CB t100

階段 C 竪樋φ100

風除室　B

(玄関 B)

下
足

棚
(C

)

PS 棚

配膳室 B 1000×1000

上部：固定防煙垂壁

食堂　A

休憩室 踏込

荷受室

前室

PS

配膳室A

荷受室 階段 C

風除室　B

(玄関 B)
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３）はつり工事等においては、事前に施設側と協議を行い確認承諾の上、工事を行う事。

１）図中Ｘ印は、撤去を示し、今回不要になる部分を示す。実線は既設を示す。

２）図中既設配管の位置、サイズ等については、十分現場確認を行った上で施工する事。

４）改修、切り離し、切り替え工事は施設の運営に支障なき様に施工の事。

　　本工事内で処理の事。

５）不要の配管は、改修工事が完了後速やかに、閉栓及び撤去する事。

６）本工事に必要と思われる仮設、養生、迂回工事は本工事費用内で施工の事。

７）既設及び改修部分は施工に先立ち十分調査の上、完全に施工の事。

　　また、原設計と現場に相異がある場合は、監督員と協議の上施工し、その変更費用は

1:50(A1)
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No.

SCALE工事名FILE No.
訂
　
　
　
正

日月日月日月

Ｎ

旧ケアセンターおおつ棟改修工事

特記事項

改修後
　　給排水設備平面詳細図　　

現況 改修後　給排水設備平面詳細図

　　給排水設備平面詳細図　　
現況

4
0

1
5

1
5

4
0

4
0

名　　　　称

【衛生器具リスト】

参　考　品　番

厨
房(

下
処
理
室)

厨

房

厨
房(

前
室
１)

厨
房(

前
室
２)

荷

受

室

前

室

休

憩

室

合

計付　　属　　器　　具

備　　考

洗 面 器 Ｌ２７０Ｃ 混合水栓ＴLG04101J、排水金具ＴＬＤＰ２２０1Ｊ、取付金具ＴＬ２２０Ｄ １ １ １ ３
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210

室内機リモコン回路

特記なき配管配線は下記に依る。

１．２－２Ｃ　ＥＭ－ＡＥ

１）２重天井内はケーブル配線とする。

２）ケーブル配線の立上り、立下りはＰＦ管で保護の事。

４）図示　　は、空調用リモコン（機械工事）を示す。

３）防火区画、界壁等の貫通は、建築設備設計．施工上の指導指針により完全に施工の事。

３）はつり工事等においては、事前に施設側と協議を行い確認承諾の上、工事を行う事。

特記事項（既設改修）

２）図中既設配管の位置、サイズ等については、十分現場確認を行った上で施工する事。

４）改修、切り離し、切り替え工事は施設の運営に支障なき様に施工の事。

１）図中の実線部分は、今回改修に伴う新設部分を示す。

　　本工事内で処理の事。

　　また、原設計と現場に相異がある場合は、監督員と協議の上施工し、その変更費用は

５）撤去工事に伴う、図示明記無き不要穴等は原則閉塞の事。

６）不要の配管は、改修工事が完了後速やかに、閉栓及び撤去する事。

７）本工事に必要と思われる仮設、養生、迂回工事は本工事費用内で施工の事。

８）既設及び改修部分は施工に先立ち十分調査の上、完全に施工の事。

旧ケアセンターおおつ棟 Ｍ

No.

SCALE工事名FILE No.
訂
　
　
　
正

日月日月日月

旧ケアセンターおおつ棟改修工事

ドレン管

冷媒配管

記号

凡　　　　　例

冷房能力：Ｋｗ

名称

系統：室外機ＮＯ．　－　室内機ＮＯ．

国交省記号：ＣＫ、ＣＲ、ＣＲＫ

冷房能力

系統

仕様

断熱材被覆銅管

塩化ビニ－ル管

（　Ｌ　）

備考

ガス式：ＧＨＰ、電気式：ＡＣＰ（ＥＨＰ）

ＣＵ

ＶＰ

Ｒ

Ｄ

備　考図示記号 名　称

凡　例

冷媒配管

冷媒配管

冷媒配管 φ１５．９　ｘ　φ９．５

Ｒ３

Ｒ２

Ｒ１

Ｒ

Ｒ

Ｒ

φ１９．１　ｘ　φ９．５

φ２８．６　ｘ　φ１２．７

Ｒ
冷媒配管Ｒ φ２８．６　ｘ　φ１２．７

CB t100

階段 C 竪樋φ100

風除室　B

(玄関 B)

下
足

棚
(C

)

PS 棚

配膳室 B 1000×1000

上部：固定防煙垂壁

食堂　A

休憩室 踏込

荷受室

前室

PS

配膳室A

荷受室 階段 C

風除室　B

(玄関 B)

休憩室 前室

サイン

厨房

厨房
(前室1)

厨房
(前室2)

R

R

R

R

R

R
1

R1

R1

R
1

R1

R
R

R
2

(下処理)
厨房

９．０ＫＷ

ＧＨＰ－１

ＣＫ４

９．０ＫＷ

ＧＨＰ－１

ＣＫ４

９．０ＫＷ

ＧＨＰ－１

ＣＫ４

図面記号 名　　称

ガスヒ－トポンプエアコン

ドレンアップメカ内蔵、その他付属品１式共

ＣＫ４

ＧＨＰ－１ 型式　ビル用マルチ室内機、天井埋込カセット型（４方吹出）自動昇降パネル共

冷房能力　９．０ＫＷ 暖房能力　１０．０ＫＷ

２次側電源制御渡り配線（リモコン共）本工事 冷媒配管φ９．５　ｘ　φ１５．９

仕　　様 電気容量 数量

消費電力

屋内 ファン

冷房：

１φ２００Ｖ ０．０５３ Ｋｗ

０．１２８ Ｋｗ

備　　考

新設

ダイキン同等品

３ 有　圧　換　気　扇ＦＥＹ―１ 型式　低騒音型（排気用）

羽根径　φ　５００　風量　７２００ｍ3/ｈ 　静圧　１１０Ｐａ

防虫網付ステンレス製ウェザーカバー　騒音　５３．５ｄＢ

電気式シャッター取付枠共

３φ　２００Ｖ　０．７５　ＫＷ １

新設

三菱同等品

ＥＷＦ―５０ＦＴＡ

図面記号 名　　称 仕　　様 電気容量 数量 備　　考

新設　機器リスト

現況 改修後　空調設備平面詳細図

新設　機器リスト

1:50(A1)

1:---(A1)

5

Ｎ

現況
　　空調設備平面詳細図　　 　　空調設備平面詳細図　　

改修後　
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2,
0
75

4
,4

75

6
,3

00
2
50

7
,2

25
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14
,0

25

補助散水栓 消火器BOX付

1050×250×H1150

F

E

E'

D

D'

210

6,
3
00

5
,0

00

F

E

E'

D
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0
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No.

SCALE工事名FILE No.
訂
　
　
　
正

日月日月日月

Ｎ

旧ケアセンターおおつ棟改修工事
1:50(A1)

旧ケアセンターおおつ棟 Ｍ

No.

SCALE工事名FILE No.
訂
　
　
　
正

日月日月日月

Ｎ

旧ケアセンターおおつ棟改修工事
現況 改修後　換気設備平面詳細図

6

F

ＳＵＳ製フード　グリスフィルター共

備考

ＳＵＳ製フード

フードリスト

記号

１）

寸法

1
F

F

F

2

3

4

５２００　ｘ　８５０　ｘ　９００

１９００　ｘ　７５０　ｘ　９００

２４００　ｘ　１２００　ｘ　９００

６５０　ｘ　６５００　ｘ　９００

本工事使用の排気フードは．全てステンレス鋼板１．０ｔとし継目は溶接とし．必要に応じ補強材（ステンレス材）をフード内部に取り付けること。

ＳＵＳ製フード　グリスフィルター共

ＳＵＳ製フード　グリスフィルター2箇所共

ＳＵＳ製フード　グリスフィルター2箇所共

荷受室 階段 C

風除室　B

(玄関 B)

休憩室 前室

サイン

食堂

厨房

厨房
(前室1)

厨房
(下処理)

厨房
(前室2)

300×300

450×300

450×300

450×300

450×300

450×300

90
0×

30
0

１

ＦＥＹ

F

1

F

F

F

4

3

2

改修後　

CB t100

階段 C 竪樋φ100

風除室　B

(玄関 B)

下
足

棚
(C

)

PS 棚

配膳室 B

上部：固定防煙垂壁

食堂　A

休憩室 踏込

荷受室

前室

PS

現況

450×300

450×300

450×300

450×300

450×300

90
0×

30
0

１

ＦＥＹ

300×300

配膳室A

　　換気設備平面詳細図　　　　換気設備平面詳細図　　


